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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　炎ほのおの中で。

　鐘かねの音とともに踊おどる。

　彼女自身にしか聞こえなかったはずのその鐘が。

　誰だれの耳にも響ひびき渡わたる。

　そんな日が。

　かつて、あった。




　それは珍めずらしく暑い日だった。この季節、遠いはずの日差しはいつにない強さで目に眩まぶしく、高地から吹ふき下ろしてくる冷たい風もない。帝てい都との人々は昼休みに散さん策さくする場所を探さがすにも汗あせばんだ。いつになく水みず菓が子しが売れ、庭を持つ者は水を張はった。静かなる帝都に訪おとずれた、ほんの短いざわめき──その程てい度どのもの。

　なのだろうと、誰もが思っていた。

　帝都の風は止んでいた。白い地平を霞かすませる砂すなの渦うずも、搔かき消される雲も、そんなものは普ふ段だん誰も気にしない。だがその日にそれらがなかったことは、意い識しきされないまま、みなの記き憶おくに残った。帝都にあった、風の吹かない一日。たいしたことではない。今まで、ただの一日もそういった日がなかったわけではない。年に数日は起こることだった。

　それは珍しく暑い日だった。帝都にあった、風の吹かない一日。

　人の記憶に残った一日。




　彼女は、そこにいた。

　渡り廊ろう下かで、年とし端はもいかない、いかにもの虚うつろな眼まな差ざしで空を見ていた。

　子こ供どもだった。小さな両りよう肩かたをそれぞれ押おさえつけられ、ますます身体からだを縮ちぢめている。彼女の両りよう脇わきにいる、黒い衣ころもの者──物言わぬ仮か面めんの者たちに、ごくたまに、なにかを語りかけようと口を開く仕し草ぐさを見せた。

　だが、言葉は吐はかなかった。問いかけることが無む駄だだと分かっているように、その唇くちびるはわずかに上下しただけで閉とざされた。

　渡り廊下は人じん造ぞう林りんを横切る形で続いており、彼女が向いているのは奥おく、大きな邸てい宅たくがある方向だった。誰も言葉を発することなく、静かであり、風すらも吹かない。木々はその停てい滞たいした大気の中、不動になにかを待っている。そう見えた。

　その少女は、空を見ていた。木を見ていた。廊下を見、建物を見、傍かたわらのふたりの黒こく衣いを見ていた。振ふり返ることが許ゆるされれば、一番見たいのは背はい後ご──出口だった。大きなものを残したまま、ひとりでここに来てしまった。彼女は震ふるえていた。両手を握にぎりしめ、胸むねを上下させていた。大きく見開かれた瞳は日差しを受け、炎の色味を灯ともしている。




「それで？」

　ミズー・ビアンカは、不ふ機き嫌げんに問い返した。

「思わせぶりな記憶になんの意味があるの？　わたしは忙いそがしいの。帝都に行く準じゆん備びやら、なんやらかんやらで。あなたなんかに構かまってる暇ひまはないの」

　彼は、明めい確かくな拒きよ絶ぜつにも怯ひるむことはなかった。

「君が思っている以上に重要なことが、そこにあるかもしれない。そう思わないか？」

「あるわよ。帝都にはわたしの姉がいるの」

「違ちがう。ぼくが言ってるのは君の記憶のことさ。どうして、君が見たはずのない記憶を君が持っているんだ？」

「ただの妄もう想そうよ。あなたが、実は知ってもいないことを知ったかぶりして偉えらそうにしてるのと大差ないでしょ──わたしはいちいち触ふれ回らないけどね」

「ミズー、アストラ・ビアンカは──」

　彼の言葉は、そこで途と切ぎれた。冷や汗を垂たらしながら、彼は続ける。

「いきなり、ひどいな。一度でいいから、君が剣けんを抜ぬく瞬しゆん間かんを見てみたいね。いつも、気が付いた時にはこうやって喉のど元もとに突つきつけられてるんだ……」

　彼の言葉は無む視しして、ミズーは告げた。

「彼女の名前を気安く呼よばないで。あなたがアストラを帝都に売りつけたんでしょう！」

「それは違う。確たしかに君たち姉し妹まいを見み出いだして工こう房ぼう都市に渡したのは神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいだ……けれど八年前、イムァシアは独どく断だんでそのうちのひとりを帝都に譲ゆずった。取り決めも無視された。おかげでイムァシア刀とう匠しようたちと神秘調査会の関係は気まずいものになったんだ。いや、むしろ関係が断絶したと言ってもいい。まるでもう神秘調査会の助けなど必要なくなったみたいにね。彼らの本心までは、ぼくらも知らないが」




　とても美しい世界。

　少女は、それを感じた。

　それまで彼女が知っていた世界とは異い質しつのものだった。石の塔とう、鉄の扉とびらの中。天てん井じようの窓まどから部屋をのぞく顔。声。鐘かねの音。赤い空。黒々と渦うず巻まく、瘡かさ蓋ぶたのような赤い空。空。

　ここの空は白い。

　薄うすく伸のびた白い雲の上に、蒼そう穹きゆうが透すけて見える。鮮あざやかな青の彼方かなたには、さらに深い暗黒がある……それを感じる。なにかが潜ひそむ暗がりとは違う。もっと壮そう大だいな闇やみ。

　風はなく、光だけが真まっ直すぐに見上げる者の瞳ひとみに降ふりかかる。彼女はそれを奇き妙みようだと感じていた。網もう膜まくを刺さす光。だがそれを苦く痛つうとは感じない。刃やいばならば刺されば死ぬ。だがこの光には死を感じない。

　鐘の音は聞こえてきている。が、遠い。彼女が立っているその場所は、その鐘からはとても遠い。その遠い場所に、置き忘わすれてきたものがある……とても大事なもの……

　置いてきてしまった思いに気を取られながらも、彼女の視線は初めて知ったその美しい世界に惹ひかれ続けた。見るたびに変わる木々の色を、何度も繰くり返して視界に追いかける。両肩を押さえられ、動けないながらも、感かん情じようは自由だった。

　彼女の満まん喫きつする、最初にして最後の自由だった。




「あなたも含ふくめて、狂くるった連中の考えることなんてどうでもいいわよ！　興きよう味みもない」

「どうでもいいのなら聞き流せばいい。いちいち怒おこる必要はない。そうだろう？」

「あなたがわたしの出発を邪じや魔ましたりしなければね！」

「いいや、君は帝てい都とに行ってはいけない、ミズー。帝都は崩ほう壊かいする」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。どうやって帝都が崩壊するのよ」

「君が言ったんだ。世界が滅ほろびるわけがないか？　でもどこかにトリガーがある……」

「揚あげ足を取られたことを根に持ってるの？」

「帝都に行くのはフリウ・ハリスコーだ。君じゃない」

「そう？　それはあなたの都合よね。わたしは帝都に行くわ」

「そうなれば、君は死ぬことになる。君は獣けものになっていない。なれなかった。帝国軍に対して君は無力だ。黒衣に対して君は無力だ。精せい霊れいアマワに対して君は無力だ。フリウ・ハリスコーの破は壊かい精霊に対して、君はまったくの無力だ」

「死なないわ」

「……どうしてそう言える？」

「あなたには関係ないことよ」




　やがて少女が立つその渡わたり廊ろう下かを歩いてくる者がいた。

　その庭の、内と外からそれぞれ同時に。

　外からは。

　先頭に若わかい男。それに付き従したがうように、軍服を身につけた小こ柄がらな老人。それとは色いろ違ちがいの制せい服ふくを着た大男。

　内からは。

　先頭に、無ぶ精しよう髭ひげの男。かたわらには細い眼めを輝かがやかせた少年。

　少女がそれらを眺ながめ回すほどの猶ゆう予よもなく、不精髭の男が低く──かすれるほどに小さく声を発した。

「帝ていが、お待ちかねだ」

「本当に？」

　奇妙な抑よく揚ようで、それと向き合う形の若い男が──大男と老人のふたりの軍人を従えた男が応おうじる。まるで面おも白しろがるように鼻を鳴らしながら、

「……いや、帝はお待ちかねなのではなく、ようやく覚かく悟ごを決められたということだろう？　なあ、兄よ」

　少女は瞬時に、嫌けん悪お感かんを覚えていた。その男の浮うかべた笑えみは美しい世界にはそぐわないものだ──人として最も人間らしい、感情に加えて計算だけで形作られた顔のしわ。彼女の視し線せんに気づいたのか、その男もまた少女を一いち瞥べつした。

「この娘むすめは？」

　と、不精髭の男に尋たずねる。

　問われた男は、対照的に感情を示しめすことのない無表情のまま口を開いた。

「帝が所しよ望もうした娘だ。今日……必要になる、と」

「ふん？　どこから拾われてきたのかは知らぬが、幸運な娘だな」

　幸運。

　その男のこぼした言葉を、知らなかったわけではなかった。ただその意味を実感できないまま、少女はそれを胸きよう中ちゆうで繰り返した。幸運。彼女は今、美しい世界にいる。その幸運。

　だがここには、最も大切なものがない。自分はそれを置いてきてしまった。

　なににも増まして必要であるはずだというのに。それはない。ここにはない。

　彼女は再ふたたび見回した。だが世界が美しいというよりほかに、思い出せるものはなにもなかった。







　第一章　カラミティ・ワールド

　　　　　　（美しき世界）







　投げつけた時計は、扉とびらに当たって小さなベル音を漏もらした──そのまま床ゆかに転がり、部屋の半ばまで二転ほど跳はね返ってから動きを止める。ミズーは不ふ機き嫌げんにその扉を睨にらみつけたが、扉の表面には傷きずも残らず時計のほうも壊こわれたわけではない。もっとも、本当に壊れてしまったならば慌あわてたことだろう。客室の高こう価かな目覚まし時計を叩たたきつけて壊したなどと聞いたら、この館やかたの主あるじである大おお頭あたまのペインはなんと言うか？

　彼女の気に障さわったのは、その時計を投げつけた相手が煙けむりのように消え失うせたからだった。その優やさ男おとこが立っていた空間に眼めを凝こらすが、空間に形けい跡せきが残っているわけでもない。その男はただ不ふ愉ゆ快かいな顔を見せ、つまらないことを言ったあげくに一方的に立ち去っていった。ミズーは独ひとり言ごとをぼやきながら床の時計を拾い上げた。

「わたしは無力……か」

　怒いかりに任まかせて投げつけてしまったものの、本当に壊していないかを確たしかめてからベッドの頭にもどしておく。

「きっと、そうなんでしょうね」

　早朝、着き替がえの最中に部屋に現あらわれた相手の言っていたことなどを認みとめるには抵てい抗こうがあったものの、つぶやきは自然と漏もれた。

「でも……」

　窓まどの外は朝日に眩まぶしい。

　その光の中で、ミズーは脱ぬぎかけていた寝ね間ま着きを丸めて脱だつ衣い籠かごに放り込こんだ。手のひらに巻まいた包帯に滲にじんだ血が、乾かわいた臭においを発している。もう外しても大だい丈じよう夫ぶだろう。戦いはまだ昨夜のことだったが、傷は深いものではなかった。

　帝都に発たつ。落ちることなき永えい遠えんの都に。

　部屋の片かた隅すみを、見やる。そこには彼女の服と剣けん、マントがまとめて置いてあった。一番上に、獅し子しの顔を象かたどったマント留どめ。水すい晶しよう檻おりの瞳ひとみが、こちらを見返してきている。




　昨夜、戦い終えて帰った時からだが、ペインは上機嫌だった。早朝の訪ほう問もんにすら応じてくれたほどだった

「いよぉ、タフ・ボーイ」

「…………」

　その男と初めて出会ったのと同じ広間で、用よう心じん棒ぼうをふたり傍かたわらに控ひかえさせたギャングの親玉と顔を合わせる。その配置の中で、開口一番に浴びせられた賞しよう賛さんだか皮肉だかを吟ぎん味みするのに、ミズーは沈ちん黙もくしての数すう呼こ吸きゆうを要した。

　とりあえずはぎりぎり賞賛に近いと判はん断だんして、皮肉を返すのは取りやめる。

「あなたに女だと認めて欲ほしいわけじゃないけど、どうしてボーイなの？」

「気合い入れて武ぶ装そうなんかしてやがるからだよ」

　大頭のペインは食事中のナイフをこちらに向けて、にやりとしてみせた。

「だが、なかなか似に合あってる。あんた今度、男装してみねぇか？」

「それは楽しそうね」

　冷ややかにミズーは応おうじた。なによりもそれが面おも白しろかったのか、癇かんに障る笑い声をペインがあげる。

「おいおい、そんな仏ぶつ頂ちよう面づらで、言いたくもねぇような世せ辞じを言うなよ。出しゆつ立たつの準じゆん備びをして現れたからにゃ、用事は読めてる。わざわざ別れの挨あい拶さつをしてくれるってのは嬉うれしいね。どこへ行くつもりだ？」

　答えるべきか迷まよったものの、ミズーはそれほど時間をかけずに返答した。

「帝都へ」

「ほう？」

　ペインの顔から笑えみが消えた。食事の手も止めて顔を上げる。

「それで？」

「……なにが？」

　ミズーが問うと、彼は白いテーブルクロスの上に雑ざつな手つきで食器を放ほうり出した。あごを振ふって皿を下げさせると、あとを続けてくる。

「俺おれに頼たのみごとでもあるんだろ？　わざわざ行き先を告げるってのは」

「負ふ傷しようしたジュディアを預あずかっていて欲しいの。もちろん、無事によ」

「その代だい償しようは？」

　底そこ意い地じ悪くペインが聞いてくる。こちらが答えられないのは承しよう知ちの上だろう。ミズーは深呼吸して、わずかな間をおいた。

「……なにが欲しいの？」

「いや。からかっただけだ」

　男が首を振ると、整えられた髪かみ型がたも左右に揺ゆれた。とっておきの手品の種でも明かすように、得意げにあとを続ける。

「だが迷ってるのも事実だ。確かにあんたは昨日の取引で、まあ満足な結果を見せてくれた。俺の庭で黒衣を追い払はらってみせるなんざ痛つう快かいだ。これで俺も、隠いん居きよしてる俺の親父おやじ殿どのどころか、祖そ父ふ殿にだって自じ慢まんできる」

　と、言葉を切って眼めを細める。笑ったのではない。テーブルに両りよう肘ひじをついて、手の上にあごを乗せ、神しん妙みように彼は続けた。

「あんたにゃ分からないかもしれないが、これは俺の寿じゆ命みようを数年間は保ほ証しようしてくれたってことだぜ？　そのどちらも義ぎ理りの親だからな。しかも、俺がふたりを恐おそれているように、奴やつらも俺にびびってる」

「それで？」

　彼が向ける視し線せんをそのままにらみ返し、ミズーは先を促うながした。

　ペインが、眉まゆを上げる。

「迷ってるってのは、だ。あんたを味方にして帝国を敵てきに回すことが、ファミリーにとってどう働くかだ」

「あなたの悩なやみごとの後あと押おしまではできないわね」

「こんな時、あんたが泣き言でも言ってくれるようなら話は早かったんだがなぁ」

　呆あきれたように天てん井じようを仰あおぐと、ペインはそのまま椅い子すに座すわり直した。子こ供どものように落ち着かない態たい度どだが、眼まな差ざしだけは隙すきを見せない。

　彼は広間の戸口に向かって、声をあげた。

「ファニクを寄よ越こせ！　すぐにだ」

　誰も答えない。だが、知らない間に控ひかえていたのであろう気配が廊ろう下かを遠ざかっていくのだけは感じた。誰かを呼よびにいくように。

「ひとつ聞いていい？」

　ミズーが訊たずねると、ペインは無言のままうなずいてみせた。質しつ問もんを予期していたようでもある。

「あなた、義理の家族を恐れてなんていないんでしょう？」

「俺にはファミリーがあるからな。この館やかたの、本物のファミリーが」

　言ってから、ギャングの頭とう領りようは胸むねに触ふれた。本人も意い識しきしていない仕草だろう──そこになにかの証あかしがあるとでも言いたげに。

　なにがしかの後ろ暗さを覚えつつ、ミズーは続けた。

「あなたは帝国も恐れてない」

「答えは同じだ」

「怖こわいものはないの？」

　ペインが、それに答えるより先に──

　戸口に気配が現あらわれた。今度は足音を立てて、見覚えのある男が室内に突つき出される。

「……俺、呼ばれたっすか？」

　頭を手で押さえ、その若わかい男はペインに訊ねた。ペインはそれには返事をしないままこちらへと向き直ると、満足げに言ってみせた。

「こいつを連れて行け……ファニクだ。面識はあるな？」

「ええ」

　ミズーはいったん肯こう定ていした。確たしかに覚えてはいた。その男──ファニクとやらは、このペイン・ギャングとミズー、ジュディアらのつなぎになっていた連れん絡らく員いんだった。瘦やせ型でどこか頼たよりないが、便利屋として文字通り便利に使われていたようではあった。

　ファニクもこちらを覚えていたようで、愛あい想そのこもった笑顔を見せている。どう答えて良いものか躊ちゆう躇ちよしてから、やはりミズーは返事しないままペインへと訊ねた。

「でも、連れて行く？　どうして？」

　ペインの答えは迅じん速そくだった。

「女ひとりよりは、男と女のふたり連れのほうが目立たない。邪じや魔まにはならんさ。こいつはなんでもできる。なにもできない不ぶ器き用ようなあんたにゃ、重ちよう宝ほうなはずだ」

「…………」

　反はん射しや的に浮かびかけた皮肉を、再ふたたび舌した先さきで押しとどめる。

　改めて、ミズーはファニクを観察した。別べつ段だんどうというところもない。ただの男だった。道ばたですれ違ちがっても印象には残らない。だからこそ連絡員なのだろう。

　彼の表ひよう情じようからはなにも摑つかみ取れない。感情も考えも、あるいは陰いん謀ぼうも野心も下心も、なにも。家族構こう成せい、過か去こ、このようなギャングに使われるようになった経けい緯い、なにひとつとして想そう像ぞうできるものがない。

　不意に、落ち着かないものを覚えてミズーは視線をそらした。それを待っていたようにペインが付け加えてくる。

「帝都内でも、俺たちは連絡手段がないわけじゃあない。そのあたりのつなぎはファニクに任まかせろ。とはいえ、それほど大きな援えん護ごを期待されても困こまるがな。あんたを帝都に連れ込こむくらいのことはしてやる」

　彼の言っていることが一いつ瞬しゆん分からず、瞬まばたきする。

　が、気づいてからミズーは狼ろう狽ばいを覚えた。

「わたしは、そこまでは」

「そこまででかい借りを作るつもりはない？　なぁに、俺のほうにも下心がある」

　大頭のペインはそう言うと、椅い子すに深く座り直した。癖くせのある手つきで両手を組み、意外なほど優やさしい声で言ってくる。

「なあ。帝都になにしに行くのかは知らないが、終わったらここにもどってくりゃあいい。ファミリーになるんだ」

　ミズーは、吐はきかけた息を喉のどの奥おくにもどした。訊ねる。

「何な故ぜ？」

「理由ってほどの理由はない。だが度ど胸きようのある女なら、そりゃファミリーにしたいさ」

　彼の声には、悪意を感じなかった。

　が、もとよりなにか秘ひめたものがあったとしても、こんなところで表に出すような男でもないだろう──ミズーは嘆たん息そくした。信じることは、あまりにも安あん易いだ。そして疑うたがうことも容易たやすい。

「ひとつ、約束できる？」

　答えが分からず、つぶやく。

　ミズーの問いにペインが声をあげた。

「うん？」

「わたしを身近において、わたしを決して暗殺者として雇やとわないこと……あなたにそんなことができる？」

　彼が迷まようのではないか──

　あるいは笑うのではないか。拒きよ絶ぜつか、罵ば倒とうか、あるいは失しつ笑しようか。そんな反はん応のうを想像しながらミズーはそのギャングの親玉を見つめた。

　だがペインは、そういった感情を挟はさむ時間すらおかずにうなずいてみせた。

「いいぜ」

「安やす請うけ合いするのね」

　揶や揄ゆを含ふくんで、告げる。が。

　どちらにせよペインはこともなげに応おうじるだけだった。

「もっと無む理り難なん題だいを言われるかと思ってたんだ。竜りゆうの喉のど球だまを取ってこいとかな。できることを頼たのまれるのはたいしたことじゃない。なにしろ俺は、できる男だからな」

　彼の大言には苦笑しつつも、それを隠かくすために首に力を込め、ミズーは複ふく雑ざつな表情で肩かたをすくめた。

「ジュディアを預あずけておくんだから、そりゃ一度はここに帰ってくるわよ」

　と、退たい出しゆつしようと出口へと身体からだを向ける。

「その時までに、よく考えておいてちょうだい。わたしは安請け合いされるのは好きではないの」

「けっ。可愛かわいげのねぇ。てめぇなんか、もういらねぇよ」

　ペインが吐き捨すてる。ただし、口元に滲にじみ出た笑えみを指先で隠しながら。言葉に反して、彼の表情はそれほど不ふ快かいなものでもないように見えた。




「なにが必要っすかねぇ。うちの姉ちゃんに美う味まい弁べん当とうとか作ってもらうっすか？」

　屋や敷しきの廊下を小走りになって賢けん明めいに追いついてきながら、ファニクが言ってきたのはそんなことだった。

　どう答えれば良いのか分からずに、とりあえずミズーは無む視しして先を急いだ。それは構かまわないのか返事も待たずにファニクは似にたようなことを繰くり返す。

「まあ美味いっていってもたいしたことないんすけどね。でも弁当あると楽しいっすよね。無む駄だに遠回りしたくなるっていうか。弁当があればどこにだって行けるっすよ」

「あのね……」

　目的の場所に着いて、ミズーはようやく口をきいた。

　驚おどろいたようにファニクが眼めを見開くのが見える。

「なんすか？　あ、何なん歳さいっすか？」

「え？」

「年ねん齢れいっす」

　ファニクはそれが自然な質しつ問もんだとでも言いたげに、率そつ直ちよくな眼まな差ざしで聞いてくる。

　なにを話そうとしていたのかも忘れてミズーは聞き返した。

「何歳に見える？」

「二は十た歳ちくらいっすかね」

「じゃあそれで」

　告げると、彼は困こまったような顔をしてみせた。

「なんで曖あい昧まいなんすか。まあいいっす。これからは姉ねえさんって呼よぶんでいいっすよね」

「姉さん？」

「便利っすよね。誰を呼ぶんでも姉さんで済すむっす」

　ミズーは彼の顔をしばし睨にらみつけてから──

　一気に面めん倒どうになって、手を振ふった。

「好きに呼べばいいわ。ところで、わたし用事があるの」

「ああ、いいっすよ。待ってるっす」

　彼は言うと、すぐに廊ろう下かのわきに寄よった。

　ペインの屋敷は静かだった。早朝だというのに、あわただしい準じゆん備びの気配もない。すべてが整然とし、抜ぬかりなく行われる。ギャングの生きる領りよう域いきというのは、それが自然と強きよう制せいされるのだろう。使用人は大おお勢ぜいいるはずだが、ここまで廊下を進んできてそれとすれ違ちがうこともなかった。使用人用の通路が決まっているのかもしれない。

　屋敷内の調度がペインの品ひん性せいによる選せん択たくなのかどうかは不明だが、その点に関してはミズーも文もん句くを思いつけなかった。どこも問題なく落ち着いて、過すごしやすい。門構えは分かりやすいが、踏ふみ込めば廊下はどこまでも続き──奥おくは深い。

　窓まどから見えるのは裏うら庭にわだった。それほど広くはない。前庭ほどではないが手入れされた木立が、植え込みがある。離はなれた場所に建物が見えるのは、犬けん舎しやだろうか。納な屋やかもしれない。

　無む論ろん、窓に用事があったわけではない。間が持たずにミズーは、廊下にある扉とびらのほうへと向き直った。ノブに手をかけてから深しん呼こ吸きゆうをし、引き開ける。

　そこは客室だった。贅ぜいを凝こらした──というほどでもないが、やはり居い心地ごこち良く設しつらえられている。ベッドに人が横たわっていたが、眠ねむってはいなかった。

「おはよう、ミズー」

　そのベッドから、呼びかけられる。

　部屋に入って後ろ手に扉を閉しめ、ミズーはつぶやいた。

「おはよう、ジュディア」

　彼女の名前を口にするのに、数すう瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよがあった──そのことは相手にも気づかれてしまったに違いない。苛いら立だたしさを覚えて、踏み出すつま先が力む。

　どのみち、それほどは近づかなかった。ベッドの上には黒くろ髪かみの女がひとり横になっている。お仕着せの患かん者じや着ぎはお世せ辞じにも似に合あってはいなかったが、そもそもその女はベッドも羽は根ね枕まくらも落ち着かない様子ではあった。だが逃にげようにも、身体からだに巻まかれた包帯や右みぎ腕うでを吊つっている三角布などが彼女を拘こう束そくしている。

「歴戦の剣けん士しも形無しね」

　深く考えることなく、ミズーは彼女にそう告げた。

「そうね」

　ジュディアは面おも白しろがったようだった。小さな笑えみを浮うかべ、動かせる左腕で包帯を撫なでながら続けてくる。

「一瞬の油ゆ断だんで、全ぜん治ち一か月の後こう悔かいよ。思ったより軽けい傷しようだったわね──わたしを運んだ獣じゆう精せい霊れいを見て腰こしを抜かした医者のほうがよっぽど死にそうだった」

「ギーアは誰も傷つけないわ。わたしが命令しなければ」

　ミズーが言うと、彼女はうなずいた。

「そうね」

　短く答えるジュディアの声には疲ひ労ろうが残っている。当たり前だが、疲つかれているのだろう。咳せき払ばらいして、ミズーは本題を切り出した。

　腰の剣けん帯たいと、武ぶ器きの入ったポーチを手早く外す。

　それを差し出すと、ジュディアは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。意味が分からなかったらしい。聞いてくる。

「……それは？」

「わたしの剣よ」

「見れば分かるわ」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいやり取りを経へて、ミズーは自分の剣と武ぶ器きを足元に置いた。唾つばを吞のんで声を整えてから、改めて告げる。

「ここに置いていくわ。帝都には持ち込めないでしょうから」

「帝都へ？」

「預あずかっていて欲ほしいの」

　ミズーはそのまま一歩下がった。床ゆかに置かれた剣に視し線せんを落とす──主あるじなき武器は革かわ製せいの鞘さやに収おさまり、人じん畜ちく無む害がいな姿すがたをさらしていた。数年間使い続けたその剣は、実じつ際さいに手で触ふれずともその感かん触しよく、重量を思い出せる。

　古い武器だった。とっくに折れていても不思議はない。

「武器なしで……行けるの？」

　とは、ジュディアの問いかけだった。

　彼女を見やる──黒髪の剣士は、まるで試ためすように眼まな差ざしを鋭するどくしている。

　ミズーは首を左右に振ふった。そして、付け加えた。

「できないっていう意味ではないわ。分からない」

「ペインの助けを得られれば、帝都に入ることはできるでしょうね。でも……あなたはなにをしに帝都へ？」

「わたしの──」

　言いかけて、ミズーは口ごもった。今まで、自ら進んで他人に話したことのない話題だった。

　寝しん台だいの話し相手と見つめ合い、言葉を途と中ちゆうで止めたまま、ミズーは拳こぶしを握にぎりしめた。話すことには迷まよいがある。が、完全に拒きよ絶ぜつもできず、口を開いたまま硬こう直ちよくしている。

　自分はさぞ間の抜けた姿に見えるだろう。ミズーは自じ嘲ちようした。だが気短にきびすを返すこともできなかったのは、その間ずっと、ジュディアが彼女を──真しん摯しに見つめていたからだった。

「わたしの姉が帝都にいるの」

　呪じゆ縛ばくが解とけないままミズーはつぶやいた。ただその呪縛が、話せない呪縛なのか、それとも話さずにいられない呪縛なのかは、やはり自分でも判はん別べつに自信がない。

　ジュディアが相づちすら打たなかったため、ミズーはそのまま続けた。

「双ふた子ごの姉よ。八年前まで、あの塔とうの部屋にわたしといっしょにいた。生き別れて──」

　と、はたと気づく。気き恥はずかしさに脳と顔がん面めんへ血が昇のぼるのを自覚しながら、ミズーは訊たずねた。

「……ひょっとして、こんなことはアイネストから既すでに聞いていた？」

「半分はね」

　彼女は淡たん々たんと気まずさを受け流した。

「アストラ・ビアンカが八年前に帝都に移うつされたというのはわたしも聞いたけど。でもどうしてそれが今もまだ生きていると？」

「昨日戦った黒こく衣い──いえ、黒衣のふりをしているウルペンという男がそう言ってわたしを挑ちよう発はつしたの」

　ありのままミズーは告げた。と、ジュディアが切り込こんでくる。

「それを信じるの？」

「今のままじゃ、信じることも忘わすれることもできそうにない……だから確たしかめてくるのよ。少なくとも、あの男の言ったことがわたしをおびき寄よせる罠わなでないってだけは確かだと思う。ウルペンは、わたしを帝都に来させたくないようだった」

「帝都がどんな場所か、あなたは分かってる？」

　包帯の下から響ひびいてくるジュディアの声は、暗い。

　帝都イシィカルリシア・ハイエンド。その名で呼よばれる都。知らない者はない。

　が、問われた意味合いがそれと異ことなっていることは分かっていた。かぶりを振るとミズーは告げた。

「わたしは帝都に近づいたことはないの」

「そうでしょうね」

　ジュディアはつぶやき──そして、続けて訊きいてきた。

「……わたしの傷きずが治なおるのを待つことはできない？」

「急がないといけない」

「どうして？」

「ウルペンは、アストラを奴ど隷れいにしているような口振りだった」

「そう……」

　短い嘆たん息そく。それを挟はさんで黒くろ髪かみの剣けん士しは、あまり動かない身体からだをなんとか揺ゆすって身を乗り出した。彼女がなにをしようとしているのか分からず、しばらく呆ぼう然ぜんと眺ながめてしまってから、ミズーは慌あわてて前に出た。ベッドから転がり落ちそうになっているジュディアの肩かたに触れ、手を貸かす。

　満足に立てないことが悔くやしいのか、ジュディアは自嘲じみた笑みを浮かべながら床ゆかに手を伸のばした。ミズーが置いた剣を持ち上げ、ベッドへともどる。

　怪け我が人を元の位置に押おし込んでから、ミズーは視し線せんで問いかけた──ジュディアは手にした剣を抱かかえてまぶたを閉とじた。

　眠ねむったわけではない。だが呼こ吸きゆうは緩ゆるやかになりつつある。ゆっくりとジュディアはつぶやいてきた。

「その男を……殺すの？」

「帝都に行けば、きっと戦うことになる。避さけられない」

　まるで寝ね顔がおのようなジュディアの表ひよう情じようを見下ろして、ミズーは自分の身体を抱だいた。

　肌はだが粟あわ立だつ。横になった重じゆう傷しよう人にんの青ざめた肌は、否いや応おうなくある男を連想させた──ベスポルト・シックルド元打だ撃げき騎き士し。病びよう床しようから意味ありげな言葉だけを吐はいて、そして姿すがたを消した。彼の言ったことを信じるならば、帝都へ向かっているのだろう。もう帝都に入っているかもしれない。

　ジュディア・ホーントの呼吸は次し第だいに長く、深くなっていく。本当に眠ってしまったかと思えた頃ころに、ジュディアは口を開いた。

「ミズー。あなたの力は、あなたの人生の益えきになるように使われなければならない」

「でも、わたしは──」

　思わず叫さけんだミズーを、彼女は手で制せいしてきた。そのまま続ける。

「確かにわたしたちは生きている武ぶ器きなのかもしれない。絶ぜつ対たい殺人武器。わたしたちを呪のろっているのはこの言葉よね。武器には暴ぼう力りよくが永えい遠えんにつきまとう。暴力を自分のために役立てるなんてお笑いぐさだわ。その呪縛から逃のがれる方法なんて分からない。わたしだって呪われているんだもの。でも」

　傷の痛いたみが障さわったのか、顔をしかめてジュディアが中ちゆう断だんする。

　その間にミズーは顔を背そむけ、窓まどを見やった。廊下とは反対方向の外界へと開いている。前庭は朝の日差しを浴びて眩まぶしいほどだった。気温は低いが、陽光には温ぬくもりがある。

　彼女が視線をもどさずにいるうちに、ジュディアがあとを続けてきた。

「でも……」
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　いや、続けられなかった。再さい度どの断絶、その沈ちん黙もくの間は長かった。数秒のうちに窓まどの外では木の枝が揺れている。風に葉は擦ずれの音を奏かなで、日差しのきらめきを木こ漏もれ日で彩いろどっている。

　とても美しい世界。

　彼女は、それを感じた。

　黙したままのジュディアに向き直る。剣を抱いて、彼女は眼めを開けていた。

　視線をあわせ、ミズーは告げた。

「どう足あ搔がいたところで、わたしがわたしであることをやめるなんてできないんでしょうね。きっと」

「ええ。でも──」

　と、同じ単語を三回繰くり返し、そしてまた同じようにジュディアは沈黙した。

　ミズーはうなずいた。聞かずとも分かる気がしていた。その続きは口にできない。口にする資し格かくが、自分にも彼女にもない。

　その言葉。見つけなければならない言葉。

　いつの日にか語ることができるのだろうか。

　確かく信しんはなく、ミズーは肩を落とした。それでも視線は下げなかった。

「じゃあ、わたしは……行くわ」

「会ってみたいわ」

「え？」

　ミズーが聞き返すと、ジュディアは笑ってみせた。

「だって、あなたと双ふた子ごなんでしょう？　アストラ・ビアンカ……会ってみたいわ。どのくらい似にてるのかしら。それとも双子なんてたいして似てないのかしら」

　顔なら、あなたも一度見たことがあるはずよ──

　そう言いかけて踏ふみとどまる。あれは姉ではない。精せい霊れいアマワがアストラの顔を盗ぬすんだだけだ。

　だが。

　そうだ。自分も会いたい。本物のアストラと会って話がしたい。

　小さくミズーは吹ふき出した。すっかり忘わすれていた。ジュディアに言われて思い出せた。自分は姉に会いたい。とても会いたい。死を賭としてでも会いたい──その思いだけは何物にも惑まどわされない。

「連れて帰るわ。ここに。だから待っていて」

　微笑ほほえんで、ミズーは部屋を出た。廊ろう下かには、最後に見た場所から一歩も動かずファニクが立っている。

　彼はなにも言わず、ただ会え釈しやくした。当たり前だがそんな挨あい拶さつに芸があるわけでもなく、品があるということでもない。

　ふと、ミズーは思い出した。

「そういえば、あなたは知っているはずよね」

「なにがっすか？」

　雑ざつ談だんじみた気楽さでファニクが瞬まばたきする。

　顔を近づけ、ミズーは訊たずねた。

「フリウ・ハリスコーという指名手配犯はんの潜せん伏ぷく場所よ」




　帝国軍に対して君は無力だ──

　その男が語った言葉は、思い出したくなくとも脳のう裏りに自おのずと繰り返される。

　ペインの屋や敷しきから街に出る頃ころには、もう早朝というより昼前になっていた。ジュディアと話した後、たいしたことをしていたわけではない。少ない手荷物を詰つめ、出発についてファニクと二、三取り決めたほかは、単にベッドに寝ね転ころがっていただけだった。一ひと晩ばん過すごしたというには短すぎるが、二時間ほど仮か眠みんを取った寝しん台だいに名残なごり惜おしいものを覚える。これだけ上等の寝床にありつく機会はそうそうない。帝てい都とへ向かう旅路を思えば、もう二度とないかもしれない。

　そう。認みとめなければならない。

　歩きながらミズーは、胸きよう中ちゆうでつぶやいた。認めなければならない。帝国軍や黒こく衣いに対して真っ向から戦うような愚おろかな真ま似ねをすれば──あの高地の村でのように──、自分に勝ち目はない。

　黒衣に対して君は無力だ──

　精霊アマワに対して君は無力だ──

「気ぃつけろ！」

　突とつ如じよとして怒ど鳴なられ、ようやくミズーは自分が道の真ん中に立ち尽つくしていたことに気づいた。慌あわてて周囲を見るが、怒鳴っていった男はこちらの返事を待つこともなく気短に人混みの中へと消えていった。通勤の時間帯なのだろう。誰だれも、決まった道を迷まようこともなく急ぎ足で進んでいく。

（……場違いかしらね、わたしは）

　嘆たん息そくして、ミズーは道の端はしに寄ってから進みを再さい開かいした。ファニクに教えてもらった道順を考えることもなく進んできただけなのだが、ここは街でも有数の活気ある表通りに違ちがいなかった。フリウ・ハリスコーとその一行が潜伏している隠かくれ家がは、もっと奥おくまったひとけのない界かい隈わいにある。そこまではまだ少し歩く必要があった。

　それほど時間に余よ裕ゆうがあるわけではない。視線だけで空を見上げ、簡かん単たんに時間と距きよ離りを計算する。ぎりぎり間に合うと踏ふんで、ミズーは周りの人通りにあわせ、さらに早足で道を急いだ。

　帝都への出発は正午ということになっていた。ファニクがその時じ刻こくに馬車を手配してくれるという。定刻まで残されたわずかな時間を、寝台の誘ゆう惑わくから身体からだを引き剝はがして外出したのは、そうしなければならない用よう件けんがあったからだった。

（フリウ……ハリスコー、か）

　名前は覚えていたが、顔かたちはそれほど印象に残っているわけではない。人間の顔や特とく徴ちようを日常的に覚えるよう訓練されたミズーには、なおさらながらにその少女がどこにでもいる、ありふれた娘むすめに過すぎないと感じられた。

　歩きながら、たまたま道ですれ違いはしないかと視線を投げる。散さん漫まんに見ているだけでも、眼がん帯たいのおかげで見み逃のがすことはないだろう。特徴と言えるのは、その程てい度どのことでしかない。

　通行人らが通勤時特有の無ぶ愛あい想そうさで殺気を振ふりまいていることを含ふくめ考えても、街は平へい穏おんだった。今朝は気温もそれほど下がらず、比ひ較かく的薄うす着ぎの者もいる。昨夜、彼女がこの街で黒衣と殺し合いをしていたことを、この通行人のうち何人かは気づいていたのだろうか。ふと、そんなことを想そう像ぞうしてミズーは視し線せんを落とした。自分は死ぬかもしれなかったし、ジュディアは文字通り命を落としかねない重じゆう傷しようを負った。そして少なくともひとりの人間──賞金稼かせぎのヘルケル・パナンタ──が死んでいる。

　奥歯を嚙かみしめたおかげで、自然と表ひよう情じようが厳きびしくなる。ミズーは素す早ばやく左右を確かく認にんすると、人混みの切れ目を狙ねらって脇わき道みちに入り込んだ。狭せまい路地には表通りほどの陽光もなく、驚おどろくほどにひとけもない。誰もいない道をミズーはほとんど小走りになって駆かけていった。物思いしながらでも、身体は危き険けんな気配を察さつしていた。

　尾び行こうされていたわけではない。

　走りながらミズーは、分ぶん析せきに努つとめた。ペインの屋や敷しきを出た時点では、追つい跡せき者はいなかったはずだったが。

（……さっきの通りに入ったあたりから誰かに見られていた？　偶ぐう然ぜんでないのなら、わたしの行動を横流しした奴やつがいる？）

　そういったことをしそうな人間には心当たりがある。

　皮肉に口元を歪ゆがめて、ミズーは目まぐるしく道を変え走り続けた。すぐにも背せ中なかに触ふれられそうな敵てき意いを感じているのだが、決して追いついてこない。かといって引き離はなすこともできずにいる。マントの下で彼女は拳こぶしを固めた。今、自分が丸まる腰ごしだということを敵は知っているのか？　だとするといきなり攻こう撃げきを仕し掛かけてくることも考えられる。ミズーは確認するつもりで、肩かた口ぐちのマント留どめを見やった。板金の獅し子しのレリーフに埋うめ込こまれている、水すい晶しよう檻おり。いつもの定位置にある。

　獣精霊は最強の相あい棒ぼうだった。望めば、いつでも使用できる。とはいえこの街中で使用すれば確実に騒さわぎになるだろう──できれば、もう騒そう動どうは起こしたくなかった。帝都への出発が遅おくれることだけは避さけたい。

　なんにしろ、心当たりが正しいのならば。

　逃げることはあきらめて、ミズーは足を止めた。何本の道を曲がったか。街の死角といえる静かな界かい隈わいに入り込んでいる。人通りがなくなったおかげで不意打ちされることもなくなったが、相手が思い切った行動に出ることを誘さそった形でもある。

　路地は塀へいに挟はさまれ、身を隠せるような物もの陰かげも扉とびらもない。ミズーは背中を塀に預あずけて、左右どちらにも待ち構かまえる体たい勢せいを作った。立ち止まってみると、待つ時間はそれほど長くは感じない。感じ続けていた気配が、はっきりとした人の姿すがたとなって現あらわれる。

　もとより隠れる場所がないせいもあったが、その男は隠れようともしなかった。通路に現れ、そのまま近づいてくる。伏ふく兵へいを警けい戒かいしてミズーは塀から背中を離さずにいたが、男──いや現れたその老人は、戦う意い志しがないというつもりだろう、両手を開けてこちらに向けてみせた。

　小こ柄がらな老人だったが、立ち居いには隙すきがない。一見して手て練だれだと知れた。不ふ意い打うちと生き延のびることに長たけたちんぴらの類たぐいとも違う。徹てつ底ていして殺人術じゆつを叩たたき込まれ、そしてそれを実戦の中で血肉としてきた本物の戦士である。そのどちらがより危険というものではないが、それでもミズーはこの相手が容よう易いな相手ではないと見て取った。

　真っ先に連想したのは、黒こく衣いだった。老人は黒い装しよう束ぞくと、顔に黒い布ぬのを巻まいて人相を隠している。布の隙間からのぞいたガラス玉のような眼めがこちらの姿を映うつしていた。もっとも、格かつ好こうが似にていてもその老人が黒衣でないこともまたすぐに知れた──老ろう若にやくや男女の区別がすぐにつくのならば、それは黒衣ではない。

　なにもないのが黒衣、つまり人の姿をした怪かい物ぶつだった。

　老人が何者なのかについては、ミズーはだいたいの見当をつけていた。というより彼女の行動をこの老人に伝えるような者はひとりしかいない。

「……アイネスト・マッジオの手引きね？」

　彼女が問いかけると老人は足を止めた。質しつ問もんそのものは無視しながら、黒布の奥から聞き取りづらい小声でつぶやいてくる。

「お前がミズー・ビアンカか」

　ミズーもまた彼の問いは無視した。互たがいに、単に知っていることを確認しているに過ぎない。

　塀から離れる。もしこの相手と戦いになったならば、できる限かぎり広い空間が要いる──それを感じていた。ゆっくりと相手へ向き直りつつ、口を開く。

「あなたはリス・オニキス？」

「どうしてわしの名を？　ベスポルトにでも会ったか」

「……ええ」

　この老人の名前を耳にしたのはあの元打だ撃げき騎き士しからではなかったように思えたが、単たん純じゆんに肯こう定ていしたほうが無ぶ難なんだというだけの理由でミズーはうなずいた。例の警けい衛えい兵と話をしたことは持ち出さないほうが良いだろう。

「それで、あなたはわたしになにか用が？」

　そらとぼけて、訊きく。

　リス・オニキスは両手を脇に下げると、値ね踏ぶみするように瞳ひとみを暗くした。

「神秘調査会の話では、貴き様さまがフリウ・ハリスコーの身み柄がらを奪うばおうとするかもしれぬというのでな」

　予想以上に単刀直入な返事ではあった。アイネストの手の者としては似つかわしくない──この老人がフリウ・ハリスコーの守しゆ護ご者しやとして神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいに用意された兵士だということは知っていたが、それ以上のことはなにも聞いていない。

　だが、言葉をかわすごとに必要以上のことまで分かっていく。恐おそらくは、相手にとっても同じことなのだろう。ミズーは慎しん重ちように相手との間合いを取った。老人は戦せん闘とう態たい勢せいにないが、一瞬でそれに移い行こうできるほどに緊きん張ちようを保たもっている。

（……この男、いったいどれだけの時間、兵士でいたの）

　戦闘経けい験けんの蓄ちく積せきでは、自分はこの男にまったく及およばない。そのことを認みとめて、ミズーは自分の選せん択たく肢しを数えた。リス・オニキスは彼女の想像もつかないような引き出しを持っているはずだというのに、逆ぎやくにこちらの策さくはすべて読まれるものと思うべきだ──厳きびしい評ひよう価かを心に刻きざむ。

　ミズーは告げた。

「彼女の養父に、保護を頼たのまれているのよ」

「保護だと？　殺し屋がか」

「なにかおかしいかしら。あなたが既すでにしていることだと思うけど」

　彼女の皮肉に老人は笑みらしいものの片へん鱗りんものぞかせなかった。覆ふく面めんに隠かくされているせいだけではない──恐らく純じゆん粋すいに、笑うことがないのだろう。

　生き真ま面じ目めにか。あるいは不ぶ作さ法ほうにか。淡たん々たんと、リス・オニキスはやり取りを続ける。

「フリウ・ハリスコーの保護はわしが受け持っている。お前は必要ない──いや、有害でしかない。失うせろ」

「それが、あなたがわたしに課すルール？」

　聞きながら、ミズーは息をついた。殺気に対して身体からだは素す直なおに反はん応のうし、感情もまたあるべきひとつの方向へと定まっていく。

　口からは、鋭するどく言葉が漏もれる。

「なら、わたしのルールは──」

　と。

　ミズーは口ごもった。己おのれを叱しつ咤たする。これでは駄だ目めだ。

　彼女は改めて深しん呼こ吸きゆうし、言い直した。

「わたしたちのルールを決めましょうか」

「なんだと？」

　よほど呆あつ気けに取られたのか、リスの発したこのうめき声だけは、布の下からでもはっきりと響ひびいた。

　早口でミズーは続けた。これに関しては、剣けんと同じで彼女にも分かりやすかった。機き先せんを制せいしたのならばそれを維い持じすればいい。

「お互いに譲ゆずれないものはなに？　わたしはフリウ・ハリスコーの生命健康を守るとベスポルトに約束した」

「ならば最初から問題などはない。わしの役目は、まさしくそれだ」

「そうでもないわね。彼女を帝てい都とに連れて行くつもりなんでしょう？　アイネストがそう言っていた」

　彼女が告げると、老人はほんのわずかに言葉を詰つまらせた──本当に一いつ瞬しゆんの間だが、確かく実じつに存そん在ざいしている間だった。

「……つまり、フリウ・ハリスコーを帝都へ行かせることを邪じや魔ますると？　それはわしのほうで受け入れることができんな」

「今ここで戦って負傷することに関しては、あなたもわたしも避けたいはずよ。わたしは可か及きゆう的てき速すみやかにこの街を離れないとならないし、あなたも今動けなくなるわけにはいかないでしょう。フリウ・ハリスコーを狙って、この街に軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいが来るんですってね」

　持っているあらゆる情報をここに注そそぎ込む。

　相手へと攻せめ込む隙間を探さがしながら、彼女は続けた。

「街を出て、安全なところに逃にげなさい。この三か月、黒衣の追つい跡せきをかわし続けてきたあなたならそれができるでしょう。彼女の安全を保たもってくれるのならば、わたしはあなたに干かん渉しようしない」

「…………」

　覆ふく面めんの下で沈ちん黙もくして、リスはこちらを見み据すえている。眼がん光こうからは肯こう定てい的な意思は受け取れないものの、それでも即そく座ざには反はん論ろんできない程てい度どにはやり込められたらしい。

「わたしはこの場を去るけど、忘わすれないで──わたしはこれから帝都へ行くのよ。もしフリウ・ハリスコーを帝都で見るようなことがあれば、その時はその場であなたを殺して手に入れる」

　念を押して、ミズーは打ち切った。

　脅おどしが通用するかどうかといえば難むずかしいだろう──それは分かっていた。が、あの警けい衛えい兵、確かサリオン・ピニャータとかいう男にも話をしてある。あの男にそれほど期待していたわけでもないが、頼りない紐ひもでも何本も連ねればこと足りるかもしれない。

　ミズーは、そのままきびすを返した。背はい後ごへの警けい戒かいは続けたまま立ち去ろうとすると、リス・オニキスが声を発してくる。

「貴き様さまは、何者だ」

　それは突とつ拍ぴよう子しもない問いかけではあった。肩かた越ごしに向きやる。と、老人は凶きよう暴ぼうな眼まな差ざしであとを続けてきた。

　彼自身もそれを口に出すかどうか、迷まよったのだろう。黙もくして去るに任まかせることが最も賢かしこいと、それは分かっているはずだ──それでもやむにやまれずリス・オニキスが叫さけぶ。

「ベスポルトに頼たのまれているだと？　貴様のような女が、ふざけるな。あり得るものか」

　ミズーは足を止めた。聞き返す。

「わたしのような？　わたしのことでなにを知っていると言うの？」

　挑ちよう発はつのつもりだった──リスが見た目通り怒いかり狂くるっているのではあれば、これに乗ってくるだろうと踏んでいた。

　だが、老人は予想とは違ちがう言葉を吐はいてきた。

「わしは、貴様自身よりも貴様のことを知っているさ。絶ぜつ対たい殺人武ぶ器きを知っているか」

　彼が怒っていなかったというわけではない。その上で、ミズーは自分が想そう像ぞうもしていなかった部位を踏んでしまったのだと気づいた。聞くとは思っていなかった言葉に、心しん臓ぞうが跳はねるのを自覚する。

　絶対殺人武器。呪のろう、言葉。

「……ええ。多少はね」

　努めて平静にミズーは告げた。だが、それでも足から力が抜ぬけそうになって身体からだが傾かたむく。

　幸いなことに、完全に転ぶより先にリスのつぶやきが耳に入った。

「わしは知っている。それが本当にどういうものなのか知っている。貴様はなにも守れない──ベスポルトもそれを知っている。貴様に頼むわけがあるものか！」

　彼の言っていることは半分以上が理り解かいできなかった。彼はこちらの不理解など構かまいもせずに声を荒あららげる。

「貴様の帰き属ぞくを明かせ。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいと決別したと聞いていたが、それは噓うそか？　貴様はどの計略に荷か担たんしている？」

「どうしてこれが計略だと思うの？」

　ようやく理解できる事こと柄がらに触ふれて、彼女は顔をしかめた。この老人がなにを知っているつもりなのかは分からないが──ミズーとて罵ば倒とうされることには慣なれていたが、リス・オニキスの口調には毒よりも致ち命めい的てきな響きがある。

　問われて、リスはようやくに冷静になったようだった。再ふたたび覆ふく面めんの下へと引きこもる静かな声こわ音ねで、告げてくる。

「帝都に関わろうとしているからさ。イシィカルリシア・ハイエンドに関わろうとするものは、すべてが予定の中に組み込まれる」

　いや──

　冷静になったのか。あるいは。

（……なにかに、恐きよう怖ふしたのか）

　リスの眼を見ると、そんな思いも浮うかんできた。彼の殺意は鈍どん化かして、訓練された兵士には似つかわしくないただの悪意へと変へん貌ぼうしている。それは恐怖の為せるものだろう。

　彼女は再びリスに背を向けた。つぶやきながら。

「わたしは……ただのわがままな女よ」

　見上げると、朝の日差しは時間の限げん界かいを告げてきているようだった。出発の時刻に間に合うには、もうもどらないとならない。

　リスの追つい撃げきに関しては、道を数本曲がったところで警けい戒かいをやめた。表通りの気配を感じて、また人混みの中を歩くことにため息をつく。と。

「────っ⁉」

　ミズーは飛び退のいて、手刀を放った。

　曲がり角から、唐とう突とつに顔を見せた人ひと影かげがあった。そこにいたことをまったく感じさせもせずに、驚おどろくほど近くから現あらわれる。全身を冷や汗あせで濡ぬらしながら打ち払はらった手は、確実にその人影の急所を突ついていた──その男が派は手でに転がって倒たおれる様を見下ろしながら、ようやく理解してミズーは叫び声をあげた。

「……ファニク？」

「姉さん。大だい丈じよう夫ぶっすか？」

　打たれたのは自分だというのに、ファニクはあっさりと起きあがって聞いてきた。見た限り、怪け我がもない。

　気まずいものを覚えながらミズーが啞あ然ぜんとしていると、彼は転がった際さいに汚よごれた服を簡かん単たんに手で払って、すぐにもとの位置にもどってきた。

「いやぁ、やっぱ強いっすね。死ぬかと思ったっす」

「……あなたも、わたしをつけていたの？」

　信じられずに、うめく。ここにいるということは、ファニクがついてきていたことに関しては疑うたがう余よ地ちはない──が、リス・オニキスの気配は感づいてもこの連れん絡らく員いんにはまったく気づかなかった。

　ファニクは悪びれる様子もなく気楽に笑ってみせた。

「そんな大げさなことじゃないっすよ。凶きよう悪あく犯はんの隠かくれ家がなんて聞いて、姉さんがどこに行くのか心配だったっすよ。姉さんが怪我なんかしたら、ボスになに言われるか分からないっすよ」

「……ああ、そう」

　ようやく手を引っ込めて、ミズーは落ち着くように自分に命じた。

（つまるところ、わたしは自分で思ってる以上に間ま抜ぬけで鈍にぶいってことね……ペインに馬ば鹿かにされるのも道理だわ）

　頭ず痛つうに疼うずくこめかみを押おさえて、なんとか気を取り直す。考えてみればこのタイミングは有り難がたかった。命令を待つ番犬を思わせる表情でこちらを見るファニクに、ミズーは告げた。

「あなた、やっぱりこの街に残ってくれないかしら。見み張はっていて欲ほしい相手がいるの。今のリス・オニキスとフリウ・ハリスコーを──」

　が、彼はすぐに手を振ふって制せいしてきた。

「ああ、そんなことなら俺おれの友達に頼めばいいっすよ。俺は姉さんといっしょでないとまずいっすよ。だいたい俺が見張るとしたら、誰が姉さんに伝えるっすか？」

「……確かにね。じゃあ時間がないけど手配できる？」

　逆さからわずにミズーが聞くと、彼は胸むねを叩たたいて自信たっぷりの態度を見せた。

「大丈夫っすよ。手間はかかんねっす」

「そのふたりの動向を見張って、報ほう告こくして欲しいの。特に、ふたりが帝都へと向かったならすぐにわたしの耳に入るように」

「俺たちが阻そ止ししちゃいけないんすか？」

「そうね」

　考えずにうなずきかけて──はたと思いとどまる。

　高地の村での惨さん状じようが記き憶おくにもどってきた。破は壊かい精せい霊れいの蹂じゆう躙りんと、散さん乱らんした死体。慌あわててミズーはかぶりを振った。

「いえ、駄だ目め。危き険けんな相手よ。場合によっては、何百人でかかったって止められないかもしれない」

（わたしにできるのは、こんなところね……不十分だろうけれど）

　フリウ・ハリスコーの破壊精霊に対して、君はまったくの無力だ──

　最後まで耳にまとわりついてくる優やさ男おとこの声に、ミズーは顔をしかめた。







　第二章　ファントム・ヴィジョン

　　　　　　（幻げん影えいの幻覚）







「姉さんは剣けん士しっすか？」

　ほんの一言前までは空に映うつる虹にじの構こう造ぞうについて語っていたその口で、その男はまったく関係ないことを言ってきた。

「…………」

　落ちかけていたまぶたを、もう少しわずかに広げる。雨上がりの空に煌きらめく光こう彩さいが色をつけている。水たまりを避よけて寝ね転ころがった馬車の荷台で、ミズーは小さくうめいた──こうして旅をしていると、ふと少し前にジュディアとともにいたことを思い出してしまう。今同行しているこの男は、ジュディアの数倍うるさく、ひたすら無駄が多かったが、不思議と喧やかましくは感じなかった。話の途と中ちゆうで彼女が眠ねむってもわざわざ起こそうとしないところも同じである。

　頭の中で考えを反はん芻すうし、ようやく話せる状じよう態たいにまで意い識しきを回かい復ふくしてから、ミズーは聞き返した。

「なんの話？」

　単たん純じゆんに意味が分からなかったのだが、ファニクは快かい活かつに繰くり返してきた。

「だから、姉さんは剣士っすか？」

　なんの補ほ塡てんにもなっていない。

　それでも、光線の波長だかおとぎの国の門だかの話題に比くらべればまだしも興きよう味みの持てる単語ではあったため、ミズーは肘ひじを伸のばし上体を起こした。通り雨に湿しめった服は念糸を使って乾かわかしたのでそれほど不ふ快かい感はない。革かわ鎧よろいがないことも頼たよりなくはあったが、むしろ身軽と感じられるようにはなっていた。

　出発して、もう三日になる。

「剣を使えるかってこと？」

　自分から歩み寄よらねばならない面めん倒どうくささにため息をつきながらも、ミズーは問い質ただした。揺ゆれる馬車の上で、その振しん動どうとはまったく違う揺れ方をしながら、ファニクが腕うで組ぐみして声をあげる。

「うーん……なんか違うっすか？　俺、氷海の剣士っていうのに会ったことあるっすよ」

「わたしもあるわよ。敵てきとしてね」

　そっけなく、ミズーは告げた。偽にせ物ものだったけどと胸きよう中ちゆうで付け加えながら。

　が、素す直なおにファニクは驚きよう愕がくの表情を見せた。細い眼めを見開いて、声をいつもよりさらに一段だん階かい高くする。

「そっすか！　姉さんとどっちが強かったっすか？」

「わたしは戦わなかったけど、ジュディアが一撃げきで倒した」

「へぇ。あっちの姉さんも、そんなに凄すごい人だったっすか」

　しきりに感心しながら鼻を撫でる彼に、ミズーはしばし眼を閉とじてつぶやいた。

「……で？」

　彼女の問いかけに、ファニクはやはり不思議そうに瞬まばたきした。

「なんすか？」

「だから、それがどうかしたの？　剣士がどうとか」

「氷海では、剣士は凄く尊そん敬けいされてるっすよ」

　まるで一度も脱だつ線せんなどしなかったような口調で、即そく座ざに彼は話をもどした。

「帝てい国こくと違ちがって、向こうは物ぶつ騒そうっすからね。商人の財ざい産さんを守るのが氷海の剣士の仕事っすよ。あと、暇ひまがあったら住人の命とかも守るっすよ。でも、別に剣士っていっても剣使わない人もいるっすよ。なのに尊敬されてる人はみんな氷海の剣士って呼よばれてるっすよ」

「そう」

　いまだ行き着く先が見えずに生返事を返すと、ファニクの話はようやくつながった。

「だから、剣が使えるってことと剣士だってことは関係ないっすよ」

　彼の話は常つねにひどく曖あい昧まいではあったが、その曖昧さこそが反はん論ろんする気を削そぐところもあった。総そうじて会話を打ち切ることも難むずかしいのだが、意味のある会話にもならない。

　嘆たん息そくしてミズーはつぶやいた。

「じゃあなんで、わたしが剣士かどうかなんて訊きいたの？」

「剣が使えるからっす」

　苛いら立だちを示しめすつもりでもう一度嘆たん息そくを繰り返し、ミズーはあたりを眺ながめやった。辺へん境きようの道。まだ帝てい都とへはしばらくかかるが、そう気を緩ゆるめていられるほど先の話というわけでもない。稜りよう線せんはなだらかに変化し、そのまま荒こう野やの地平線になっていく。高地から吹ふき下ろす風は常に大地を冷やし続け、やがて帝都を撫で海へ出ていく。

　話を実用的な方向に切り換かえようと、ミズーは口を開いた。

「あなたはなにか武器を使えるの？」

「まあ一通りは。でも持ち歩かないっすよ。怖こわいから」

　ファニクの口調はまだ雑ざつ談だんの続きのように聞こえる。それにつられたわけではなかったが、ミズーもまた訊たずねていた。

「武器がないほうが怖くない？」

「なんでっすか。姉さんだって剣持ってこなかったじゃないっすか」

　驚いた様子のファニクに、肩をすくめてみせる。

「それは、帝都へ行くから──」

「俺はどこも帝都っすよ。どこも怖いっす」

　彼は、当たり前にそう言ってきた。今までと変わらず曖昧な調子ではあったが、意い図とするところは分からないでもない。今ならば。

「そう……そうね」

　ミズーはまたもや嘆息したが、今度は苛いら立だったからではなかった。




「帝都のことを説明するっすよ」

　彼の手配していた二台目の馬車から降おり、ほかに泊とまり客のいない安宿に入ったところで、ファニクは地図を広げてそう言ってきた。

　地図は簡かん単たんな地形と街の位置が記されただけの簡易的なものだったが、大陸全図を含ふくんでいた。一目見て最も目立つのは無論、帝都イシィカルリシア・ハイエンドである。彼が指さしているのもその地点だった。

「ここが帝都っす。帝国の中ちゆう枢すう、このあたりの広いのが──」

　と、帝都を含んでいる大陸の南半分ほどをぐるりと指でかき混まぜ、彼は説明を始めた。

「帝国辺境っす。もともとは小国の群むれだったんで、一口に辺境っていっても地ち域いきによって民族も風習も違いがあるっすね。あんまり気にする人はいないっすけど」

「あなたは気にするの？」

　ミズーが問うと、彼は多少自じ慢まんげに答えてきた。

「人の顔を見分けるのに役立つっすよ。たとえばミブロは古い要よう塞さいに立てこもっていた山さん賊ぞくを祖そにしていて、必要最低限の単語しかはっきり発音しないっす。粗そ野やに見えるっすけど人前では絶ぜつ対たいに金勘かん定じようの話はしないし、誇ほこり高い連中なんで他人を侮ぶ辱じよくもしないっす。互たがいに、命に関わるっすから」

「でも、それに当てはまらない人もいるでしょう？」

「もちろん例外もあるっす」

　ファニクはあっさり認みとめて、さらに続けた。

「ほかにもコリオリアンは今でも森の宗しゆう教きようを教え伝えてるっすね。入れ墨ずみの面積が多いほど偉えらいっていう奴やつらっすよ。戒かい律りつは厳きびしいけど気の良い奴が多いっす。精せい霊れいを崇あがめたり、水じゃなく樹じゆ液えき飲んでるってのはホントらしいっすよ。あと高地人は硝しよう化かの森近くで暮くらしてるだけあって、みんなハンターやってるっす。なにしろ喧けん嘩かっ早いんで、世せ間けん話ばなしする前に仕事のことを持ちかけたほうが利口っす。金かね蔓づるにはホント親切っす」
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　早口で次々に例を挙あげる彼がなんとはなしに面おも白しろかったものの、ミズーはやはり水を差した。

「でも、それに当てはまらない人もいるでしょう？」

「もちろん例外もあるっす」

　先ほどとまったく変わらない口調で彼がうなずく。

　思わず呆あきれながらミズーはつぶやいた。

「それ、本当に役に立ってるの？」

「立ってるっすよー」

　傷きずついたような表ひよう情じようを見せたものの、ファニクはすぐに話をもどしていった。

「大陸の南半分が帝てい国こく、で上半分がそれ以外っすよ。こっちはこっちで、帝国辺境よりもっといろんな民族がいるっす。アスカラナンの商人とか、ジルオージラ信徒、氷海闘とう士しにリトホーフル人。まあ簡単に言うと帝国対それ以外で緊張状態がずっと続いてるっす」

　そのあたりの事情については、ミズーとてまったくの無知ではない。

　興味があって知ったことではなかったが──暗殺者という仕事を続けながら放ほう浪ろうした三年間。自然と耳に入ってくる噂うわさもあった。帝国は強大な軍事力と精霊産業によって強い力を持っている。が、それに対たい抗こうするのがアスカラナンの商連合、帝国よりも古くから世界を牛ぎゆう耳じってきた富とみの集合である。アスカラナンは実じつ質しつ、神しん殿でん領りようをも傘さん下かに治め、世界統とう治ちの資し格かくを示しめす神しん授じゆ王おう権けん正せい統とう継けい承しよう印いんを意のままにし、形けい骸がい化かさせてきた。

　富は力だった。都の豊ゆたかさは人を集め、優すぐれた武器を与あたえ、知ち識しき層そうを育はぐくむ。アスカラナンの政治力に対抗しようという者など、誰もいなかった。

　それ以上の、本当の力を手にした者が現れた、その時までは。

「六十年前、先帝カリオネル・キューブネルラ──あ、もちろん当時は先帝じゃなかったっすよ──が多くの精霊使いを配下として聖せい庁ちようレント・ジルオージラを攻こう略りやくしたのが帝国の興おこりと言われているっす。まあおかげで簒さん奪だつ者しやと言われてるわけっすけど。彼の出自はペクリンの元王族で、マグスの血が入っていたと陰かげ口ぐちを叩く者もいたらしいっす」

「マグス……」

　すりつぶす心地ここちで、つぶやく。

　と、彼は気づいて話を中ちゆう断だんした。

「どうかしたっすか？」

「いえ、嫌いやな奴のことを思い出しただけ。気にしないで」

　ミズーは手を振って思いを追い払った。が、そううまくもいかなかった──結局のところその後しばらくは上の空で、胸むねの奥おくに滲にじむ苦にが味みと鈍どん痛つうに注意のほとんどを奪うばわれ、ファニクの話の半分も聞き取れずにいた。

「先帝は精霊を戦争に使うことでアスカラナンや辺へん境きよう諸しよ国こくを蹴け散ちらして帝国を作ったっす。身辺を守る念糸使いの部隊を黒こく衣いと名付けたのもその頃ころっすね。ジルオージラ神殿からは正統印といっしょに封印されていたいくつかの精霊も奪い取り、もう手がつけられないほど強かったとか。軍神の名を戴いただいた帝都を築きずいたのは侵しん略りやく終しゆう盤ばんで、有名な侵略停止の宣言は出来たばかりの帝宮から発されたものっす」

「八年前」

　数十年の歴史をすべてかなぐり捨すてる。そんな心地で、ミズーは囁ささやいた。

　聞き取れなかったのか不思議そうにしているファニクに繰り返す。

「八年前、帝都になにがあったのか、それについては知らない？」

　どうしてそんなことを訊いたのか。少なくとも言葉を吐いたその瞬間には、ミズーにも自覚といえるほどの意識はなかった。マグスのことを思い出したせいかもしれない──苦々しく、うめく。

「八年前？　なんで八年前っすか」

　聞き返してくるファニクに、ミズーは少しでも落ち着きを取りもどそうと深しん呼こ吸きゆうした。その間に、考える時間を稼かせぐ。

「わたしがどうして帝都に行きたいのか、それは話してなかったわよね」

「ないっす」

　当然のように彼はうなずいた。あまりにもすんなりと認めたため、かえって知っていてとぼけているのではないかと思わせるほどに。

　それについては言わず、ミズーは続けた。

「帝都にはわたしの姉がいるの。生き別れの双ふた子ごの姉よ。彼女は八年前に帝都に連れて行かれたと……そう聞いてる」

「八年前っすか。帝宮の大火事があった年っすね」

　火事。

　実じつ際さいに炎ほのおが揺ゆれるのを見るように、視し界かいがぼやける──息を詰つまらせ、ミズーは胸を押さえた。

「どうしたっすか？　顔色が──」

「大丈夫。その……触ふれないで。頼むから」

　近づこうとする彼を牽けん制せいし、ミズーはかぶりを振った。振られた髪かみは既すでに湿しめっていた。冷や汗をかいている。

　問われても説明はできまい。

　唾だ液えきに汗の味が混ざり、ミズーは自制を崩くずした己おのれを呪のろった。ファニクは不ふ審しんがっている。それも当然だろう。が、幻げん覚かくじみた記き憶おくのことなど語りようがない。

　動こうとしない肺はいから濁にごった息を無理に吐はき出し、ミズーは意識の混こん濁だくに抗あらがおうと眼を見開いた。まぶたを開けさえすれば、瞳ひとみは現実の光を取り入れるはずだった。だが鮮せん烈れつな炎の幻げん覚かくは網もう膜まくに貼はり付いて消えようとしない。

　八年前の帝てい宮きゆうの火事。以前、ジュディアから同じことを聞かされた時も、この記憶に平へい衡こうを揺すられた。彼女自身にはあるはずのない火事の記憶に。

（火事……火事ね）

　彼女がその眼で見ていたのは安宿の床ゆかでもなく、爪つめ先さきでもなく、握にぎり締しめた拳こぶしでもなく──炎だった。夢ゆめで見た光景が、幻まぼろしでしかないものが視界を覆おおい、離はなれない。

『お前たちは、過あやまちを犯おかした！　御み遣つかいの言葉……御遣いの言葉を聞いた！　すべてが始まってしまった！』

　幻の中で響ひびく声が、脳のう裏りに残っている。いや、頭ず蓋がいにでも刻きざみ込まれたように忘わすれられない。

　頭かぶりを振るたびに蘇よみがえるような、少女の声──自分の声。いや、自分によく似た、誰だれかの声。

『御遣いの言葉が……始まってしまった』

（これは、アストラの声なの？）

　八年前。帝宮。火事。

　つなぎ合わせれば、それは文字通りの出来事になるのだろう。炎に包まれた豪ごう奢しやな屋や敷しき。その中にいる数名の男。炎に包まれながら、誰も死ぬことを考えていない五人の男たち。ひとりだけ死人が横たわり、少女がひとり叫さけんでいる。

（でも、それがアストラの記憶なら……どうしてわたしが知ってるの。アストラはどうしてそんなことを叫んだの）

　ただの妄もう想そう、夢の話でしかない。他人ならばそう言うだろう。

　自分でも、人から聞かされればそう答える。

（ウルペンは獣けものの瞬間を知っていた。あのリス・オニキスも。ウルペンはアストラのことを業ごう火かの力と呼んで恐れていた）

　彼女しか知らないはずのことを、大おお勢ぜいが知っている。

「姉さん……姉さん！」

　なんとか我われに返ると、すぐ前にファニクがいた。ぎりぎりまで近づいてきているものの、言われた通り触れてはいない。

　思わず後あと退ずさりしようとし──それが他ならない恐怖から来る衝しよう動どうだとすぐに気づいて、歯を食いしばって耐たえる。唇くちびるを嚙かんでその痛いたみを感じられるようになってから、ようやくミズーは息をついた。

「姉さん、大だい丈じよう夫ぶっすか？　疲つかれてるっすか？」

　その間にも言ってくる彼に、弱々しくミズーはうなずいた。

「平気……発ほつ作さよ。たまにあるの」

　いつの間にか床に膝ひざまでついていたらしい。起き上がってミズーは、膝から力が抜ぬけていることに気づき愕がく然ぜんとした。

「休んだほうが良いっすか？」

　ファニクは気き忙ぜわしくこちらの様子をうかがっている。ミズーは苦く笑しようした。実際、自分は病人以外の何物にも見えないだろう──傷きずつき衰すい弱じやくして、気き難むずかしく頼りない女。

　だが自分の姿すがたが見えるようになれば、情なさけなさと同時に、自分がなにをするべきかも分かってくる。

「帝都に入る前に聞いておかないといけない話なんでしょう」

　ゆっくりとミズーは告げた。

「でも、座すわって聞いても良い？」

「そりゃ大丈夫っすよ」

　ミズーはベッドに腰こしを下ろして、ファニクに向き直った。彼は元のテーブルの位置にもどり、地図を見えやすいよう掲かかげてみせた。

「話を端折はしよるっすよ。帝都は帝国の心臓っす。変へん装そうして正面から入る手もあるっすけど、姉さんは既に黒衣に顔を見られてるから危き険けんが大きいっす」

「そうね」

「だから、影かげ街まちを利用しようと思うっす」

　彼の口から出てきた言葉に、ミズーは顔をしかめた。

「……影街？」

　聞いたことがない。都市の顔はひとつではなく、場所や時刻によって表情は千変万化していく。だがファニクが言っているのはそういったことではないように感じられた。

「さっきは、それを言おうと思ってたっす。つまり帝国に敵てき対たいするのは帝国の外にある国だけじゃなくて、内部にもいるっすよ」

「反はん乱らん者？」

「そう言えるのかどうか、微び妙みようなんすけど」

　ファニクは複ふく雑ざつそうに困こん惑わくしてみせた。

「帝てい国こくに潰つぶされた国の人たちは、帝国の二級市民として使し役えきされたっす。もっとひどい場合は奴ど隷れいとして戦争に駆かり出されたり。帝国が安定するにつれてそういう人たちの扱あつかいも良くなってきたっすけど、今でもそれを恨うらみに思ってる人は多いっすよ」

「そりゃそうでしょうね」

　うなずいて、ミズーはベッドのシーツに手を滑すべらせた。上等な敷しき布ふでもなく、寝しん台だい自体ろくなものではないが、それでも疲ひ労ろうからか寝ね床どこが恋こいしい。

　いや、疲労ではなく夢の中に逃げたいのかもしれない。

　認めて、ミズーは眠ねむ気けの中ファニクの話に集中しようと努つとめた。彼は変わらず説明を続けている。

「帝都の中で暮らして、帝国の統とう治ちに抗こう議ぎする黒服の集しゆう団だんを、影人と呼ぶっす。んで彼らの集会する区画を影街と言うっすよ。もちろん彼らは黒こく衣いに睨にらまれていて、それだけに監かん視しをかいくぐることに慣なれてるっす。帝都に侵しん入にゆうするなら彼らの協力を得るのが一番っすよ。彼らは活動資し金きんに飢うえてるっすから」

「伝つてはあるの？」

　答えの分かった問いを投げかけると、彼は予想通り首を縦たてに振ってみせた。

「前々からつきあいのある協力者が何人かいるっすよ。ボスは抜け目ないっす」

「ベイクには礼をしないとね」

　ミズーはファニクに笑いかけた──少なくともそのつもりだった。が、彼が奇妙そうな表情を浮かべたところを見ると、あまり上う手まい笑顔は作れなかったのだろう。赤せき面めんして、彼女は誤ご魔ま化かすように視し線せんを外はずした。

（やっぱり、難しい……こういうのは）

　口中でつぶやいていると、ファニクの声が耳に入った。

「姉さんが、ファミリーにならなかった理由が分かったっすよ」

「え？」

　笑顔が下へ手ただから？

　反はん射しや的にミズーが思いついたことはそんなものだったが、それはそれで正しいようにも思える。

　だがファニクが続けて言ってきたことは違った。

「本物の家族がいるんすね。帝都に」

「あ……」

　言葉を失い、しどろもどろになりかけたところをミズーはなんとか咳せき払ばらいして立て直した。思い出して、つぶやく。

「でも、あなたにだっているんでしょう？　姉がいるようなことを言ってたじゃない」

「いるっすけど、俺おれは親に勘かん当どうされてるっすよ。まあ仕方ないっすね」

　頰ほおを指で搔かきながら、彼は自じ嘲ちようするように笑ってみせた。

「姉ちゃんだけ、まだ口きいてくれるっすよ。でもそろそろ結けつ婚こんするらしいから、会いに行かないようにするつもりっす」

「どうなっても、肉親は肉親よ」

　ミズーは伸のびをした。話に飽あきたわけではないが、眠れそうな心地ここちになっていた。彼に告げる。

「そろそろ眠ってもいいかしら。出発は早朝なんでしょう？」

「あ。最後にひとつだけ。お願いがあるっすよ」

　自分の部屋にもどる前に、彼は手を挙あげて言ってきた。

「約束して欲ほしいっす。もしこの先、俺になにかあったり、はぐれたりしたら、姉さんひとりで帝都に向かったりしないこと」

「……どうして？」

　シーツを持ち上げようとした格かつ好こうのまま止まり、慎しん重ちようにミズーは訊たずねた。

　彼のほうを見てはいなかったが、ファニクがこちらを真まっ直すぐに見つめていることは気配で分かる。ほぼ即そく答とうに近い間で、彼は答えてきた。

「姉さんを死なせないことが俺の役目っす」

「…………」

　どう答えるべきか。答えに迷ったというよりは言葉に迷う。どう答えれば良いのか。どう伝えれば良いのか。

　ミズーは顔を上げた。

「あなたになにかあったり、はぐれたりなんてして欲しくないわね」

　自分の言葉がひどく奇妙なものに感じられたが、ほかに思いつくものもない。そのままミズーはあとを続けた。

「ベイク・タワーにこれ以上借りを作りたくはないもの。あなたの無事は、わたしが必ず守る。それでいい？」

　笑顔を向けた時と同じく、やはりファニクは怪け訝げんそうな顔を見せたものの──

「了りよう解かいしたっす」

　答えて、彼は部屋を出ていった。

　その足音が隣りん室しつに消えてから、ようやく息をついてミズーは寝台に転がり込んだ。知らない間に息があがっている。

　妙なことを口走ったせいで動どう悸きが速まり、体温も上がっていた。だが、久ひさしぶりによく眠れそうな気がしていた。

　武器を持ってきていなかったため、靴くつだけ脱ぬげば、あとは剣帯を外す手間も要いらない。部屋の灯あかりを点つけたままだったことに気づいたが、睡すい魔まのほうが勝っていた。まぶたを閉とじ、呼吸を整え──

　訪おとずれかかった微睡まどろみの中、彼女は毒づいた。

（……甘あまかった）

　毛もう布ふの下で握にぎり拳こぶしを作る。薄うす目めで横を見やり気配を探さぐると、静かになりかけていた室内に現あらわれているものがあった。

　近づいてきたら殴なぐりかかってやろう──と決心しながらも、現れたその男が、彼女が眠っていないことなど百も承しよう知ちだろうことは分かっていた。知らずにいれば良いことに限かぎって、その男は必ず知っている。

「驚おどろいたよ。まるで思春期の娘むすめみたいに無む防ぼう備びじゃないか」

「わたしに言ってるの？」

　ミズーは告げて──

　即そく座ざに念糸を放った。同時に跳とび起きる。彼女の身体からだから紡つむがれた銀色の線が数本、音もなく標的に絡からみつく。男は逃にげようともしなかった。逃げても無む駄だなことを知っているのだろう。そしてもうひとつ、逃げるまでもないことも知っている。

　憎にく々にくしく、ミズーは睨にらみつけた。脱いだまま床に倒たおれているブーツの横に立ちながら、現れた優やさ男おとこへと今度は言葉を突きつける。

「あと何人かくらいなら殺してもいいって思ってるんだけど。あなたもそのひとりよ、アイネスト・マッジオ」

「まあ、そうなんじゃないかとは思っていたんだ。ところで安心してもらっていいよ。君の連れは、この部屋の物音には気づかないはずだ。当分の間はね」

　アイネスト・マッジオ。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいのマグスは身体の向きを変えてみせた──その所しよ属ぞくを表すローブの印を見せつけるような仕草にも見えたが、実際には違うのだろう。

「あと何回くらい鼻っ柱をへし折ってやれば、あなたを二度と現れない気にさせられるのかしらね」

　険けん悪あくにミズーがつぶやくと、アイネストは物静かに答えてきた。

「どうだろう。そんなのは、誇ほこりを持っている連中の間での話さ」

「誇り？」

　予想していない言葉を聞かされ、思わず繰り返す。

　と、彼は大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「自じ尊そん心しんがない奴やつには折られる鼻もない。ぼくは傍ぼう観かん者しやだ。マグスの祖そにかけて、最初から、そして最後までね」

「最後まで生き長らえさせるつもりはないわよ」

　巻き付けた念糸に力を込めながら、ミズーは防ぼう御ぎよ姿し勢せいを取った。全力で意い志しを発すれば宿ごと吹ふき飛ばせるほどの熱量でこのマグスの身体など焼き尽つくすこともできる。決心さえすれば、いつでも──

「ぼくが君を殺してやると言ったら、君は震ふるえ上がるかな」

　唐とう突とつに、アイネストはそんなことを囁ささやいてきた。

　ミズーは眉み間けんに力を入れ相手から視線を逸そらすこともなく否ひ定ていした。

「いいえ」

「そりゃそうだろうね。ぼくにはそんな力はないんだから。ついでに言えば、そんなつもりもないし」

　彼は暗い室内にわずかな銀の光こう沢たくを引いている念糸を見下ろして、冷笑を浮うかべた。

「そんなものは脅おどしにもなんにもならない。同じ理由で、ぼくも君の言葉を恐おそれない」

「……わたしにできないとでも言いたいの？」

　眼光を細める。

　視界が狭せばまっても、真正面にいるアイネストの姿を見失うことはない。彼は逃げようともせず、逃げることはそもそも可か能のうではない。アイネストがどういった意い図とを持とうと関係なかった。彼がなにをするよりも速く、呼吸するよりも、心しん臓ぞうを動かすよりも速く、念糸で一いつ瞬しゆんに焼き尽くすことができる。決心さえすれば、いつでも。

（決心さえすれば）

　胸中でつぶやき、ミズーは相手の表情に答えを読み取った。癇かん癪しやく混まじりに怒ど声せいをあげながら、念糸を解とく。

「そう。君にはもうできないよ。君には誇りがある」

「これ以上、ジュディアを失望させたくないだけよ」

　標的を失った念糸が虚こ空くうに消える。それを見送ってミズーは吐はき捨すてた。アイネストは気のない拍はく手しゆをしながら、いつもの軽けい薄はくな笑みを浮かべている。

「素す晴ばらしい友情だね。彼女が役やく割わりを放ほう棄きしたというのは残念でならない」

「もう彼女には──」

　彼の口調に危あやういものを感じてミズーは声をあげかけたが、彼は手をあげてそれを制してきた。

「もう彼女に関わるなと言いたいのかな？　まあ、必要が生じない限り煩わずらわせはしないさ。差し当たって当面、戦えない剣けん士しに用はないよ」

　亡ぼう霊れいのように現れては消えるマグスには相応ふさわしく、その宣せん言げんもまたあやふやで役には立たない。ミズーは歯がみしたが、アイネストは明らかにそれと知りながら無視している。彼は室内を見回し、あとを続けてきた。

「いや、戦えない剣士というのは君も同じか。剣を置いてきたんだね」

　相手の態たい度どにというより論ろん理りの中に、小こ馬ば鹿かにするような調子を察してミズーはさらに顔をしかめた。これ以上無駄話を続けていても癇かんに障さわるだけなのは間ま違ちがいない。話を打ち切るつもりでミズーは口を挟はさんだ。

「それで、わたしも用よう済ずみならとっとと消えて、二度と現れないで欲しいんだけど」

「どちらかというと、それはぼくの台詞せりふだな」

　アイネストはまたもや即答してきた。

　睨にらみつけても、やはり動じることはない。だが彼は刹せつ那なだけ天てん井じようを見上げ言い直した。

「いや、ぼくの属する組そ織しきの台詞、かな。これから起こることに関して、君は邪じや魔まなだけなんだ」

「わたしがあなたの都合を気にする理由があるのかしら」

　告げる。

　彼は突然こちらに背を向けた。後ろ腰ごしに組んだ手が、ゆっくりと握っては開くを繰り返している。その指の動きは死にかけた蜘く蛛もの足を思わせた。

　大した時間ではなかったが、このマグスにしては考え込んだほうなのだろう──言い返してくる。

「ジュディア・ホーントに引き合わせたことを恩おんに思ってくれてもいいんじゃないかな」

　時間をかけたにしてはあまりにも取るに足らない理り屈くつに、ミズーは苦笑した。無視しようにも、相手と向き合っていないのでは声に出さねば話が続かない。心底くだらないと感じながらも、ミズーはつぶやいた。

「それも元々はそっちの都つ合ごうでしょう」

「神秘調査会の目もく論ろ見みは外れたんだ。そして、ぼくの計画もね」

　彼が振り返らないため、表情をうかがうことはできない。

　摑つかんで引きずり倒したい衝しよう動どうはあったがやはり抑おさえて、ミズーは訊たずねた。

「そのふたつを分けて言うのはどうして？」

「神秘調査会は今回の件を、スポンサーであるアスカラナンの益えきにしたいと考えている」

　質問を無視されたか──ミズーは訝いぶかったが、すぐに彼が答えるつもりで語っているのだと気づいた。黙もくして聞く。アイネストの声は低く聞き取りづらいが、不思議と聞き逃のがすこともない。

「そのために彼らは最強を証しよう明めいする者を欲ほつした」

「証明？」

「文字通りさ。最強の力を示しめす存そん在ざいを帝都に向かわせることが、神秘調査会がぼくに下した命だった」

　彼の声は、直感とともに記き憶おくを刺し激げきした。高地の村、ほんの一瞬でそこに生じた圧あつ倒とう的てき破は壊かい──その惨さん状じようの記憶は、とうに慣なれていたはずの血けつ臭しゆうや死をも今まで知らなかったもののように新しん鮮せんに蘇よみがえらせる。

　息を吞のんで、ミズーはうめいた。

「フリウ・ハリスコーね」

「ミズー・ビアンカもだ」

　あっさりと彼は名を付け足し、ほんのわずかに振り向いた。暗がりにぼやけて、顔の輪りん郭かくをちらと見せただけだが、ミズーは本能的に警けい戒かいした。小さく後あと退ずさりしながら呼こ吸きゆうを整える。マグスの素顔をのぞいた。そんな気がしていた。

「でも」

　それ以上を振り向いてきた時には、アイネストは仮か面めんのような笑みを作っている。彼はそのまま続けてきた。

「君は失敗した。君は最強どころか、戦う力を残してもいない。折れた剣だ。外見はなんともないように見えても、ぽっきり折れて尽きるのを待つだけ」

「…………」

　答えずに、ミズーは視線を落とした。

　うなだれたわけでも、注視から逃げたわけでもない──緩ゆるやかに持ち上げた自分の拳こぶしを見るためだった。拳を作ることは難しくもなく、慣なれた自然な動作だった。意識せずとも構かまえは身体からだに染しみついて、最も効こう率りつ的てきに人を殴なぐる動作を知っている。

　それを忘れることはない。

　拳を目の高さまで持ってきた時に、それはアイネストの姿と重なった。

　肩から力を抜くと、腕うでは腿ももの横まで自然落下していった。拳も解とける。

「今、獣を起こそうとしたんだろう？」

　遠えん慮りよせずにアイネストが指し摘てきしてくる。

　やはり答えなかったが、ミズーは否ひ定ていもしなかった。沈ちん黙もくの中でマグスの声は冷たく、鋭するどく襲おそい掛かかってくる。

「獣の瞬間。君は自じ制せい心しん、感情、心そのものからも、肉体を解かい放ほうできる。解放されている間、君は無む敵てきだ。拘こう束そくを解かれた万ばん能のうの殺人者として蹂じゆう躙りんする。ぼくはね、それが、あるものに似ている──似にすぎているんじゃないかと感じている……君も気づいているんじゃないか？」

　アイネストは一歩、近づいてきた。

　だがそれだけだった。たった一歩だけで彼は立ち止まり、愁しゆう嘆たんするように両手を広げた。言葉だけを投げてよこす。

「だが、もう関係ない。君はもう二度と獣を起こせない。きっとね」

「……嬲なぶっているつもり？」

　喉のどの奥おくからミズーはうなり声をあげた。彼が既すでに演えん技ぎですら恐れようとしないことに苛いら立だちを感じながら、吐と息いきを震ふるわせる。

「ところであなたの計画とやらは、それとは違うと言いたげだったわね」

「ぼくはね、調査会に警けい告こくしたんだよ」

　やや自じ慢まんげに上向いてみせる。

「彼らは原げん則そくを忘れて、政せい治じに関かかわりすぎているんじゃないか。ぼくらの本質は観察だったはずなのに」

　特に興きよう味みを覚えることもできず、ミズーは促うながした。

「……ではあなたの計画っていうのは？」

　訊ねると、彼はかぶりを振った。察しの悪さを憐あわれむように答えてくる。

「だから、観察だよ。故ゆえにぼくとしても、君に帝てい都とに行って欲しくない。まず確かく実じつに死ぬことになるだろうからね」

　自じ明めいの理りとして語るアイネストに、ミズーは言い放った。

「死なないと言ったでしょう」

「平行線だなぁ」

　彼は困こまったように頭を搔かくと、

「なら、これを言えば多少はぼくの話を考こう慮りよしてもらえるかな。ジュディア・ホーントがああいう影えい響きようを君に与あたえることについては、ぼくも予想していなかったわけじゃない。ぼくから促した部分もあるしね」

「なにが言いたいの」

　問うと、アイネストは肩を落として力無く語り始めた。

「根負けしたのさ。君が帝都に行くことについては、ぼくはもう反対も邪じや魔まもしない。でもその代わり、君の安全を確かく保ほするために協力させて欲しいと──」

　相手の言葉を待たずに、ミズーは飛び出した。

　室内の、ほんの半歩の距きよ離りを詰つめるだけで手はとどく。彼女が突つき出した指先は容よう易いにマグスのローブを摑つかんだ。力ちから任まかせに引き寄よせ、胸むなぐらを締しめ上げると彼は軽い悲鳴をあげた──が、引き絞しぼった布ぬのを緩ゆるめずに顔を近づけ、ミズーは告げた。

「あなたの謎なぞかけは会うたびに底が浅くなっていくわね、マグス」

「ええと、なんのことだか」

　空とぼけるアイネストの身体を振り、壁かべに叩たたきつける。相手を黙だまらせてからミズーはさらに続けた。

「つまりはこういうことでしょう。わたしを帝都から遠ざけたいのは神秘調査会──わたしがフリウ・ハリスコーに干かん渉しようするのを避さけたいから。でもあなた個人は、表向きだけ組織の意い向こうに従したがいながらも本当はわたしを帝都に行かせたいのよ」

「君はどうも被ひ害がい妄もう想そう気味──」

　ミズーはもう一度、今度は顔面から彼を壁に激げき突とつさせた。鼻から血をこぼして痛いたみにうめくマグスに、冷たく囁ささやく。

「くだらないわね。あなたに止められればわたしが帝都に行きたがる……そんな天あまの邪じや鬼くを期待してのこと？　安心してちょうだい。あなたがどう言おうと、邪魔しようとなんだろうとわたしは帝都に行く」

「なるほど……余計なことだったか」

　顔面を押さえた彼の指の間から、血が滲にじみ出している。舌したも嚙かんだのか少し舌足らずになって、アイネストは声をあげた。

「でも、ぼくは君が帝都に入る手助けができる」

「それが罠わなじゃないとしてもお断ことわりよ。それより白はく状じようしなさい。あなたが組そ織しきに反してまでわたしを帝都に向かわせたい理由はなに？」

　ミズーはさらに力を込めて彼を拘こう束そくした。アイネストがわずかでも身の自由を求め弱々しく身体をよじるが、逃のがさずに引きつける。

　腕わん力りよくで押さえつける程てい度どのことでこのマグスが観念するなどとは、ミズーも期待していなかったが。

　それでも顔を押さえた指の向こうでアイネストののぞかせる眼めが彼女を映うつしていることで、ミズーはこの男が、今この瞬間は本音を──少なくとも本音の一部を──語ろうとしていることは予感していた。喘あえぎ混まじりの彼の声が、ほかに誰だれもいない暗い室内に低く鳴り渡わたる。

「ぼくはね……興きよう味みを持ってしまったのさ」

　言いながらアイネストが手を下ろすと、鼻血の跡あとは残っていない。

「以前の君は、最強の剣けん士しでありながらも不完全だった。ぼくが見たかったのは完全なる獣けものだ。たった瞬しゆん間かんだけではない、永えい遠えんの獣だ」

　それまでの弱さが噓うそのように、アイネストは両手でミズーの肩かたを摑んできた。だが彼女の手から逃れようとするわけではない。逆に彼の力に対抗しようと、ミズーは咄とつ嗟さに渾こん身しんの力を込こめた。が、今度は彼女こそが動けない。

　音を立てて筋きん肉にくが軋きしんでいく。耳みみ障ざわりなその雑ざつ音おんの中で、アイネストの声は胸の中央へと突き刺さってくる。

「ミズー・ビアンカ。獣は精せい神しんの虚きよ無むに棲ひそんでいるんだろう。虚無を成長させるにはどうしたらいいのか。虚無は、なにかを吞のみ込むことでしか大きさを示せない」

　締め付けられる肩に激痛が走る。痛みに耐たえながらも、ミズーは眼前が暗くなっていくのを感じていた。苦痛に意識が覚かく醒せいしているというのに、五感が閉じていこうとする。すぐ近くに見えるはずのアイネストの表情が隠かくれた。彼はもう笑っていない──声の調子からそれは分かる。だがどのような形ぎよう相そうでいるのか、それは見えない。

　声だけが聞こえてくる。

「巨きよ大だいな虚無を現すためには、より大きなものを吞のませなければならないんだ。より大きなものをだ」

「なにを言って──」

　食いしばった歯の隙すき間まから、ミズーはなんとか声を絞しぼり出した。

　途と端たん、マグスの服を握にぎり締めていた指が空を切る。

　彼女はそのまま床に倒れた。震ふるえる身体を抱きかかえて、深呼吸を繰り返す。無理やりにまぶたを開いて探さぐっても、もうどこにもアイネストの姿はない。

　彼が去ったことは分かっていた。だがそれでもミズーは床に座ったまま、動かずに警けい戒かいを続けた。アイネストの声が耳に残っていた。

　より大きなものをだ──

　残ざん響きようの中、ミズーは頭を抱かかえ込んだ。







　第三章　イシィカルリシア・ハイエンド

　　　　　　（遠い、遠い楽園）







　帝てい都とに近づけば近づくほど街や村は疎まばらになっていく。

　実じつ際さいには、そんなことはないのだとファニクは語った──地図で調べれば、帝都周辺と最も最さい果はての辺へん境きようとで、人口密みつ度どがそう違ちがうということはない。それでも帝都を孤こ独どくと感じさせるのは、この巨大な都市を取り囲む灰はい色いろの荒こう野やのせいだった。砂すなを含ふくんだやすりのような風が吹ふき続け、旅人の衣服と食料を駄だ目めにする。森から飛んできた種が芽め吹ぶいても砂風がそれを摘つめばなにも育たない。大地の凹おう凸とつを擦こすり、怨おん霊りようじみた音を奏かなでるその風は、高地から吹いてくるものなのだという。高地、硝しよう化かの森から呼びかけてくるかのように。

　帝国が興おこってから、この荒野に新しい名をつけた者はいない。ここがかつて、どういった国のどんな名がついていたのか、それを知る者も年々減へっていく。

「それでも古い地図には名前が残ってるんすよ」

　風の中、歩きづらそうにしながら話すファニクの声は、いつになく神しん妙みように聞こえなくもなかった。

「まあ、俺は読んだことないっすけどね。何十年か前、帝国が精霊を使って地形まで変えるほど徹てつ底てい的に壊こわしちまったもんすから、古い地図なんて、年寄りが昔を偲しのぶ役にしか立たないっすよ」

「そうかしら」

　やはり同じように風に耐たえながらミズーはつぶやいていた。

　反はん駁ばくしたのは直感的なことで、口に出してから自分で驚いたほどだった。歩くことにも難なん儀ぎしていたのだから、こんな会話は面めん倒どう事ごとでしかない。風に飛ばされそうなマントを身体に巻まき付け、ミズーは彼に向かってあとを続けた。

「もしまた同じようなことがあれば──また地図を書き換かえないといけないほどの変化が起これば、今度はわたしたちが年寄りの仲間入りよ」

「そりゃそうっすけど、戦争なんてもう起こらないっすよ」

　気楽な様子でファニクは断だん言げんしてみせた。

　灰一色の荒あれ野とはいえ、一望すればそこには濃のう淡たんがある。濃淡があれば色しき彩さいもあるのだろう。ミズーは眼を凝こらした。もし過か去この幻げん影えいが見えるのならば、かつてここにあったかもしれない街まち並なみや、過去人の生活などが現れるのだろうか。だが今は、それらしい痕こん跡せきすら見て取ることはできない。

　ふたりで歩いているのではなかった。帝都に向かう商人の一隊に混じり、荒野を渡わたっていた。隊商の足の遅おそさにミズーは苛いら立だったが、これが一番確かく実じつな方法だということも分かっていた。

　大おお勢ぜいの見知らぬ人間の中に入ったことでミズーは口数を減へらしていたが、ファニクは闊かつ達たつに商人たちから情じよう報ほうを引き出していたようだった。帝都に着く前に隊商と別れることは最初からの予定で、その際の言い訳も彼任せである。ファニクはどうやら、自分たちが結けつ婚こんの準じゆん備びに、帝都を通り過すぎたところにあるなんとかいう田舎いなかに向かうのだと説明したようだった。これならば確たしかに帝都の手前で別れることが不自然ではない。

　もっともミズーがその話を聞いたのは別れ際ぎわ、隊商の女によう房ぼうたちに名残なごりを惜おしまれてのことだった。道中、彼女らが盛さかんに自分のことを気き遣づかってくれたり、食べ物の差し入れをしてくれたりと世話を焼こうとすることに疑ぎ問もんを抱いだいていたのだが、どうやらミズーが寡か黙もくにしていたため、望まない結婚だと思われたらしい。

「妊にん娠しんしてると思われてたらしいわ」

　だいたいの話を理解したあとに怒いかりを込めてファニクを問いつめると、彼は心外だとでも言いたげに動どう揺ようした表情を見せた。

「そんな。おめでたいことっすよ」

　殴なぐりたいほど怒ってはいたものの、殴りはしなかった。だがミズーはそれ以後ファニクと口をきかず、黙り込んで早足で荒野を進んでいった──彼が音ねをあげるまでは許ゆるすまいと心に誓ちかって。だが。

　帝都が近づいてくると、そんな感情は長続きしなかった。荒野の地平に都市の歪いびつな稜りよう線せんが見えるようになって、なおも無言で進むことは変わりなかったが、黙もくす意味合いが変わっていく。帝都の影がまた丘向こうに消え、ミズーは息をついた。また歩けば、再ふたたび帝都は姿すがたをのぞかせ、そして以前より大きく近くなっているだろう。進めば進むほど近づいていく。その距きよ離りを測はからずにいられないほど間ま近ぢかに迫せまっている。

　帝都イシィカルリシア・ハイエンド。

　恐らくそこには、黒こく衣いが──ウルペンが、彼女を待ち受けているだろう。ウルペンは彼女に、なんとしても帝都へは入れさせないとまで言っていた。約束通りということならば、ベスポルトも帝都にいるに違いない。

　そして。

（アストラがいる……きっと）

　八年前に生き別れた双ふた子ごの姉。

　当時の顔すらはっきりとは覚えていない。相手がどう成長したのか、それも分からない。生きているのかどうか。それすら、ウルペンなどという男から聞かされたあやふやな情報でしかない。

「どうしたっすか？　姉さん」

　ファニクの呼びかけは、背はい後ごから聞こえた。やや遅れてついてきていたのだが、先を歩くミズーが突とつ然ぜん立ち止まったので面食らったのだろう。

　彼女が振り向くと、彼は多少恐れるように身構えていた。喧けん嘩かの続きを始めるつもりだと思われたのかもしれない。

　力を抜ぬいた指の間からマントがすり抜け、強風に煽あおられ真しん紅くの布ぬのがはためいた。旗のように広がったマントを一いち瞥べつだけして、ミズーはかぶりを振った。マント留めの獅し子しの顔がこちらを見返してきている。まるで帝都の方向へ、彼女を引きずっていこうとしているようにも見えた。

　無音で拍ひよう子しを刻きざむ心しん臓ぞうの鼓こ動どうに耳を傾かたむけ、ミズーはつぶやいた。

「帝都に入ったら、武ぶ器きを調ちよう達たつできるかしら」

「武器？」

　驚おどろいたのか、ファニクが繰くり返す。

　ミズーは彼から視し線せんを逸そらした。

「……きっと、戦わないとならなくなるから」

「そりゃ、朝飯前っすけど」

　自分の胸を叩き、このギャングの手下は使い走りでもするように気軽に続けた。

「剣でいいっすか？　ほかに必要なものとかもあれば、なんとかするっすけど。でも、なにと戦うんすか」

「…………」

　答えずに、ミズーは時間をかけてマントをたぐり寄せた。なにと戦うのか。

（本当に、なにと戦うの？）

　標的の顔を思い浮かべることはできる。それこそ数え上げることもできるだろう。

　だが、彼女はどうしてもそれらの名前を口にするつもりになれなかった。話せなかったわけではない──むしろ是ぜが非ひでも話したいという衝動があったからこそ躊ちゆう躇ちよする。

　虚むなしさを嚙かみしめ、ミズーは告げた。

「武器の種類は、なんでもいい」

　そのまま歩き出す。

　陰いん気きな行進は、小一時間ほど経たってファニクから呼び止められ、終わった。

「ここでちょっと待つっすよ。迎むかえが来るっす」

「待たずに帝都に行くことはできないの？」

　不満があったわけではなかったが、なんとはなしにミズーは訊たずねた。と、彼は両手のひらを上に向けて、

「安全なタイミングを、向こうに調べてもらうんすよ」

「影人……だったかしら」

　荒野の死角となる窪くぼ地ちに腰を下ろし、ミズーは上空を吹ふく風を見やった。ファニクはその真正面までやってきて身軽にあぐらを組むと、無む駄だに楽しげな様子で説明を始めた──説明が好きなのかもしれない。

「影人っす。彼らが自分で言ってるっすから蔑べつ称しようじゃないっすよ。『我われらは帝国の影なる位置に住む──』まあそんなような見み得えで。帝国に征せい服ふくされることを良しとしなかった元軍人とかも多いっすから、頼りにはなるっす」

「裏うら切ぎられる危き険けんはないの？」

　ミズーが訊ねると、彼は真顔で毛ほども表情を変えないまま即答してきた。

「あるっす」

「…………」

　しばし沈黙してから相手の意い図とを考える。

　一息ついて、ミズーは聞き直した。

「可か能のう性せいの話じゃなくて……ええと、今まで彼らを頼って裏切られたことはあるの？」

「ないっす。現状では、ボスは彼らと良好な関係を保たもってるっす」

　ファニクの言い様はあくまで快かい活かつだったが、それでもどこかで断だん定ていを避さけている。気にかかったことをそのまま、ミズーはつぶやいた。

「それはどれくらい信しん頼らいして良いものなのかしら」

「まったく信頼すべきではないっすよ」

　これもまた、一呼吸すら挟はさまない即答である。

　どう聞けば良いのか分からず視線でだけ疑問を投げると、ファニクは種たね明あかしでもするようににやりとしてみせた。

「だって、奴やつらはファミリーじゃないっすからね」

「それはわたしも含ふくめて？」

　話し相手の得意げな様子につられて、つい訊きいてしまう。

　だが彼は動じた気配もなく、そつなく言ってくるだけだった。

「姉さんはファミリーの客人っすから、ファミリーじゃない人よりはファミリーに近い人っすよ」

　ここまでの会話を台本として用意していたように、よどみない。

　半ばは呆あきれたものの半分は感心して、結果としてミズーは苦く笑しようした。思い出していたのは、あの賞金稼かせぎとフラッシオリ・ギャングのことだったが。

「それが標準的なギャングの考え方？」

「だと思うっすよ。ファミリーと、それ以外。世界はそれだけっす」

　身体を揺ゆすってそう言う彼に、ミズーはうなずいた。いや、うつむいた。

「わたしも似にたようなことを信じてた」

「そうなんすか？」

「世界には、わたしとわたし以外だけだって」

「それはなんだかまったく違うっすよ」

　あっさりと彼は否ひ定ていしてきた。なんの疑問の余よ地ちも挟まずに。

　顔を上げ、ミズーは瞬まばたきした。

「どうして？」

「ファミリーじゃない人がファミリーになることはあっても、自分じゃない人が自分になることはないじゃないっすか」

　その話は不思議とそれ以上続かなかった。

　あとはファニクの説明を聞きながら、ミズーは空を見上げていた──渦うず巻まく灰はい色いろの雲は、この地上を映うつしているようでもある。あるいは、鏡合わせにまったく似にていない双子の顔が向き合っているというほうが近いのかもしれない。

　ファニクいわく、影人は帝都に暮くらし、消極的な反帝国活動を行っているという。それが積極的なものになれば黒衣によって排はい除じよされる。帝都から出ることのない黒衣部隊の恐ろしさを辺境にまで喧けん伝でんしているのは、心ならずもこの影人たちの情じよう報ほう網もうに他ならなかった。現実に帝都の治ち安あんが完かん璧ぺきに保たれていることが彼ら活動家の苦境を物語っている。

　影人たちの活動は、自おのずと地下のものに限かぎられた。黒衣は各自の判はん断だんで市民を処しよ刑けいする権けん限げんまで持っている──裁さい判ばんも行われないため規き準じゆんも知れず、活動は極きよく端たんに自制的なものにならざるを得ない。暴ぼう力りよく、衝しよう動どう、露ろ出しゆつ、派は手でな宣せん伝でん、どれも論外だった。実じつ質しつ的に有ゆう益えきな行動をなんら取れず、影人たちが発達させたのは専もつぱら、帝都を隠れ移い動どうする実際的知識だけだった。

　総そう体たい、だからこそ有用だとハンマー・ペインは眼をつけたのだ。

　話題は転々とし、ファニクは自分の家族のことから世せ間けん話ばなしまで途と切ぎれることなく語ってみせた。祖そ父ふ母ぼは象の見せ物に出かけ、そろって踏ふまれて死んだと彼が言った際、そんなことはない、象はよほど機き嫌げんが悪くなければわざわざ人を踏まないだろうと反論した以外は、ミズーも特に口を挟はさまなかった。もっとも彼は断固として自分の思い出を曲げようとはせず、もともと自説に自信のなかったミズーは折れざるを得なかった。

　ファニクが取って置きの話題として、行きつけのバーの従じゆう業ぎよう員いんをいかに口説き落としたかを披ひ露ろうしている頃ころだった──ミズーは遠くから訪おとずれる何者かの気配を察していた。

　日は傾かたむき、夜が訪れようとしていた。風は次し第だいに弱まっているが、まだ吹き止んではいない。

　現れたのは、傍はた目めにも奇き怪かいな一団だんだった。総そう勢ぜい四人、全員がそろって全身を黒装しよう束ぞくで包み込こみ、頭と顔のほとんどまでも覆おおっている。さらにはかろうじて露ろ出しゆつしている部分にも黒い塗と料りようかなにかを塗ぬっていた。真っ先に思い出したのはリス・オニキスだった。あのフリウ・ハリスコーの護ご衛えい者とよく似た格かつ好こうをしている。

　ミズーが誰すい何かするより先に、ファニクは友好的に彼らに挨あい拶さつを始めていた──あるいは符ふ丁ちようか暗号のようなものも含まれていたのかもしれないが、不自然と言える会話があったわけでもない。簡かん単たんな交流を終えて、影人のひとりが押おし殺した声を発した。

「これを着ろ」

　と、丸めた黒布をファニクの腕うでに押しつける。

　空の様子をミズーは見やった。黄昏たそがれは加速し、暗さを増ましている。闇やみに紛まぎれる衣い装しようということなのだろう。身につけているマントの上にそのまま黒布を被かぶせ、ミズーは自分でもつまらないと思うことを合が点てんしていた。

（確たしかに、影人以外の呼び名はつかないわね）

　準備を済すませると、彼らの先せん導どうで闇の帳とばりが下りた荒こう野やを走り出す。

　ずっと帝都の灯ひは見えない──帝都から見えない位置を選んで進んでいるに違いない。夜空には星も目立たず、ぼやけた夜目の視界と、一団の気配だけを頼りについていくしかなかった。

　会話をするな、声は出すなと、影人は真っ先に警けい告こくしてきた。まだ帝都の監かん視しに聞き咎とがめられる距きよ離りではないが、夜の大気は予想外のところまで声をとどかせることがある。それについては警告されるまでもなかったが、気がかりがあっても確認できないことにミズーは苛いら立だった。帝都へは水道から侵しん入にゆうすると聞かされている。が、距離感も実感もなく進むだけで行く手からは水音の兆きざしもない。単調な行き道と暗闇は、結局は物思いを誘いざなう。多くは不安だった。影人たちは足音からも、教きよう練れんを受けた軍人であることを予想させる。残してきたジュディアの容よう態だい。帝都に待ち受けるウルペンのこと。ベスポルトのこと。火事、アストラの声の記き憶おく。赤い空、鐘かねの音。象は人を踏むか否いなか……

　アイネスト・マッジオ。

　象についての疑問はマグスに化けた。記憶に残している、いくつかの彼の言葉。多くは不ふ愉ゆ快かいで、思わせぶりで、特に価か値ちがあるとも思えない。

（殺してしまえばいい）

　火種に息を吹きかけるように、ミズーは独ひとりごちた。

（今度顔を見たら即そく座ざに殺してしまえばいい。そのための武ぶ器きを手に入れて──）

　体温とは裏うら腹はらに、下腹が冷えていく。

　武器。それはなにと戦うためのものなのか。

　どこからか聞こえてきた囁ささやきは、神しん経けいを逆さか撫なでした。誰のものかも分からないが、声は煩わずらわしいほどに乱らん反はん射しやし耳をこじ開けて押し入ろうとしてくる。

　思えばここ数か月は人の声を聞きすぎた。

　ふと、ミズーはそんなことに思い至いたった。塔とうの一室でひたすらに戦せん闘とうについての距離感を学習してきた十年余あまりの日々。そして彼女だけで殺し屋として各地を放ほう浪ろうしていた三年間。その期間すべてで耳にした声、その数倍もの言葉を、ここ最近で聞いたに違いない。

　初めは不快だった。今はそれほどでもない。

（ただの慣なれか。それともなにかが変わったのか。わたしは）

　間違いなく傷きずは増ふえた。剣の刀身に潜ひそむ見えない亀き裂れつのように。この身体はいつ折れるともしれない。進めば進むほど、危き険けんな損そん傷しようは増えていく。

　ミズーはそっと、肩かたのマント留どめに手を触ふれた。今は黒くろ布ぬのの下にある金きん属ぞくの触しよつ感かん。厳げん然ぜんとして確かな手て触ざわり。ずっとともにあった。彼女の半身、いやそれ以上かもしれない。

　だがこれも武器だった。

　ならば彼女自身も武器だった。

　武器として育ち、武器であることをやめることはない。

　それは、なにと戦うためのものなのか。

（帝都には敵てきがいる。だからそれと戦うことになる……）

　縋すがるように唱となえるが、それが呪じゆ文もんでもなんでもないことは自分でも分かっている。

　ファニクに問われた際、答えられなかったのは何な故ぜか。

　走りながらミズーは理り解かいした。

　それが言い訳わけだと思えてならないからだ。

　誰かが邪じや魔まをする。誰かが脅きよう威いである。そんなことは並べ立てればきりがない。

（わたしが武器を欲ほつしたのは……わたしが恐れてるから）

　宿に現れたアイネスト。その顔が──見えなかったはずの形ぎよう相そうが、脳のう裏りに刻み込まれ忘れられない。思い出せば肉が震ふるえ、骨が緩ゆるみ身体は自然と屈くつしようとする。

　恐怖がそこにあり、そして逃れられない。

（そうだ。精せい霊れいアマワが初めて現れた時と同じ。アストラの死を告げられた時と同じ。わたしはあの時からなにも変わっていない。なにも強くなってなんかいない）

　そこが暗くら闇やみであったことに彼女は感かん謝しやした。

　だがそんなことに、本当に意味があるのかどうか。それも気づいていた。

　あたりが暗闇で、恐怖に引きつっている彼女の顔を誰にも見られなかったからといって、それがどうだというのか。恐怖はそこにあるのだから。




　難なん攻こう不ふ落らくで知られる帝都に、水道などという安あん易いな経路から侵しん入にゆうできるというのは何な故ぜなのか。ミズーが抱いだいていた疑ぎ問もんは、それ以上に安あん易いな解答を見せた。

　帝都の胸きよう壁へきをくぐり抜け、外部から都内へと続いている河か川せんはひとつだけ──帝都に入ったところでそれを十以上の運河に分ぶん岐きさせ、帝都の水事情をまかなっている。その入り口は上水道施し設せつも兼かねた砦とりでによって閉とざされ、見張りの警衛兵が常じよう時じ警戒していた。侵入どころか近づくだけで射しや殺さつされかねない難所である。夜間は閉ざされている市正門と比べても遜そん色しよくない。

　だが影人たちは迷まよいなく、川に沿そって砦へと近づいていく。警備の灯とう火かが帝都自身をぼんやりと照らしていた。灯あかりは巨きよ大だいな帝都と深い夜の姿を暴あばくには足りず、その胸壁の高さをより大きく感じさせるに過ぎない。川はどこまでも黒い淵ふちにしか見えなかった。水音が誘さそうように歌い、向こう岸もおぼつかない水面の闇を得体の知れない悪意とまで感じさせる。

（まさか、運に任まかせて潜もぐっていくんじゃないでしょうね）

　ミズーが疑い出すと、それを察したように影人の先頭が低く口笛を吹いた。停止の合図だった。

　全員を一所に集め、小声で囁ささやく。

「今から説明する。お前たちに渡したのは影人の装しよう束ぞくだ。だからお前たちも影人として振ふる舞まわないとならない」

「……どうすればいいの？」

　訊きく。と、影人はさらに声を低くして答えてきた。

「しゃべらなければそれでいい。顔を隠かくして何事にも反はん応のうするな。隣となりを歩いている仲間が殺されても気にするな。自分が殺される時だけ悲鳴をあげろ」

「抵てい抗こうもせずに？」

　自然と眉み間けんに力が入るのを感じながら、ミズーはつぶやいた。が、影人は鼻で笑うだけだった。

「抵抗だと？　俺たちを殺すのは黒こく衣いだぞ」

「それでも──」

　抗こう弁べんしかけたところで、なにかが腕うでに触ふれてくる。

　ミズーはひとまず口をつぐんだ。彼女を制せい止ししてきたのはファニクだった。

　影人が砦を指し示し、あとを続ける。

「これから砦を通つう過かする。使うのは戦時にのみ使われる秘密の通路だ……が、秘密といってもあの砦に勤務する兵隊の全員がその通路のことは知っている。当たり前だが」

　話しづらかったのか口元の布をずらしながら、彼はさらに早口になって、身振りも加えて先を急いだ。

「通路は平時には使用を禁きんじられている。だが特別にその使用を許ゆるされている者もいる。特とく務む騎き士しだ。彼らは軍内部にも口外できないような任務で帝都を出なければならない場合、ここを使う」

「黒衣のような？」

　思いついたままにミズーが問うと、彼は首を左右に振った。

「奴らは違う。黒衣は騎士ではないし、あの連中がどの通路をいつどうやって通るのか、それは誰にも分からない。特務騎士というのは、間かん諜ちようや……軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいのことだ」

　彼女が唾つばを吞のむ音を聞いていたように、影人が一拍ぱくおく。

　軍属精霊使い。軍に属する精霊使いは帝国軍にしかいない。そして帝国軍の中にも数名しかいない。

　短時間で帝国の版はん図とを大陸の半分にまで拡ひろげた強大な精霊たちを戦場で駆かったという者たちである。その伝説についてはミズーも耳にしたことがないわけではなかった。かつての侵しん略りやくを支ささえた世代の使い手はさすがにもう軍に残ってはいないだろうが、それでも精霊は受け継つがれ、今なお帝国を不ふ可か侵しんのものとしている。

　影人はもう一度うなずいてみせると、黒布を元に位置にもどした。

「では行くぞ。さっきの注意を忘わすれるな」

　と、身を翻ひるがえす。

　彼らは川岸へと進んでいくようだった。見えない川かわ面もと水音とに危き険けんを感じながらも、ミズーはなんとかついていった。次し第だいに土は湿しめり、足音からも地じ盤ばんの固さを感じさせるようになる。水草の腐ふ臭しゆうや、高地からの風とは感かん触しよくの異ことなる川かわ縁べりの空気の動き。川に近づき、前方から誰かが足を滑すべらせる音が聞こえるに至いたって、ミズーは立ち止まった。

　途と端たん、囁ささやきとともに背せ中なかを突かれる。

「止まるな！」

　仕方なくミズーは足を踏み出した。眼めを凝こらして、なんとか夜よ闇やみを見通そうとする。

　水面に躍おどる光を視界に捕とらえる。そこまではまだ距離があると信じて──

　踏むべき地面を見失い、ミズーはそのまま転てん倒とうした。

　滑すべる地面に悪あく態たいをつきながら、なんとか手がかりを摑つかまえる。落下したのはそれほどの距離でもなかった。実害よりも、単に驚かされたことへの焦あせりから毒づき、ミズーはあたりを見回した。

　足元はすぐに川面だった。あともう一滑りすれば川に落ちていたに違いない。

　だがそこに入り口があった。川岸からは巧こう妙みように隠された死角の位置に、土つち肌はだと変わりない扉とびらが半開きに開いている。尻しり餅もちをついた姿し勢せいで、ミズーは既すでに影人たちがひとりもいなくなっていることに気づいていた。わずかに遅おくれて軽やかな足取りで川岸から下りてきたのはファニクだろう。彼はなにも言わず、こちらに手を差し出してきた。

「…………」

　迷まよった末、彼の手は借りず立ち上がる。逃げ込むようにその通路に入り込むと、誰かが扉を閉しめたらしい。音もなく、夜空からすらも隔かく絶ぜつされた本当の暗闇が訪れた。

　なにかを擦こする音が、狭せまい通路に響ひびき渡る。

　ランプの灯りが丸く広がる。小さな灯だが、狭せまい通路には十分だった。

　かえって眩まぶしく感じるその灯明の中に、ミズーはおぼろげに人ひと影かげの数を数えていた。六人いる。

　即座にミズーは身み構がまえようとした。一番近い壁かべを背に接せつして、拳こぶしを固める。ひとり増ふえた人影は何者なのかそれを探さぐろうと半はん眼がんになり、動きを制せい限げんする黒布を剝はぎ取ろうと──

　その寸すん前ぜんで、ファニクに止められた。

　大おお袈げ裟さに摑まえられたわけではない。彼はほんのわずかに強く、体当たりしてきただけだった。だが身体を押されたことで動作が一瞬遅れ、その遅れた刹せつ那なの間にミズーも状況を判断できていた。

「……どうかしましたか？」

　影人四人となにやら話していた男が、持っているランプの灯りをこちらに向けた。

　若わかい男だった。三十にはなっていないだろう。極きわめて短く刈かり揃そろえた髪かみは地肌の色と似ていて剃てい髪はつしたようにも見える。というより剃髪しているのだろう。色黒の顔に太い眉まゆが目についた。面おも長ながで眼は大きい。いわゆる帝国人とは顔立ちが違った。

　灯りから最も間近にいる彼の姿は、その場にいる誰よりもはっきりと照らし出されている。怜れい悧りさと穏おん和わさを決して融ゆう和わさせずに持ち合わせたような鋭するどい眼まな差ざしに際きわどさを覚え、ミズーは反はん射しや的に顔を伏ふせた。手て強ごわい相手だと直感が告げる。リス・オニキスと同どう質しつの。

　その男が身に纏まとっているのは帝てい国こく軍の軍服だった──ただし標準のものとは異ことなる色合いの。暗がりに、ランプの炎ほのおで照らされた色味は変質して分かりづらいが、地味な深緑の軍服は見み誤あやまることなくひとつのことを示しめしていた。

（……軍属精霊使い）

　胸中で、ミズーはつぶやいた。

　影人のひとりがその軍属精霊使いに素す早ばやく告げるのが耳に入る。

「下りる際に転んだようだから、捻ねん挫ざでもしたのだろう」

　だが、影人のそんな機転に感かん謝しやしている暇ひまもなく、ミズーは厳きびしく状じよう況きようを注ちゆう視しした──帝国軍の中ちゆう核かくを成す特とく務む騎き士しがここにいる。影人たちは裏うら切ぎったのか？　自分たちを帝国軍に売ったのか。

　自然と力む彼女の腕を、ファニクがずっと摑つかんでいることには気づいていた。黒布に隠れて彼の顔は見えなかったものの、当面は彼の判断を信頼するしかない。

　軍属精霊使いと影人らは、短い言葉でやり取りを続けている。ミズーは呼吸を整えながらその会話を追った。

「四人から六人。約束通りだ」
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「分かっています。時間も合っている」

「中の状況は？」

「変化ありません」

「黒衣は？」

「それはなんとも」

　確認を続け、やがて軍属精霊使いは足を半歩ほど下げた。半身を入れ替かえ手て招まねきする。

「……では、どうぞ」

　そのまま通路を進み始める。

　叫さけび出したいほどの不安の中で、それでも騒さわぐことも急ぐこともできず、周りに合わせてミズーもついていった。ファニクにはもう手を放してもらったが、彼はいまだ寄より添そうほど近くにいる。通路はところどころ曲がりながら、どこまでも続いていた。やがて湿しつ気けの香かおりも変化し、上水道から下水道へと変わったところで通路は終点を告げた。

　これもまた死角となる下水内に出てから精霊使いは会え釈しやくして通路へとあともどりした。

「では、自分はまた通路をもどって砦とりでの表から帰りますので」

　と、通路の入り口となる扉が閉まり、彼の姿が消えてから──

　問いたげなミズーの視線に気づいたのだろう。影人が答えてきた。

「ああ。もうここは帝都の中だ」

　ミズーは振り向いた。

　言われたところで、まだ地下の下水である。汚お水すいの悪あく臭しゆうは確かに大都市の名に違たがわないものだったが。

「約束はここまでだ。お前たちは向こうに進め。俺たちは逆ぎやくに行く」

　影人は容よう赦しやなくそれだけ告げると、下水の一方へと小走りに走り去っていった。軍属精霊使いと同様、気配も残さず消えていく。

　黒布は悪臭を遠ざけるのに役立っていたが、それでもミズーは連れの顔を確かく認にんしたくなって顔を出した。再ふたたび暗くら闇やみに取り残され、なにも見えない中でミズーは嘆たん息そくした。黒布の下から水すい晶しよう檻おりの入ったマント留とめを取り出す──精せい霊れいが封ふうじられていることを示しめす緑色の靄もやが、わずかに光を放っていた。完全な闇の中では、こんなわずかな光でさえ明るく感じられる。

　光に誘おびき寄せられるように、ファニクも合わせて顔を見せた。

「本当に着いたの？」

　ミズーが問いかけると、彼はあっさりうなずいた。

「多分、着いたっすよ」

　再び顔を隠し、下水を歩き出す。ミズーは無言で、地下に入ってからどれだけの時間が経たったのか感覚を探さぐろうとした。もうとっくに朝になっているようにも思える。息の詰まる閉所にいたおかげで身体からだの節ふし々ぶしが痛いたみを訴うつたえていた。

　それでも疲ひ労ろう、痛みですらも足取りを止めることはなかった。いつしか考えることを停止して、ミズーは猟りよう犬けんにでもなった心地ここちでただ前方へと足を進めた。

　下水は予よ測そく不ふ能のうの分ぶん岐きと紆う余よ曲きよく折せつを経へて、五感をひとつずつ削けずっていく大がかりな仕組みを思わせた。暗闇と、悪臭と、疲労と、静せい寂じやくと。残った味覚だけで、暗闇に舌したを這はわせて進んでいく。あながち錯さつ覚かくとも言えない混こん沌とんにミズーは沈しずみ込こんでいった。

　だが、やがて行く手に白い柱が見えてくる。

　柱ではない。地上から差し込んだ陽光だった。

　ミズーはうめいた。帝都に着いたのだ。永えい遠えんの都に。




　灰はい色いろの荒あら海うみに浮うかび、沈まない白い船。この都をそう呼ぶ者もいる。

　イシィカルリシア・ハイエンドは帝国の中ちゆう枢すう、そして帝国のすべてでもあった。瞬またたく間に世界を支し配はいした先帝は緩ゆるやかに辺へん境きようを放置し、この都を愛めでた。特とく殊しゆな支配体制を成立させたのは帝国が牛ぎゆう耳じる精霊産業だという──精霊を封じるための水晶檻をはじめとするそれらの装そう備びは帝てい都とでしか生産できない。それ故ゆえに、精霊そのものを扱あつかう技ぎ術じゆつや技術者もまたここに集中した。

　だが、それだけではない。

　精霊産業の独どく占せんを成させるのは帝都の軍事力、警けい察さつ力に他ならなかった。屈くつ強きようとして知られる帝国軍。そして黒衣部隊。これら特殊能力者を、先帝は搔かき集めた。一説には辺境の占せん領りようそのものが、念ねん糸し使つかいを大量に手に入れるための方ほう便べんだったのではないかとまで言われるほどだった。彼は辺境中から集めた念糸使いを徹てつ底てい的に教育し、身近に置いた。

　中枢となる帝都、基き盤ばんとなる辺境の土地、精霊を生み出す硝しよう化かの森、精せい鋭えいたる軍事力に精霊使い、身辺を守る黒衣たち──それらがそろったところで、先帝は侵しん略りやく戦せん争そうの終わりを宣せん言げんした。その後長きに亘わたっての大たい敵てきとなるアスカラナン商連合と決戦を行わなかった理由については諸しよ説せつあるが、明確な説というものは登場していない。

　だがそのイシィカルリシア・ハイエンドの街中に立ち、身を隠かくす黒布の中から風景を眺ながめれば、ミズーですらその理由が分かるのではないかと思えた。地政学も歴史観も必要ない。ただ直感的に覚える真理だった。世界の中心を自ら造り出した先帝には、もう他のものなど必要なかったのだ……

　下水から出ると、やはり既すでに朝になっていた。街並みはどこも静かだが人の姿はあちこちに見受けられる。舗ほ装そうされた道路に並木、建物はどれもひとつとして同じものはないが、不思議と高さも幅も揃そろえられたように整然としている。

　ファニクに案内されて、その街を進む。彼は特に変へん哲てつもない一画で足を止めると囁ささやいてきた。

「着いたっすよ」

　ギャングの使い走りが指し示したのは、やはり変わりない家のひとつだった。よく見れば空あき家らしいことは分かる。伸のびきった芝生しばふに視線をやると、彼は顔をしかめて言い足した。

「こういうのはちゃんと刈かっとけって注文しといたんすけどね。あからさまに空き家じゃ怪あやしいっすから」

「ここは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　自然と足音を忍しのばせてミズーは建物に近づいていった。彼もついてきているが、やはり衣きぬ擦ずれの音ひとつ立てていない。

「ここは影かげ街まちっすから。住人がよく移い動どうする上、住所変へん更こうの手続きをしない人が多いんすよ。だからここはまだ一いち応おう、人が住んでることになってるはずっす」

　建物に入ると、まだ誰か住んでいるどころか幽ゆう霊れいですら近づいて来ないのではないかと思えるほどに閑かん散さんとしていた──家具らしい家具は一いつ切さいない。物もの盗とりでも入ったのかもしれなかった。扉とびらや壁はあちこちに傷いたみも目立つ。古い家屋だった。玄げん関かんに入るなり、ファニクが舌した打うちするのが聞こえてくる。

「これじゃきっと、雨あま漏もりするっすね。でもきっと帝都は雨が降ふらないから大丈夫っす」

「……そうなの？」

　それほど興味があったわけではないがミズーは問いかけた。ファニクが玄関の扉を閉めたところで、黒いマントを脱ぬぎ捨すてる。それを丸めて抱かかえていると、彼は得意げに蘊うん蓄ちくを続けた。

「歌にもあるっすよ。帝都に雨が降る時は風が止む時だって」

「風は止まないの？」

　確かに荒こう野やは言うに及およばず、街中を歩いている際も風は吹き続けていたようだったが、ミズーはあまり気にしていなかった。

　ファニクは素早く黒布を脱ぐと、恐らくその歌の一部なのだろう数小節を鼻歌で奏かなでてから答えてきた。

「風はたまに止むっすよ」

　つい揚あげ足を取って、ミズーは告げた。

「じゃあ、雨もたまに降るんじゃないの？」

「あれ？」

　混こん乱らんしたように天てん井じようを見上げるファニクをそのままに、ミズーは家の奥おくに入っていった。部屋は数部屋あり、一応は扉も使える。家具はやはりなかったが、一通り快かい適てきに過ごすこともできそうだった。荷物は少なくまとめてきたのだが毛もう布ふくらいは持参している。

「そこは姉さんの部屋っすね」

　入り口から顔を差し込んで、ファニクが声をあげた。中を見回し、

「窓まども小さいから、似に合あわない黒服で隠かくれなくても大丈夫そうっす。俺おれは、奥の居い間まを使うっすよ」

「ねえ、ファニク」

　言い慣なれていない相手の名前を口にして、ミズーは口ごもった。こちらをのぞいている彼に向かって、室内を──というより建物全体を手で示し、訊く。

「ここは本当に大丈夫なの？」

　質問の意味が分からないのか不ふ可か解かいそうにしているファニクにミズーは言い直した。

「ここは影街だって言っていたでしょう？　でもさっきの影人たちは、帝国の軍人と接せつ触しよくしていた」

「ああ、なるほど」

　分かりやすく手を打って、彼は部屋に入ってきた。

「奴やつらを信用していいかどうかは断だん言げんできないっすけど、一いち応おう昨夜の件けんについては折り込み済ずみっすよ。あの通路は特とく務む騎き士しにしか使えないっす──そりゃもちろん在あり処かが分かっていれば勝手に使えないこともないと思うっすけど、そこで敵に出くわさないためには協力者の情報が必要っすよ。その夜、通路を使う特務騎士がいないってことを探ってくれる特務騎士が」

「軍属精霊使いが、反帝国の影人に協力しているの？」

　ずっと胸むねに収おさめて納なつ得とくできなかったことを、驚きよう嘆たんとともに吐き出す。黒マントを足元に置いて、ミズーは顕あらわになった彫ちよう金きんのマント留めを見下ろした。獅し子しの瞳ひとみに埋うめ込まれた水すい晶しよう檻おり──精霊の存そん在ざいを確たしかめて昨夜の緊きん張ちようを思い起こす。あの場では、咄とつ嗟さに戦うことまで覚かく悟ごを決めたのだ。

「軍属精霊使いともなれば、帝国軍人の最精鋭でしょう。極きわめて強力な念糸使いで、もちろん思想的にも強きよう靭じんな。金銭で買ばい収しゆうできる相手じゃないはずよ。わたしだってあの時、なんの準じゆん備びもなしに戦って確かく実じつに勝てるような自信はなかった」

「いやぁ、姉さんは勝つっすよ。姉さん負けるとこ想そう像ぞうつかないっす」

　ファニクは気楽に世せ辞じを言ってから、すぐに表情を切り換かえて腕組みし、考え込むような姿勢を見せた。

「でもまあ、奴らが精霊使いとしてとびっきりだってのはその通りっす。にしても呼び名、ややこしいっすよね。もちろん彼らは軍属じゃなくて軍人っすよ。正式には特務騎士っすね。世界広しといえど、軍人として戦場で精霊を駆かるのは帝国の軍属精霊使いだけっす」

「でしょうね。精霊は扱あつかいをしくじれば敵どころか味方も全ぜん滅めつさせかねないんだから、よほど捨すて鉢ばちか、自信がなければ戦術みたいなデリケートなものには投入できない」

　精霊が暴ぼう走そうを始めた場合、人間の手ではそれを制せいする方法がない。それは精霊の、兵器としての有ゆう効こう性せいと無効性を両立させる要素となる。制せい御ぎよできない兵器を戦場に持ち込めば兵の士気も崩ほう壊かいする。

「でも話をもどせば、内通に関しては精霊使いだからこそ狙ねらいどころなんすよ」

　言ってくるファニクに、ミズーは訊たずねた。

「どういうこと？」

「簡かん単たんなことっす。そりゃ普ふ通つうに考えて軍人を買ばい収しゆうして寝ね返がえらせるなんて難むずかしいっすよ。ましてや影人を軍人にするなんていうのも。今は平時だけに審しん査さも厳きびしいっすから」

　髪かみを搔かきながら彼は続けた。

「でも、優すぐれた特とく殊しゆ能力者というのは貴き重ちようっすから。生きつ粋すいの帝国民から徴ちよう用ようするだけじゃ足りないんすよ。だから影人の中にでも有用なのがいれば、雇やとい入れて思想教育するわけっす。で、仮かりに少しばかり怪あやしい行動を取っていても、おいそれとは処しよ分ぶんできないんすよ。よっぽど確かく証しようでもあれば別だと思うっすけど」

「そう……じゃあ、昨日の精霊使いは、影人の出身で今なお協力者なのね」

　念押しのつもりでミズーはつぶやいた。話を一通り聞けばなんとか安あん堵どもできたのだが、ファニクはそれで終わりにしなかった。

「影人を信じられる程てい度どには味方っす」

「二重スパイの可能性も？」

「否ひ定ていできないっすね。でも影人だって、俺たちのこと影人の仲間だって偽いつわってあの通路を通らせたわけだし、こうなるともう噓うそつきとかそうでない奴とかいちいち見分けてられないっすよ」

　と、彼はそこで打ち切るように腕組みを解いた。また室内を観察してから声をあげる。

「んで、俺はこれからちょっと出かけて情報の確認と食料を調達してくるっすよ。ほかに必要なものあれば言って欲しいっす。武ぶ器きは要いるんすか？」

「……ええ。でも隠し持てる大きさのものでないと役に立たないかしらね」

　ミズーは部屋にただひとつある小さい窓から外を見やった。窓とはいっても明かり取りで、外部の様子を確かめる役には立たない。見えたのは空だけだった。そろそろ昼に近くなる太陽の光が、風吹く大気を薄うす白じろく輝かがやかせている。

　誘さそわれるような心地で、ミズーはつぶやいた。

「わたしも、少し出かけていい？」

「え？」

　眼めを丸くして、ファニクが聞き返してくる。

「なんかあてがあるっすか？　ペンパルでもいるっすか？」

「あてはないけれど……このあたりのことを実際に歩いて確認しておかないと、いざという時に行動できないでしょう」

　せっかく丸めた影人のマントを持ち上げ、広げる。ミズーは相手の返事を待たずにそれで身体からだを包み込んだ。一晩中歩き続けたために身体は睡すい眠みんを欲していたが、奇妙なほどに意い識しきが冴さえて眠ねむれそうにない。

「大だい丈じよう夫ぶっすか？」

　眠っていないことについては同じはずのファニクに気き遣づかわれ、彼女は肩をすくめた。




　その小さな家の存在に気づいている者は少ない。

　いや、いないのかもしれない──そう思うこともあった。そこは彼の家だった。そして無む論ろんのこと、妻つまの家でもある。

　住じゆう宅たく街がいの死角に、その家はある。彼は昔からそこに住んでいた。両親が死んでからはしばらく離はなれていたが、ここにもどることを決めた際さいに、この家が変わらず残っていることには確信があった。根こん拠きよもなにもないが、ここは誰だれにも触ふれられない場所なのだと信じていた。八年前のあの日、彼はここに帰り、終ついの棲すみ家かにすることを決めた。

　その時に帰ったのは彼ひとりではなかった。思い出に浸ひたりながらウルペンは寝しん室しつの椅い子すに座すわり、微笑ほほえんで妻を見つめた。妻は変わらずに眠り続け、今日もまたそこにいる。彼らのベッドに横たわり、終わらない寝息を立てている。

（二度と目覚めることはない。彼女は永えい遠えんの中にいるのだから）

　今さら満足するほどのことでもないが、改めてウルペンは繰くり返した。

　帝都は今日も平へい穏おんに包まれていた。寝室に似つかわしい静けさの中に、ささやかな幸福を享きよう受じゆできる。彼は負ふ傷しようして失った右手は後ろ手に隠したまま、左手を伸のばして妻の寝顔に触れた。赤い髪に埋うずもれるように、反はん応のうすることのない美しい妻が眠っている。

　ベッドの周りには余よ計けいなものを置かない。これは単に、彼の信しん条じようだった。花か瓶びんも水差しも造花の花束も要いらない。ここには妻がいればいい。

　しばらく彼女の頰ほおを指で撫なでてから身を引いて、彼はつぶやいた。

「君の妹がね。来たようだ」

　血けつ液えきに余よ計けいなものでも混じったように、心しん臓ぞうにちくりとした痛みを覚える──自分でも分かっていた。それは恐きよう怖ふだった。

　が、帝都にあのミズー・ビアンカが来たこと。その恐怖では決してない。無表情のまま、彼は他ならない自分の臓器に訊たずねた。心臓よ、肺よ、腸はらわたの群むれよ。自分が恐おそれるものはなにか？　あの職業的暗殺者か？

　否いな。彼が恐れたのは、それを告げることで、妻に反応が──ほんのわずかでも眠りを妨さまたげる生理反応があるのではないかと、一瞬でも疑ったせいだった。そんな疑ぎ念ねんも、現実の波に泡あわと消える。

　妻はまったく動かなかった。なにひとつ変化なく、無事に眠っている。

　安あん堵どして彼は続けた。

「俺はね、それを殺そうと思う」

　吐と息いきのように滑なめらかに、動どう揺ようなく告げる。

「君の妹ということは、俺の家族だ。だが帝都のためには、彼女は存在してはならないものだろう……俺たちの帝都には」
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　彼は視し線せんだけで──右眼の視線だけで、あたりを見回した。左眼は視力を失っていた。眼も、右手も。奪うばっていったのはミズー・ビアンカだった。

「いや。自分が傷を負ったことで恨うらんでいるわけではないんだ」

　妻に問われた気がして、答える。

「もとより決けつ闘とうで負った傷だ。それに、出で来き損そこないとはいえ君の妹と戦ったのだから、この程てい度どの犠ぎ牲せいは当然ともいえる」

　彼は自分の身体を見下ろした。黒衣の装束を着ている。仮か面めんは膝ひざに抱かかえていた。普ふ段だんはこの服を身につけている時には妻に触れないように気をつけている。が、今は逆に、この格かつ好こうでこそ話さねばならないと思えていた。

　これから──恐らくは数日の間──、妻のために戦うのだから。その姿を見せなければならない。

「帝ていは愚おろか者だから、戦わないつもりでいる」

　嘲あざけりを込めて、彼は嘆たん息そくした。

「愚か者とはなにか。尖とがったものを見て、それが危険だと理り解かいできない者のことだ。犠ぎ牲せいを払うべき時とそうでない時を見み極きわめられない。俺にある覚悟が、帝にはない」

　右手を見下ろす。包帯で巻いて固めてあるが、傷はまだ完全にはふさがっていない。

「不利とは思わない。俺が負っている以上の傷をミズー・ビアンカだって負っている……俺とは違って外部から見えない傷だが、それはきっと、俺よりも致ち命めい的てきな傷だ」

　彼は満足し、立ち上がった。

「では、行ってくるよ。我わが愛する……」

　名前は言わないまま、仮面を被かぶる。黒衣のふりをする癖くせで、仮面を身につけると声をひそめてしまう。妻の名を呼ぶことを中断したのには躊ちゆう躇ちよを感じたものの、それでも彼は寝室を出るため彼女に背を向けた。

　常つねに遠くにある楽園から今日も彼は出ていった。楽園のため、楽園の外で戦うために。







　第四章　ナイト・チョーカー

　　　　　　（夜魔演えん舞ぶ場じよう）







　近所を散さん策さくし、屋台で軽い昼食を摂とって元の空き家へともどる。

　その程てい度どで帰ってきてしまったのは、久ひさしぶりにまともな食事を胃に入れた途と端たんに眠ねむ気けが襲おそってきたからだった。馴な染じみのない場所で無む防ぼう備びに眠ることに抵抗はあったものの、隠かくれ家がの隅すみでミズーは眠り込んでいた。仮か眠みんのはずが、眼が覚さめた時には既すでに夜になっている。

　毛もう布ふから起き出して手早く髪かみをまとめると、ミズーは一通り家の中を回った。灯あかりがないが、それでも見た限かぎりではまだファニクはもどってきていないようだった。

「…………？」

　訝いぶかる。が、彼の帰りが遅おそすぎるとしても探さがしに行く見当もつけようがない。

　暗い部屋にもどると、毛布の上に腰こしを下ろして手持ちぶさたに時を過すごす。我われ知しらず苛いら立だちの嘆たん息そくを繰くり返していることに気づき、ますます膝ひざを強く抱え込む。こうしてなにもせずにいるのは、退たい屈くつなことではなかったはずだった──少なくともひとりでいた頃ころには、こうしている時間のほうが多かった。暗くら闇やみの中ひとりで不満を覚えることもなく、影かげが闇に溶とけて見えなくなるように、己おのれの意識も消すことができた。

（つまり……贅ぜい沢たくになっている）

　うんざりと自覚して、彼女は立ち上がった。時間が経たったせいか空くう腹ふくだった。携けい行こう食しよくがまだ残っていたか確たしかめに荷物の蓋ふたを開けるが、今夜は運に見放されているようだった。中身のない包み紙を鞄かばんから引っ張ぱり出し、丸めて捨すててから軽く毒づく。

　これで選せん択たく肢しは絞しぼられたことになる。空腹の不ふ快かいに耐たえながら孤こ独どくの時間を黙だまって過ごすか、外に出て食事を探すか。この時間ならば、開いているのは酒場くらいのものだろう。ついでになにか情報も探れる可か能のう性せいはある。が、人の集まる場所に立ち入れば、黒こく衣いや密みつ告こく者しやに発見される危き険けんも小さくはない。

（選ぶ余地はないわね。観光に来てるわけでもあるまいし）

　理性に従したがえばその通りなのだが、ミズーはどうしても自身の判断に嚙かみ付いた。

（でも、ファニクはすぐにもどると言っていた）

　遅すぎる。

　飢き餓が感かんばかりではなく、不安もまた内ない臓ぞうをつついている。

　迷まよう時間はそれほど長続きしなかった。

　意を決してミズーは黒布をまとい、玄げん関かんの扉とびらを半分ほど開けて外に出た。音は立てないが、帝てい都との道は広く完全な隠れ場所もない。冴さえ冴ざえとした月光は荒こう野やで眼にしてきたものとは違う──帝都と帝都の外が別世界であることを示すように、月は夜空に燦さん然ぜんと輝かがやいていた。

　当然ながら、あたりにはひとけもない。黒布で全身を覆おおって闇に溶け込もうにも、青い月光がそれを許ゆるそうとはしなかった。無人の夜道に自分の姿すがたがどれだけ目立つかを思い、唇くちびるを嚙かみながら重い一歩を踏ふみ出す。その足元にはくっきりと影かげまで映うつっていた。素すつ裸ぱだかで踊おどるような心地ここちに、ミズーは息が詰つまるのを感じていた。ありとあらゆる眼が自分を見ているとすら思える。冷ややかな視線、そして嘲あざけりの声、忍び寄る悪意……

　だが通りを横切り、勘かんに任まかせて繁はん華か街がいの方向へと歩き出しても、それらの空想はいつまでも実体化しなかった。なにごとも起こらない。それでも警けい戒かいは解とけないまま、ミズーは進んでいった。

　やがて住じゆう宅たく街がいを離はなれ、道に行き交かう人影が見え始めると、ミズーはひとまず安あん堵どした。危険が減へったと考えるのは合理的ではない──それは分かっていても、得体の知れない闇やみとは違い、通りがかる人間は対たい処しよしようのある通つう常じようの邪じや魔ま者ものに過ぎない。顔を伏ふせて隠しつつ、ミズーはようやくいつも通り呼吸できるようになっていた。手頃な店でもないかと探しているうちに通行人の噂うわさ話ばなしにも自然と耳を傾かたむける。聞こえてくる会話は平へい凡ぼんなもので、帝都に暮くらしていても人は人だということを示しめすに過ぎなかった。

　このあたりは労働者が多いのだろう。少し歩いただけでも、酒場の看かん板ばんには事欠かなかった。開け放たれた窓まどから歌声など響ひびいている。中でも寂さびれているわけでもなく、人が多すぎることもない変へん哲てつない店を選んで、ミズーは入っていった。

　入り口が狭せまいのは酒場の常つねだろう。気け取どられないよう店内を見回してから、ミズーはそのままカウンターへと向かっていった。格かつ好こうのおかげで女だとも見られず、余計なちょっかいをかけられることもない。あるいは聞いた限りの話で判はん断だんすれば、影人に関わろうとする者はそもそも少ないのかもしれなかった。

　それでもバーテンダーに無視されることはなく、若わかい店員が近寄ってくる。カウンターに寄りかかる姿勢でミズーは飲み物の名前を告げた。

　ついでに付け足す。

「その前に空くう腹ふくなの。食べるものはできる？」

　彼は無言でうなずき、別の店員に指さし図ずして自分は飲み物を作り始めた。離れた店員が鉄板を火にかけるのを眺ながめながら、ミズーは思し案あんした。手に入れたい情報は山ほどある。だが初めて入った店で調達できる類たぐいのものでもない。

　だがとりあえずは空腹を癒いやしたかった。それほど待つこともなく簡かん単たんな炒いため物を出され、それを一口二口つついたところで元のバーテンダーがグラスを持ってくる。差し出されたものを軽く喉のどの奥に流し込み、ようやく人心地ついてからミズーは近いテーブルにいる客たちを物色した。

（田舎いなか町ならともかく……帝都だものね）

　辺へん境きようであれば、問題のひとつふたつも起こせば地元のギャングと接せつ触しよくすることは容易たやすい──否いや応おうなく、容よう易いすぎるほどに。だが帝てい都とで騒さわげば、出てくるものはちんぴらや用よう心じん棒ぼうでは済すまないだろう。

（さて、どうする？）

　と。

　酒場には不ふ釣つり合いな幼おさない声が響ひびき渡わたった。

「協力できないってどういうことよ！」

　再ふたたび飲み込こみかけたアルコールを思わず吹ふき出しそうになり、必死の思いでミズーは堪こらえた。どこかで聞いた声だった。生なま意い気きで遠えん慮りよがなく、強ごう情じような大声。誰だれに聞かれることも構かまわないように──いや、分かってもいないように、よく通る声でまくし立てている。

「相そう応おうの対たい価かは払うつもりよ。それに利害だって一いつ致ちしてる。わたしたちはすぐにも帝宮に──がっ」

　無理やりに押さえつけられたような喘あえぎ声を最後に、声が途と絶だえた。

　酒場の喧けん噪そうはまだ続いていたが、客の何人かは突とつ然ぜんの怒ど鳴なり声に怪け訝げんそうな顔を見せている。ミズーはますます身体からだを縮ちぢめて暗がりに沈しずみ込こんでから、声の出所を探さぐった。もしそれが知っている声だったならば、どうして店に入る際さいに気づかなかったのか……

　その答えは、騒ぎの場所を見つけて簡単に解決した。奥まったテーブルで、ミズーと同じ格かつ好こうをした黒装しよう束ぞくの一いち団だんが密みつ集しゆうしてなにかを話している。よく見れば、中のひとりを別の者が押さえつけているのも分かった。彼らの誰も顔を見せず、表からは姿も見られないような場所に潜ひそんでいる。

（こんな偶ぐう然ぜん……？）

　疑問に思っている間にその集団は、テーブルに払いを置いていっせいに席を立った。騒さわいでいたひとり──やけに小こ柄がらな──はしっかりと捕とらえられ、苦しげに肩かたを落としている。彼らはそのまま店を出ていった。

　ミズーもまたバーテンダーを手て招まねきすると支払いを済すませた。店員に怪あやしまれることはないだろうと、急ぎ足で同じ黒装束の一団を追う。表に出るとちょうど彼らが脇わき道みちへと入っていくところだった。なんとか見失わなかったのは、例の小柄なひとりがもがくのを、彼らが何度か殴なぐりつけて黙らせるのに手間取っていたためだった。

「それ以上近づいたら殺すわよ！」

　路地に入り込んだ刹せつ那な、聞こえてきたのはその叫さけびだった。が、ミズーに対してのものではない。奥おくのほうで黒装束の者たちが、小柄なひとりと対たい峙じしていた。

　もみ合っているうちに解けたのだろう。黒いマントは少女の足元に落ちていた。姿を現しているのは、やはり見覚えのある娘むすめだった。長い黒髪を振ふり解ほどき、掲かかげた腕から銀色の念ねん糸しを伸のばして影人のひとりに巻まき付けている。影人は五人。全員黙もくしてその少女を見み据すえている──少女は、念糸による優ゆう位いをたてに啖たん呵かを切っているが。

（殺される、わね）

　場に駆かけ寄よりながらミズーは確かく信しんした。少女はもしかしたら念糸によって敵のひとりを封ふうじたかもしれない。だが同時に、残り四人に対してはまったくの無む防ぼう備びだった。影人たちは誰ひとりとして武ぶ器きも見せていないが、剣けん吞のんな気配は離れていても感じ取れる。

　少女は危機に際して激げつ高こうし、状じよう況きようを分かっていない。さらに声こわ高だかになって威い嚇かくを続けていた。他人にその声を聞かれること──存在を気け取どられることをこそ影人たちが最も恐れているのだと理解できずにいる。影人が決着をつけようとするのは時間の問題に見えた。

　仕方なくミズーは全速力で走り出した。穏おん便びんに済ませる方法を探している暇ひまもない。

「あんたたち影人なんて帝都に寄き生せいしてるだけの──」

　罵ののしっている少女を。

　背はい後ごからミズーは打ち倒した。無防備な首筋に腕を打ち付け昏こん倒とうさせる。彼女が倒れる前に脇わき腹ばらへと手を差し込んで受け止め、そのまま影人たちに視線をやる。

　彼らは硬こう直ちよくしていた。ミズーの接せつ近きんを、彼らは気づいていただろう──だが影人の格好をしたミズーが自分たちの仲間なのかどうか、咄とつ嗟さには判断がつかずに今も混こん乱らんしている。彼らがなにかを言い出すより早く、ミズーは少女の身体を抱かかえたまま後ろ走りに後退を始めた。

　さすがにこの状況で、影人たちも混乱の呪じゆ縛ばくから解かれる。狭せまい路地で大たい挙きよしては来られないものの、先頭のひとりが飛び出してきた。懐ふところから抜いたものか短たん剣けんの刃やいばが閃ひらめく。

　構かまえは素人しろうとのものではない。下方からの受けづらい角度で刃を跳はね上げてくると、子こ供どもとはいえ人ひとりを抱えて動きの鈍にぶっているミズーに容易たやすく追いついてきた。

　反射的にベルトを探って、投剣を入れていたポーチも置いてきたことを思い出しミズーは舌した打うちした。膝ひざを沈しずめてナイフをかわすと、縮ちぢめた足でそのまま地面を蹴けって大きく跳とぶ。続けての影人の追撃はその距離を使って避よけることができた。

（大通りまでもどれば、きっとこいつらは追ってこない）

　その希望にすがって、ミズーはひたすらに後退を続けた。予想通り、退ひけば退くほど影人の追足は鈍にぶくなっていく。

　ついに通りまでもどると、影人たちは急に足を止め路ろ地じ裏うらへと逆もどりしていった。ようやく息をつきながらも、ミズーはまだ止まらなかった。ぐったりしている娘を抱え直し、さらに慌あわててその場を離れる。通りに出て目立ちたくないのは彼女も同じだった。影人などという不ふ穏おん分ぶん子しが騒ぎを起こせば、それこそ黒衣が殺さつ到とうしてくるに違いない。

　抱えた少女は険けわしい表情を残したまま、意い識しきもなく気楽に寝ねている──無む性しように腹が立つのを感じながら、ミズーはうめいた。

（いつだって余よ計けいなことをする……マリオ・インディーゴ！）

　娘の名を呼び、彼女は走り続けた。




　ある程度移い動どうしたところで影人のマントを脱ぬぎ、ミズーはそれを小こ脇わきに抱えた。荷物が増ふえ、余よ計けいにマリオ・インディーゴの身体が邪じや魔まになってきたところで狭せまい脇道に入り込む。防ぼう火か槽そうの陰かげから表通りをのぞくと、ちょうど警けい衛えい兵が数人、警棒を手に走っていくのが見えた。

　この期ごに及およんでは、影人の扮ふん装そうをして歩くのはかえって危険だろう──手配書が出ているだろう自分の顔をさらすことと、どちらが危あぶないのかは賭かけるより他にない。なんにしろ憤ふん懣まんやるかたなく、彼女はマリオを地面に投げ出した。少女はいまだ気き絶ぜつしている。強く叩たたきすぎたのかもしれない。うめき声もあげないのは助かったが、このまま抱えて進むわけにもいかなかった。

　警衛兵たちは次し第だいに数を増ましていくようだった。路ろ地じ裏うらで騒ぎが起こり、そこから気絶した少女を抱えて影人が逃走したというのは、ちょっとした珍ちん事じだろう。目撃者は大勢いた。これが誘ゆう拐かいと見なされれば、警衛兵も簡単には捜そう索さくをやめない。さらに騒動が増せば、黒衣が出てくる可能性もある。

　よりによって、一番避さけなければならないことをしてしまった。苛立ちを収おさめようとまぶたを閉じ、ミズーは深呼吸を繰り返した。眼を開けば、自然とその視線は足元に倒れている娘へと向かう。表から見えないよう隠しているため不自然な寝ね相ぞうで、ばらけた髪の間から水すい晶しよう檻おりの耳みみ飾かざりが見えた。どちらにも精霊は入っているようだが、この際役には立ちそうにない。

（この娘がいるということは……ベスポルトも帝都に来ているんでしょうね）

　いつまでも寝かしているわけにもいかない。ミズーは手て探さぐりで娘の背中を探り当てると、力ちから任まかせに喝かつを入れた──八つ当たりも込めて。と、途と端たんにマリオが大きな眼を見開いた。咳せき込む彼女の口を押おさえつけ、ミズーは囁ささやいた。

「静かに。気分はどう？」

「お前……は」

　少女の身体からだを引きずり起こし、喉のど元もとに手を当てこちらに寄せる。相手の瞳ひとみを睨にらみ据え動きを封じてから、ミズーはさらに脅おどしつけた。

「声を出さなくていい。喉の振しん動どうで聞き取れる。数歩も離れていないところを警衛兵が走り回っているし、彼らに見つかりたくないのはあなたも同じでしょう？」

「どうしてここに」

　マリオ・インディーゴは抗あらがうような身体の動きを見せたものの、まだ朦もう朧ろうとしているのかそれほど強くはない。声も、脅おどすまでもなく大声を出せないようだった。

　ひとまずは満足したが、ミズーは聞き返した。

「ここにというのは、こんな道の隅すみにということ？　それとも帝都にということ？」

「両方よ！」

　吐き捨てる彼女に、ミズーはもう一度顔を近づけて優ゆう位いを強調した。

「こんなところに隠れるはめになったのはあなたを助けたから。帝都に来たのは私用よ」

「助けなんて……余よ計けいよ」

　顔色を険けわしくして言い返してくる彼女に反論の言葉が思い浮かぶが、そんなことを議論している場合でもない。騒がしい表通りに向かって気を張りながら、ミズーは続けた。

「ベスポルトはどこにいるの？」

　彼女の問いに、マリオはどこか勝ち誇ほこったような笑みを見せた。

「それを聞いてどうするの？」

　が、ミズーは無言のまま相手の締しめ付けを強くした。声もあげられず、息を引きつらせて仰のけ反ぞるマリオの耳元に、ゆっくりと囁ささやきかける。

「知ってることを聞かれたからって有利になったと思わないでね。あなたのために聞いてるだけよ──彼のところにもどらないとならないんでしょう？」

「う、運うん河が港こうの……」

　痛いたみに震ふるえながら、マリオが住所を吐く。

　ミズーは音を立てず舌打ちした。この有様では、彼女が警衛兵に捕まった途と端たんベスポルトの潜せん伏ぷく場所も割われてしまうに違いない。

　聞き出した場所について心当たりがあるはずもなかったが、なんとかしてこの娘をそこまで連れ出さなければならない。

　ほとんど投げ出すように、ミズーは少女を解放した。続けて告げる。

「そこへの経けい路ろは確かく保ほしてあるの？」

　もとより期待して訊きいたわけではない。予想通りマリオは小さくかぶりを振ってみせた。また強気がもどってきたのか口を突き出すようにして囁ささやき返してくる。

「そもそも、今どこに隠れてるのかも分からないのよ。ここはどこなの」

「さっきの酒場からそれほど離れていないわよ。三区画ほど西」

　自分の言葉を確かめるように、ミズーは再び表通りへと視線をやった。様子は特に変わっていない。警衛兵が溢あふれかえるほど集まってきているわけではないが、だからといっていなくなっているということもあるまい。

「包ほう囲いされているの？」

　マリオの問いに、ミズーはしばし黙もつ考こうしてから、

「いいえ。でも警衛兵の数はまだ増えるでしょうね」

「わたしは飛んで逃げられる」

　耳元に手を当てて少女がつぶやく。苦笑まではしなかったものの、ミズーは彼女へと向き直って肩をすくめた。

「そして明日からは、帝都中を軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいが警戒に回るようになるってわけね。できればもっと別の手を──」

　途と中ちゆうで、ふと口をつぐむ。

　どうというほどのことを思い出したわけでもない。それでもミズーは引っかかりをそのまま口にした。

「あなた、あの酒場になんの用事で来ていたの？」

「言う必要があるの？」

　根に持ってか、マリオの口調は冷たい。だが構わずにミズーは踏み込んだ。

「影人たちとなにを取引するつもりだったの？　帝宮がどうのと言っていたわよね。ベスポルトは帝宮でなにをするの？」

「…………」

　頑かたくなに引き締しめられた彼女の唇が。

　眼に止まって、ミズーは失敗を悟さとった。我われ知しらず、踏ふんではいけない箇か所しよにまで立ち入ってしまったらしい。咄とつ嗟さにマリオを摑つかまえようと手を伸ばすが、遅おそかった──少女の細い手首を摑むことは簡単だった。が、それが叫び出すことまでは止められなかった。

「誰か！　助けて！」

　大通りに向けて、マリオが大声を張り上げる。

「殺し屋よ！　ここにいる！　警衛兵を呼んで！　誰か！」

　ほかに選せん択たく肢しはなく、失しつ策さくを悔くやみながらミズーは手を放した。横走りになってマリオは道の隙すき間まから飛び出すと、表通りでさらに声をあげた。が、それはもはや助けを呼ぶ声ではない。衆人の注意を引くものですらない。

　その言葉は無意味な発音の羅ら列れつに聞こえた。マリオ・インディーゴが開かい門もん式しきを唱となえるとともに巨きよ大だいな金きん属ぞくの塊かたまりが水晶檻から解放され、現れる。鋼こう精せい霊れいは変形すると少女の身体を包み込み、鎧よろいへと化けた──通行人の悲鳴を搔かき消すように振しん動どう音が発生し、少女の身体ごと空中へと浮かび上がる。

　爆ばく音おんを残して飛び去った鋼こう精せい霊れいと精霊使い。それを見上げてざわめく野や次じ馬うまを後しり目めに、ミズーは素す早ばやく通りに飛び出すと走り出した。マリオの叫び声で集まった注意が、突とつ如じよとして現れた精霊へと興味の対象を変えている間に、なるべく距きよ離りを稼かせごうと急ぐ。

（まずい……このままだと本当に軍属精霊使いまで出てくるかもしれない）

　戦せん闘とうのために訓練された帝国でも最強の精霊と、さらにそれを駆るために訓練を受けた最精鋭の精霊使い。

　備そなえもなしに戦って勝てる相手ではない──一対一ならばなんとか対抗できるかもしれないが、敵の本ほん拠きよ地ちである帝都でそんな幸運を期待するのは愚おろかだろう。

　面めん倒どうが加速していく。唇くちびるを嚙かみながらも、通行人に見み咎とがめられないよう、なんとか形相を緩かん和わすべく手のひらで擦こすって顔をほぐす。

（まったく、あんな子こ供どもはほっとけば良かった）

　ひたすらに己おのれを呪のろう。

　たまたま入った酒場でマリオ・インディーゴの危機に出くわし、おかげで今では自分まで窮きゆう地ちに陥おちいっている。

　ただの偶ぐう然ぜんが──

（偶然……）

　うんざりと繰り返す。ほんの偶然。まるで仕組まれたようにしか思えない偶然などというものは、珍めずらしくもない。理解できないものを理解しようとすれば、人はそこに理由をつけて必然にすり替かえようとする。持っていた果物から手を放せば、地面に落ちる。それすらも偶然かもしれないというのに。

　あるいは、生きていることは偶然なのかどうか、これにも理由をつけようとする。

（あのマグスあたりなら、そんなことを言い出しそうね。でもこれは偶然よ。仮かりに誰かが仕組んだことだとして……あの子供を見つけてわたしが助けるかどうかなんて、わたしにしか決められないじゃない）

　いや。

　……君には誇ほこりがある。

　今度こそ紛まぎれもないマグスの声で思い起こし、ミズーは顔をしかめた。胃の腑ふに爪つめを立てられたように苦く痛つうを覚えるのも嫌けん悪お感かんだけではない──喉のどの渇かわきに喘あえぎ、ミズーは歩調を遅くした。

　周りで通り過ぎていく風景が緩ゆるむのと同時に、自問の声もまたはっきりと頭に響ひびく。

（選べなかったかもしれない……？）

　偶然か、必然か。

（アストラが生きていると聞いて、帝都に来るかどうか、わたしに選べたとは思えない）

　身体からだ中を変形させるような痛みは、一いつ瞬しゆんで過ぎるものではなくそこに棲すみ着くように脈打ち始めている。平へい衡こうが失われたのは片かた足あしから力が抜けたせいだろう。眼を開けていられなくなる。夜だというのに眩まぶしすぎた。

　呼吸が途と絶だえる。地面が上下し、空の重さと大地の固さに押し潰つぶされるのを防ふせぐため、ミズーは上体を屈かがめた。防ぼう御ぎよ姿し勢せいを取りながらそれが無む駄だだということも分かっている。彼女の身体を苛さいなむものはすべて、外ではなく内側から訪れる。

　混こん濁だくの中に沈み込む。もう起きてはいられない。

（いけない。また意識が──）

　最後に意識できた言葉は、ただそれひとつだけだった。




　闇やみの中にひとりでいるとする。そこには光も空気もなく、動くこともできない。

　その闇の中に別の誰かがいることを、どうやって知ることができるのか。

　ベスポルトの語った話を思い出したのは、まさしくそこが闇だったからだ。うつ伏ぶせに倒たおれた身体は硬かたい床ゆかの手て触ざわりを感じていた。まぶたを開く。そこは隠いん遁とんした元騎士が語ったような完全な闇ではない。あてどもなく瞳に力を入れて数秒。うっすらとした灯あかりを感じ取れるようになってから、ミズーはそこが帝都の道ばたではないことを自覚した。屋外ではない。星明かりも風もなく、人の通る振動もなく。床は木もく製せいで、あまり掃そう除じされていないのだろう。ざらりとした砂すなの感触から逃れようと、ミズーは身をよじった。

（牢ろう……？）

　酔よっぱらいと間ま違ちがわれて留りゆう置ちでもされたのか。その想そう像ぞうもすぐに否ひ定ていされる。手足が縛しばられていた。

　もがいても外はずれそうにはない。嘆たん息そくしてミズーは、再ふたたび眼を閉とじて床に顔を横たえた。

　と。

「肝きもの据すわったことだ」

　声が聞こえてきた。

「まさか寝直すとはな。だが──」

　警告を最後まで言わせるつもりはなかった。ミズーは気配の方向へと意識を集中すると念糸を放った。同時に、転がってそちらへと顔を向ける。紡つむいだ念糸がなにか触れるのを感じると、即そく座ざに発火を命じる。

　一瞬前までは暗闇であった空間が、赤い炎ほのおによって引き裂さかれる。悲鳴が響き渡った。人ひと形がたに燃もえ上がったその炎は、ミズーがもう一度念じると跡あと形かたもなく消えた。恐きよう慌こう状じよう態たいに陥ったのだろう──ミズーはまだ念糸を解といていなかったが、その相手の身体が床に倒れたのが分かる。その男は既すでに声も出せなくなっていたが、騒さわぎは収まっていなかった。敵はひとりではない。一瞬の炎で、部屋の中の状況は概おおむね摑つかめていた。さほど広くない部屋──窓まどのない造つくりから、恐おそらく地下室だろう。その奥にミズーは転がされていた。部屋の入り口側に三人。そのうちのひとりは床で痙けい攣れんしている。残ったふたりのうちひとりは女だった。どちらも中年で、戦闘員らしくは見えなかった。

　一度位置を摑めれば、この部屋の狭せまさならばあとは勘かんでなんとでもなる。残ったふたりに、ミズーは声をあげた。

「今ので日焼けくらいの火傷やけどはしたでしょうね。何度でも同じことができるけど、次は消し炭になるまで火を消さない」

　言葉の牽けん制せいに相手の足音が途と絶だえたところで、続ける。

「左にいる女。ドアノブから手をはなしなさい。あなたひとり逃げたところで状況は変わらない。男のほうはその棍こん棒ぼうを捨てて。家の中で振り回すものじゃないでしょう。あと、あまり騒がないほうがいいわね。そこにあるテーブルの花か瓶びん、あなたがもう一度ぶつかったら落ちるわよ」

　矢や継つぎ早ばやに告げていく──半分ほどは当てずっぽうだったが。それでもこちらが状況を把は握あくしていることを示しめすのは有ゆう効こうだろう。相手が動かないことを確かめてから、彼女はようやく一息ついた。

　意識をはっきりさせれば、視界は暗くら闇やみに慣なれていった。やはり完全な闇というわけではない。女が開閉式のランプを持っていた。今は蓋ふたが閉じているが、隙すき間まから光が漏もれてきている。

　次の手を考える時間を稼かせぐため、ミズーは常じよう套とう句くで間を作った。

「以後の行動はすべてわたしの言葉に従したがって。わたしが言わなかったことをしたり言ったことをしなかったら即座に焼き殺す。人を縛しばって転がしておくような相手に遠えん慮りよするつもりはないからそのつもりで」

「駄だ目めっすよ、姉さん！」

　声は──

　天てん井じようから聞こえてきた。

　さすがにどう答えれば良いものか分からず、ミズーは沈ちん黙もくした。横目で見上げる。はっきりとは見えないが、そこに黒い塊かたまりが天井からぶら下がっていた。

　その塊が揺ゆれながら叫さけんでいる。

「その人らは味方っすよ！」

　部屋が明るくなった。

　女がランプの蓋を開けたのだろう。差した光に照らされたのは、天井の滑かつ車しやから吊つるされたファニクの姿だった。

「…………」

　やはり無言のままミズーは見上げた。ファニクは毛もう布ふとロープとで身体を巻まかれて宙ちゆうづりになっている。

　女たちに視線をもどすと、全員が呆ぼう然ぜんとこちらを眺ながめているようだった。ひとりはいまだに倒れている。ランプを提さげた女は太った身体を無理やり縮めて震ふるえていた。残ったひとり、女と同年ねん齢れいほどの男だが、彼が抱かかえていたのはパンである。花瓶と思えたものはシチュー用の深皿だった。食事を用意していたのだろう。
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　だが、床に倒れた男──図はからずも視線の合う位置にいるその男は、無害な市民とも言い難がたい風ふう貌ぼうだった。眼の上にあるのは刀かたな傷きずの跡あとだろう。服の上からでも分かる訓くん練れんされた体格に、髪かみも短く刈かり込んでいる。武器こそ持っていないようだったが剣けん帯たいを着けていた。

　すべてを観察し終えてから天井のファニクに向き直り、ミズーはうめいた。

「一いち応おう念のため訊きくけれど、なんて言ったの？」

「だから暴あばれちゃ駄だ目めって言ったすよ」

　縛られたまま疑うたがいもない眼まな差ざしで、彼は言ってくる。

　ますます理解できずにミズーが顔をしかめると、ファニクは慌あわてて言い足した。

「あ、俺おれが縛られてるのは交こう渉しように失敗したからっす」

「……もう言ってることがさっぱり分からないわ」

　途と方ほうに暮くれる。

　ファニクはファニクで、理解できないほうがおかしいと言わんばかりの渋じゆう面めんを見せていた。腕うでが使えれば頭を抱えていたかもしれない。

「えーと、彼らは影人なんすよ」

　最初から説明したほうが良いと判断したらしい。ぶら下がったまま器用に顎あごで指し示しながら話を始める。

「俺もよく分からないんすけど、姉さんさっき、彼らの取引かなにかを邪じや魔ましたとか」

「ええ」

　苦にが々にがしく肯こう定ていすると、彼は何な故ぜか満足そうにうなずいてみせた。ようやく話がつながったと思ったのかもしれない。

「影人は自分の敵を許ゆるさないっすよ。ずっと姉さんを尾び行こうしてて、それでなんか姉さん倒れちゃったとかで、ここに連れてこられたっすよ」

「じゃあなんで真っ暗だったの」

　居い心地ごこちの良くない──当たり前だが──床の上で、ミズーは首だけ曲げて彼と話をすることに疲つかれ、身体からだの向きを変えた。ほとんど仰あお向むけになって、宙づりのファニクと会話する形になる。ふと他人ひとごと事のように自分の姿を思い浮かべてしまい、その馬ば鹿か馬ば鹿かしさにますます落ち込むのを感じていく。

　だがそれでも彼の返事は快かい活かつだった。

「ランプの火があると、姉さん、うなされるみたいだったっすよ」

「そう」

　素そっ気けなく答えたものの、ミズーは視線をそらした。また火事の夢ゆめを見ていたに違ちがいない。覚えがなくとも、どうせ悪あく夢むは常つねに似にたような内ない容ようだった。

「じゃあ、縛しばられてるのはなんで──」

　訊たずねかけた時だった。

　思い切り背せ骨ぼねを蹴けりつけられ、息が途と切ぎれる。壁まで蹴り飛ばされかねない勢いきおいでまた身体の向きが変わった。が、今さら視界がどうなろうと気にするほどでもない。不意を突いて訪れた激げき痛つうにのたうち回る。咳せき込みながらようやくミズーが顔を上げると、そこに立っていたのは中年の女だった。

　ランプは持っていない。テーブルの上に置いてある。女はもう一度、今度は腹はらと胸むねの真ん中に蹴りつけてきた。身動きできず、受け身も取れない体勢で床を転ころげながら、ミズーは会話のうちに念糸を解といてしまっていたことを自覚した。男ふたりは既すでに扉とびらの外にいる。開いた扉の間から、にやついた笑みがふたつ、中をのぞいていた。

「二度とふざけた真ま似ねをするんじゃないよ！」

　女は怒ど鳴なり声をあげると、こちらが息を整えるより先にそそくさと出ていった。皮肉どころか舌した打うちもさせない間に。強く、叩きつけるほどに扉が閉とざされる。かんぬきの音までも激はげしく床を震ふるわせた。

　唸うなりながら天井を見上げると、

「……最初は縛られてなかったんすけど」

　みじめな声こわ音ねでファニクがつぶやいてくるのが聞こえていた。

「俺が何回か逃にげ出そうとしてるうちに、なんかどんどん厳げん重じゆうになっていったっすよ」

「今日は後こう悔かいしてばっかりだわ」

　なんとかこの男を恐きよう怖ふさせることができないかと、せめてもの恨うらめしさを声に込こめてミズーはつぶやいた。

「ずっと部屋にひとりでいれば三個こほど良いことがあったはずよ。まず軽けい率そつな子こ供どもに出くわして自分の身を危あやうくすることもなかったし、影人だかなんだか知らないけど身体の裏表を蹴飛ばされることもなかったし。なにより、いつも大事なことだけ後回しにする妙みようなちんぴらともきっぱり縁切りできたでしょうよ！」

「ひでぇっすよ姉さん」

　彼がうなだれると、みの虫状になった身体がその勢いで揺ゆれた。だがすぐに持ち直したらしい。逆方向に揺ゆれてから明るい声が返ってくる。

「あ、でも姉さん俺のこと心配して来てくれたんすね」

「ただの偶ぐう然ぜんよ」

　宙ちゆう吊づりで靴くつの裏うらを見せている男にだけではなく皮肉を込めて、ミズーは言い返した。部屋を見回す──女はランプを置き忘わすれていた。恐おそらく、もうその程てい度どのことでは部屋にもどってはこないだろう。食事の用意だけはきちんと片かた付づけられてしまっている。置いてあったとしても食べようがないだろうが。

　もう自分たちが餓が死しするまで誰だれももどってこないかもしれない。暗あん澹たんたる思いでミズーは虚こ空くうを見つめた。扉を壊こわすことはそれほど難むずかしくないだろうが、表に見み張はりがいることは疑うたがいない。部屋が暗かった際さいに、扉の向こうに灯あかりがあったことは分かっていた。

　動かせない手足をなんとか居心地の良い位置に持ってこようと何度か寝ね返がえりし、諦あきらめてミズーは力を抜いた。この戒いましめが解けないことには文字通り身動き取れない。

（ギーアがいれば）

　口の中でつぶやく。

　精せい霊れいがあれば縄なわなど簡かん単たんに切ってもらえる。マントを取り上げられた自分の肩かたを見下ろしてから、ミズーは自分の念糸で縄を焼き切ることができるかどうか──できたとして、自分自身と服を燃もやさずに縄だけ切るにはどうすれば良いのか夢む想そうに耽ふけった。縄を切ってもその後ここから脱だつ出しゆつすることと、水晶檻を取り返さなければならないことを思えば、そう安あん易いに負ふ傷しようはできない。

　後のことを考えれば。ほんのすぐ後のことを考えれば今は死ねなくなる。一日後のことを思えば今日は死ねなくなる。一年後のことを思えば。十年後を思えば。死ぬことが許される時間など、もうどこにもない。

　虚きよ無むはなくなる。

（もうわたしは、前のような戦い方はできない。その瞬しゆん間かんにだけ勝って死んでもいいような戦い方は、もう……）

「あ、なんかいい顔してるっすよ」

　唐とう突とつに言われ──といってファニクはずっとしゃべり通しだったのだが──、ミズーは慌あわてて赤面し、転がって顔を背そむけた。

「なにがいい顔なの」

　憮ぶ然ぜんと毒づく。紅こう潮ちようした頰ほおにすぐに冷めてくれと念じながら、

「この頃ごろのわたしは本当に腑ふ抜ぬけになったって思ってたところよ」

　自じ虐ぎやく的てきに告げる。

　と、彼は吊つるされていることすら楽しんでいるように、気楽に揺れながら言ってきた。

「そうっすか？　生き別れの家族に会うっていうのはどこも腑抜けじゃないっすよ」

　こんな時には、この男の無む責せき任にんな調子が有り難くはある。が、ミズーは自然とかぶりを振った。

「手しゆ段だんのことよ。どうも空回りばかりしてるわ」

「姉さんは今まで得意なことばかりやってきたから、いざ苦手なことをするのに少し疲つかれてるんすよ。でもきっとすぐ慣なれるっすよ」

　いつもと変わらない様子で図ずう々ずうしく言ってくる彼に、不思議とそれほど不快感は覚えない。それも疲れているからか、あるいは違うのか。ゆっくりと身体からだを丸め込む。蹴けられた箇か所しよにまだ痛いたみが残っていたものの、それも薄うすれて消えつつあった。

「分かったようなこと言わないで」

　大きくではなく、囁ささやく。

　彼に聞こえないかもしれない──それでも構かまわないと思っていたのだが、ふたりしかいない地下室では小声も思わぬ反はん響きようを見せるようだった。聞き取って、ファニクが謝しや罪ざいを口にする。

「すまんっす」

　反響するのは声だけではない。壁に当たっては躍おどるそんな思いに捕とらわれると、会話を途と絶だえさせるのは怖こわくなった。視線をそらしたまま、ミズーは訊ねた。

「それで、どうして邪じや魔ましたの？　あのままうまくいけば、ここを脱だつ出しゆつできたのに」

「脱出するのならいつだってできるっすよ」

　しごく当たり前のように言ってくる。

　ファニクは急に小声になり、聞き取れる限げん界かいの声量で続けた。

「俺おれがここに来たのは、姉さんに頼たのまれた用よう件けんがあったからっす」

「用件？」

「あれっす。フリウ・ハリスコー」

　彼の告げてきた名前は、意い図としてのことではないだろうが不ふ吉きつに響いた。

「どうやら俺たち、情じよう報ほうに追い抜ぬかれてたっすよ。帝てい都とのファミリーに伝言が来てたっす。あの連中、軍属精霊使いをひとり殺してきたとか」

　その内ない容ようが少女の名前ほどには暗い音色を感じさせなかったのは、ミズー自身がそれを予想していたからかもしれない。混こん沌とんに渦うず巻まく記き憶おくの中で、最新の脅きよう威いとして刻きざみ込んだ顔があった。精霊使いの少女ではない。軍属精霊使いでもない。

「リス・オニキスね……」

「それ誰だれっすか？」

　この男に教えられる情報があることが少しばかり小こ気き味みよくもあり、ミズーは軽く瞬まばたきした。緊きん張ちようを緩めながら囁く。

「フリウ・ハリスコーの守しゆ護ご者しやよ。やるでしょうね、あの老人なら。相手が軍属精霊使いだろうとなんだろうと」

「ああ、そうそう。名前は知らないっすけど爺じいさんらしいっす。フリウ・ハリスコーとその爺さん、あと男がひとり、もう帝都間近に迫せまってるらしいっすよ」

　縛しばられ床ゆかに転がされた自分の無ぶ様ざまさは忘わすれて、ミズーは固く拳こぶしを握にぎり締しめた。訊きく。

「あと何日で帝都に入るの？」

「それを探れないかと思ってまた影人と接せつ触しよくしたんすよ。リス・オニキスってのが帝都に入るのに影人を利用する可か能のう性せいは高いと思うっす。というより、リスは影人なんじゃないすかね。黒ずくめで顔を隠かくして、影人の振ふる舞まいが板についてるっすよ」

　そう言うと彼はまた揺れた──吊つるされているために肩かたが凝こるのだろう。首を回したようだった。

「大事なのは情報っすよ。フリウ・ハリスコーが帝都に来るのを止めたいのなら、知らなくちゃならないことがたくさんあるっす。来るのはいつか。使う経けい路ろはどこか。どれだけの影人が動くのか。でもまあ、ここの連中予想以上にぴりぴりしてるっすね。たちまちこんなことになっちまったっすよ」

「なんでわたしになにも言わないで来たの」

　この男ののんきな様子に今さら苛いら立だつことはつまらないと思いつつも、やはりミズーは不平をつぶやいた。が、やはりファニクは気楽な口振りで言ってくるだけである。

「一度帰ったら、姉さん寝ねてたっすよ。伝言のメモ置いといたんすけど。メモ見たから来てくれたんじゃなかったんすか？　イラスト入りの力作っすよ」

「…………」

　呆あつ気けに取られて、口をつぐむ。呆あきれたのは彼にではない──書き置きを探しもしなかった自分にだった。自分が書くのならともかく、そんなものを受け取るなど考えたこともない。ずっとひとりでいた。伝言は必要のないものだった。

　だがその沈ちん黙もくが、床の振しん動どうに気づかせてくれた。部屋の外から足音が近づいている。ファニクに合図して会話を打ち切ると、ミズーは床に耳をつけてその歩数を数えていった。単たん独どくではない。三人分以上の数がある。

　扉とびらが開くまで、見み張はりと問答を挟はさんだのだろう。足が一いつ斉せいに止まってから多少の時間差があった。真っ先に入ってきた男には見覚えがある気がした──やはり顔を隠している影人の見分けがつくというのも、我われながら奇き妙みようではあったが。だがその男の視し線せんの方向、爪つま先さきの動き、体格、微び妙みような癖くせ、すべてをどこかで記憶している。それは習しゆう性せいだった。

（この男と戦ったことがある）

　冷静にミズーは見定めた。先せん刻こく、裏うら路地で小こ競ぜり合いをしたあの影人だろう。

「お……お前はミズー・ビアンカだな」

　と、覆ふく面めんを取る。厳いかめしいが若わかい、男の顔が顕あらわになった。発音がたどたどしいのは、帝都の訛なまりに合わせようとしてかえってぎこちなくなっているのだろう。生きつ粋すいの帝都生まれではないのだろうが、それが辺へん境きようのどこの生まれになるのかまではミズーには分からなかった。ファニクならば分かるのかもしれない。多分に当て推すい量りようが混まじるのではあるだろうが。

　手にしていた賞金首の広告とともにその覆面をテーブルへ置いて、影人は前に進み出た。こちらの顔がよく見える位置まで近づき、つぶやく。

「高こう額がくの……し、賞金首だ」

　彼に続いて似にたような風ふう貌ぼうの男たちが四人、狭せまい地下室に入り込こんでくる。入り口のすぐ外にもまだ見張りがいるのは分かっていた。思った以上の大人数ではある。軽い火傷やけどを負った顔も混まじっていた。

　思いついた皮肉を、そのままミズーは投げつけた。

「差し出して、賞金をせしめたらどう？　体制側の金券は使いでがあるでしょう」

「お、俺おれたちは……狂きよう信しん者じゃない。俺たちは、ふ、普ふ段だんから、帝都金券使って生活している」

　男はそれほど怒おこった様子も見せずに視線を上げた。続ける。

「お前……ファニクとかいったか……ペイン・ギャングの。ほ、他の支し部ぶの者に手引きされて帝都に入った……調べがついた。さて」

　なにかを探すように見回す影人の仕し草ぐさに、ミズーは彼が尋じん問もんに付き物の鞭むちでも取り出すのかと歯を食いしばったが、彼はただ座すわる場所を見つけたかっただけらしい。粗そ末まつな椅い子すを引き寄よせると、そこへ腰こしを下ろし、

「俺が、知りたいのは……どうしてお前ら、邪じや魔まをしたのか、だ」

「邪魔なんてするつもりはなかったっすよ」

「黙だまれ、三さん下した」

　両りよう眼がんを見開き、影人が一いつ蹴しゆうする。

　だがそれが威い嚇かくだったとしてもファニクには通用していなかった。もっとも──

（分かってるの？）

　笑えみを浮うかべてはいられなくなり、ミズーは胸きよう中ちようで呼よびかけた。

（人数が多い。さっきみたいな奇き襲しゆうももう通用しない。こっちには武ぶ器きもない。間ま違ちがいなく主しゆ導どう権けんは向こうにある）

　が、無む論ろんのこと念じただけでは通じず、ファニクはなおも繰り返す。

「いや、ホントにホントっすよ。邪魔どころかまた取引したかっただけっすよ。なのにまあ、なんすか。鼻紙一枚もらおうとしただけでこの扱あつかい」

「黙れ。お、お前……書類箱の中に手……突つっ込んでたくせに」

「鼻紙入れかと思ったんすよ。天てん井じよう裏なんかに隠かくしてあるから変だとは思ったっすよ」

　慌あわてているともからかっているとも取れないファニクの声を聞きながら、ミズーは半ば覚かく悟ごを固めていた。これより不利な状じよう況きようでも今まで生き延のびてきたのだ──

　刹せつ那な。

「いや、ちょっと！　ちょっと待ったっすよ！」

　ファニクが声をあげた。ミズーにではない。見ると、影人が椅い子すから腰を上げかけているところだった。

　それを制して、ペイン・ギャングはあとを続ける。

「困こまったっすね。どうやったら気に入ってもらえるっすかね？」

「黙だまればいい」

　影人はそう言うと、背後の仲間へと肩かた越ごしに手を差し出した。その手にナイフの柄えが置かれるのを見つめながらミズーは嘆たん息そくした。状況はいくらでも悪くなっていく。鞭ならばまだ耐たえるだけで良かった。

　無論、ただの脅おどしということも考えられる。牽けん制せいのつもりでミズーは口を開いた。

「良さそうな果物くだものナイフね」

「この刃は、は……肉を切るのにしか、向かない」

　額がく面めん通りに受けたわけではないだろうが、見れば誰でも分かりそうなことを率そつ直ちよくに答えてくる。

　影人は刃物を鞘さやから抜かずに膝ひざの上に置いた。まずはまだ余よ裕ゆうがあるらしい。

「お前……たち、帝てい国こくの間かん者じや……じゃないか？　だから、お、俺たち、お前を……帝国には差し出さない」

「じゃあ、どうするの？」

　訊たずねる。と、

「尋じん問もんする……価か値ちが、ないなら、殺す」

　膝に置かれたナイフの柄を撫なで、にこりともせず影人が告げてくる。

　細く長く。低く潜ひそめて息を吐はき出す。ミズーは男の眼めを見返した。相手の本気を確たしかめるのは簡かん単たんだった──させてみればいい。問題はそれを切り抜ける方法がないことと、仮かりにただの脅しだったとしてもなにも好転しないことである。

（間者とまで思ってるのなら、脅しでもないんでしょうけどね）

　胸中でつぶやき、思考を巡めぐらせる。真っ先に浮かぶ答えは最も奥おく底そこから湧わいて出た。

（戦って勝つ方法は……）

　手足の自由がないのだから、念糸に頼たよるしかない。敵てきの数が多いために、倒たおす順番を間違えるわけにはいかなかった。見える位置にいるだけで五人。見張りを入れれば六、七人というところだろう。それをひとりひとり念糸で捕とらえる間に、敵はこちらの身体からだに刃を一突きするだけでいい。

　生き延びる可か能のう性せいをひとつでも多くするためには、手て加か減げんもできまい──奥歯を摺すり合わせ、ミズーは体内に疼うずく痛いたみをやり過ごした。一回で必ず息の根を止める。炎えん上じようした敵の身体は、うまく使えば他の影人たちの動きを阻そ害がいしてくれる。

　あとは自制心だった。必要な行動をただこなす。それだけのことだが、それをするためには心が動いてはならない。心の動どう揺ようを抑えるには獣けものを起こすしかない。だが。

（起こせるの……？）

　鐘かねの音が聞こえない。

　引き出す場所にあるはずの心の虚きよ無むに触ふれられない。

（起こせない……いえ、起こしたくないの？）

　自問しながら、それでもミズーは集中を始めた。行動を起こせば後もどりできない。収しゆう縮しゆくを速める心しん臓ぞうを握りつぶしてくれる虚きよ無むの獣の気配は感じられず、鐘の音の代わりに耳に響くのも優やさ男おとこを装よそおったマグスの囁ささやきだった。

「でも、俺たちは潔けつ白ぱくっすよ」

　実じつ際さいに聞こえたのは違う声──まだ愚ぐにもつかないことを続けているファニクの声だった。癇かんに障さわる鼻声で、もはや挑ちよう発はつとしか思えない戯ざれ言ごとを繰り返している。

「なんかこう、偶ぐう然ぜんってか不幸な巡り合わせってか、そんな現代の悲ひ劇げきっすよ。説明させてもらえれば全部説明できるんすよ。特に俺の場合、本当に鼻紙が必要だったっすよ。昨日から風か邪ぜ気味で、あ、信じられるっすか？　鼻から足元までだらーんと垂たれることってあるんすよ」

　話し続けている途と中ちゆうで影人が立ち上がったため、今度はファニクも制止できなかった。大おお股またで進めばほんの一歩半。男は短たん剣けんを抜き放ちながら一気に詰つめた。ファニクが悲鳴をあげ、逃にげようと身をよじり──

　その時になって、ミズーは理り解かいした。彼女もまた転がり、その機を待つ。

　逃げるふりをして、ファニクが大きく足を振ふり上げる。そこまでは見ていた。あとは推すい測そくだが気配で分かる。それを追おうと影人がナイフを上に向けて差し出したところにファニクが足を打ち下ろし、その得え物ものが床ゆかに落ちる音が聞こえた。落ちる場所は、だいたいの勘かんで予想がついている。ちょうど、ミズーはその位置に身を乗り出していた。目の前にナイフが落下する。まだ床で跳はねているそのナイフの柄を、ミズーは口で捕つかまえた。ほんの瞬しゆん間かん。敵てきの位置を横目で探さぐる間もないほどの一瞬。それでも身体は理り解かいしていた。

　この距きよ離りは知っている。

　柔やわらかく放ほうり投げるように、ミズーは首を振って短剣を投じた。緩ゆるやかに放物線を描えがき、飛んでいくその武器へと、さらに上体を持ち上げて追いすがる。

　短剣の刃が回転し、影人の足の上で刃先を向けるその時に。

　ミズーはその額ひたいを、短剣の柄に打ち付けた。

　杭くいを打つがごとく躊ちゆう躇ちよなく。額の中心で打ち込んだ短剣は影人の靴くつを貫つらぬき、そのまま木板の床まで突き立った。悲鳴はあがらなかった。影人の痛つう覚かくすら、まだこの瞬間には追いついてきていない。ミズー自身もまだ額の打だ撲ぼくを感じていなかった。その短剣の刃にはまだ用がある。ミズーは身体を回して、後ろ手に縛られた手首を短剣へと押しつけた。刃に生なま暖あたたかい感かん触しよくがこびりついている。影人の血だろう。悲鳴、そして痛みが追いついてくる。その頃ころにはミズーは両腕を広げていた。

　まだ足は縛られたままである。それでもミズーは腕で床を押すと、その反動だけで立ち上がった。そのまま壁かべに背を預あずけ、構えを取る。殺さつ到とうしようとしていた影人たちの動きが止まった。

　血にまみれた短剣──影人の足から引き抜いたものを前方に向けて、ミズーはようやく一息ついた。

　影人たちは距離を開けようと、わずかに退ひいていった。負ふ傷しようしたひとりを抱だきかかえて、合わせてふたりは部屋の外まで出ていく。残ったのは三人だった。ミズーは視線で相手の動きを制しながら、足首を縛っているロープも切った。ようやく自由になった四し肢しを伸のばし、つぶやく。

「確たしかに果物くだものナイフじゃないわね。無む駄だによく切れる」

「無茶するっすねぇ、姉さん」

　自分がなにもしなかったような言いぐさで、ファニクがつぶやくのは無む視しして。

　ミズーは懐ふところからハンカチを出すとその短剣の刃から血を拭ふき取り、布ぬのを巻まいたまま影人たちの足元に放ほうった。

　虚きよを突つかれたのか視線を見み交かわす彼らに、肩かたをすくめてみせる。

「敵対するつもりはないの。あなたたちにそのつもりがなければね。でも、こちらが無力だとは思わないで」

「ならばどうして我われ々われの邪じや魔まをした」

　影人の問いには視線だけを返す──答える必要があるのだろうが、瞬しゆん時じには適てき当とうな返答が思いつかなかった。実じつ際さい、説明しようとすれば気まぐれとしか言い様がない。

　うまい作り話も思いつかず、ミズーは断だん片ぺんだけを白状した。

「知ってる子こ供どもだったのよ」

「どういう意味だ？」

「そのままの意味よ。いろいろと通りすがりにね。どうもわたしは嫌きらわれてるみたいで、逃にげられてしまったけど」

　追つい及きゆうを待つつもりで身み構がまえるが、影人たちの反はん応のうは予想と違ったものだった。互たがいに何度か耳打ちし、深しん刻こくな面おも持もちでうなずき合っている。

　これが有利に運ぶのかその逆ぎやくなのか。なんとか平静を保たもってミズーは時を待った。ほんのわずかな変化、微妙な差さ違いも見み逃のがすまいと神しん経けいを張はる。やがて影人のひとりがこちらを向く。覆ふく面めんの下からのぞく眼は血走って、余よ所そからは分からない獲え物ものを狙ねらう飢うえを見せている。

「ベスポルト・シックルドを知っているか」

　危あやうく視線をそらすところだった。

　内心冷や汗あせをかいていたが、素知らぬ顔でミズーは告げた。

「どうかしら」

「とぼけるな」

　相手の眼まな差ざしは疑うたがいを含ふくんでいない。はっきりと確かく信しんしている。

　ミズーはうなずいた。危険な橋かもしれないが、渡らなければそれが危険なのかどうかすら分からない。

「ええ。知っている」

「奴やつの居い所どころを吐はけ」

　本物の殺気を放ち、彼らが進み出る。ミズーはそれを止とどめようとしなかった。ある程てい度どは覚悟していたことだ──五体が自由ならば対たい処しよ法はある。影人のひとりが仲間の短剣を拾い、血に汚よごれた布ぬのだけを投げ捨すてた。男たちの眼、殺意を持った三対の瞳ひとみを順番に見返していると、声を発したのはファニクだった。

「殺すつもりでやらないと、姉さんには勝てないっすよ。でもそれじゃ情報は手に入らない。まったく意味ないっす」

　ひとりずつ、影人が動きを止める。最後に立ち止まったのは短剣を拾った男である。その男がつぶやいてきた。

「なにが欲ほしい」

「話が早いっすね」

　と、機き嫌げんよくファニクが告げるのと同時に落下音がした。

　なにかが階かい段だんを転げ落ちてくるような振しん動どうと、短い悲鳴。影人がひとり、扉とびらの外をのぞこうとした瞬間に、向こうの灯あかりが消えた。まるで闇やみに弾はじかれたように、その男の身体からだが室内にもどってくる──もんどり打って。仰あお向むけに倒たおれ、そのまま動かなくなった。左眼の位置に深々と投剣が突き刺ささっている。

　その頭をまたいで、影人たちが飛び出していく。唐とう突とつな変化の中で、ミズーは状況を理解しようと死体へと駆かけ寄よった。数秒。沈ちん黙もくには、静せい寂じやくが応こたえてくるだけだった。

　物言わぬ影人から短剣を引き抜く。室内に武器はこれしかなかった。既すでに血で汚れている影人の服で刃の血を拭ぬぐい、ミズーはファニクを一いち瞥べつした。彼は変わらず宙ちゆう吊づりのまま眼差しを鋭するどくしている。

　なにも起こらない。出ていった者も帰ってこない。

　とりあえずミズーは短剣を使ってファニクの拘こう束そくを解とくと、足音を忍しのばせて戸口へと近寄った。ファニクもまた気配なく、戸口脇わきの逆側へと身を寄せていく。灯りを失った戸口の外は不気味に静まりかえっていた。ファニクに目配せすると、彼はすぐに意を察してテーブルのランプに手を伸ばした。

　ミズーは呼こ吸きゆうを整えた。彼がランプを持ち出すために手に取れば、炎ほのおが動く。もし外に何者かいれば、この室内にまだ人がいることを悟さとってなにか行動を起こすに違いない。

　先手を許ゆるすつもりはなかった。ファニクが灯りを持ち上げると同時、ミズーは戸口に躍おどり出た。短剣を手に飛び出す。背はい後ごからの光こう源げんで、足元に数人の男が倒れているのはすぐ知れた。全員絶ぜつ命めいしている。血けつ臭しゆうと死の感かん触しよくが五感を刺し激げきし、全身が粟あわ立だった。

　そこは薄うす暗ぐらく……

　肌はだ寒ざむく……

　闇そのものを隠すための、偽にせの影。淡あわい暗闇に覆おおわれてそこに立っている人影に、無言のままミズーは吠ほえた。

　黒の衣ころもをまとう仮か面めんの者。黒こく衣いに向かってミズーは短剣を投じ、同時に横に跳とんだ。見張りの部屋は牢ろうそのものより狭せまく、すぐ壁かべに身体を打ち付ける。気にせずミズーは次撃へと繫つなげるため体勢を整えた。念糸を放ち、敵を捉とらえる──

　その時には黒衣はいなかった。

　瞬時に死角に回り込まれたかと警けい戒かいし、見える範はん囲いを探さがるがどこにもいない。

　灯りを持ってファニクが牢ろうから出てくる。部屋の様子がはっきりすると、ペイン・ギャングは嘔おう吐との物もの真ま似ねのような息を吐いた。

「うえっ。なんすかこりゃ」

　黒衣よ。

　よっぽどそう答えてしまおうかと、ミズーは嘆たん息そくした。黒衣の存在にはどこか現実感がない──残されたこの痕こん跡せきだけが生なま々なましく、黒衣を語るについては彼らの足跡を語ったほうが適てき切せつな気がしてならなかった。

　死体は無む造ぞう作さに倒れていた。ほんの一瞬前まで生きていたその時の表情のまま、ただ脱だつ力りよくしたように床に伏ふせている。それぞれ投剣の一刀を受け、二度と動くこともない楔くさびを打ち付けられている。階段の下に、転倒して首を折った死体があった。階段を転げ落ちてきたのはその女だったのだろう。

「気をつけて。敵は姿を隠してるだけよ」

　その場にいない黒衣を警戒し、ミズーはつぶやいた。階段下の女が抱かかえている小型の剣と、壁に刺ささった短剣を引き抜いて両手にそれぞれ握る──短剣は、彼女が投じたものがそのまま壁に当たったのだろう。

「どんな敵っすか？　武ぶ闘とう派はの影人をこんなにしちまうなんて……」

「彼ら自身が言っていたでしょう。彼らを殺すのは黒衣だって」

　階上で、再ふたたび戦せん闘とう音が聞こえた。

　ミズーは階段を一気に駆け上がると、短剣と剣を身体の前で交差に構かまえた。上がってみると分かるが、そこは大きめの民家のようだった。例の影かげ街まちとやらにあるのは間違いないところだろう。階段を出てすぐのその部屋は、物置に偽ぎ装そうされていた──あるいは普ふ通つうに物置としても使われてもいただろうが。戸口は開いたままになっている。防ぼう御ぎよ姿し勢せいは崩くずさず廊ろう下かに飛び出すと、剣けん戟げきの音にまた一歩近づく。

　あとは五感が頼たよりだった。二、三の部屋を横目で通り過すぎ、その次の書しよ斎さい前で足を止める。正しくは書斎を装よそおった作戦室というところか。

　その部屋で、黒衣が三人の影人を追い詰めていた。

　最も奥にいるのは、足を負傷した例の男だった。それを守るようにふたりの影人が剣を手に黒衣ひとりと斬きり結んでいるが、負傷した影人もただ守られているわけではなく武器を構えている。それらの刃を、黒衣はただ一本の戦せん斧ぷで巧たくみに打ち払っている。

　既き視し感かんのごとく、裏路地のことを思い出す──だが今回は、直後にも殺されかねないのは影人のほうだった。迷まよわずミズーは、背後から黒衣に斬きり掛かかった。右の剣と、左の短剣。同時に突き出す。

　横飛びに黒衣の姿が移い動どうする。

　かわすであろうことは、ミズーも予想していた。影人と正面衝しよう突とつする前に急制動し、身体をひねって短剣を投げる。左にかわした黒衣の身体からだに短剣が触れるが、鈍にぶい音を立てて跳はね返された。

（帷子かたびら？）

　影人たちよりも早く、ミズーは剣を手に黒衣へと突とつ進しんした。全神しん経けい、渾こん身しんの力を注ぎ込んで剣を振り抜く。斬きることができないのならば打ち付けるしかない。一撃は黒衣の斧おのに阻はばまれた。続けて放った刺し突とつもまた、頑がん丈じような盾たてのように待ち受ける斧の表面に切っ先を弾はじかれる。

（力がある……しかも巧うまい）

　腕力で劣おとる自分の力押しでは防御を越こえられない。だが影人ふたりと同時にやり合っていた敵の手並みを考えれば、手数を増ふやすこともさほど有ゆう効こうではないだろう。どのみち、軽い一打では帷子を貫つらぬけない。見ると黒衣は念入りに、拳こぶしにも手てつ甲こうを装そう着ちやくしていた。訓練された念糸使いである黒衣相手では、念糸を仕し掛かけることも危き険けんが大きい。

（ならば）

　手を控ひかえ、半歩退しりぞく。

　隙すきを見せると黒衣はすぐに反はん応のうした。高くない位置から斧を振り下ろしてくる──重量のある武器ならば、この軌き跡せきでも十分な威い力りよくを持っていた。ミズーはかわさずに剣の先せん端たんで黒衣の手甲を狙ねらうと、斧の重さには逆さからわずその軌き道どうを横にずらした。敵の防御を開いた上で素す早はやく剣を引きもどし、得意手の斬きり返しを放つ。

　黒衣は重さのある武器を防御にもどすことが遅おくれ、ミズーの剣を首の側面に受けた。本来ならば即そく座ざに戦闘不能となる箇か所しよだが、切り裂さかれた黒装しよう束ぞくの下に帷子の襟えりがのぞいている。それでも息を詰まらせたのか、黒衣は仰のけ反ぞるように後ろに転倒した。

　必殺の一撃にはならなかったが、敵の動きを止めることはできた。その一瞬に斬り掛かるのではなく、ミズーは声をあげた。

「わたしのマントはどこ⁉」

　呆ぼう然ぜんとしている影人たちは、それが自分たちへの詰きつ問もんだとは思わなかったのかもしれない。しばしまごついた後、負傷した足を抱えた影人が書しよ斎さい机づくえの引き出しを開け、丸められた布ぬのの塊かたまりを取り出す。

「ここに──」

　結けつ尾びまでミズーは待たなかった。念糸を伸のばし、マント留どめに埋うめ込こまれた水すい晶しよう檻おりを探さがし当てる。

　既すでに黒衣は起き上がっていた。

　だが、ミズーのほうが早かった。たった一声、身体を震ふるわせ、唱える。

「出いでよ！」

　巻まかれたマントの布が爆ばく発はつのように一気に広がる。

　次いで訪おとずれたのは本物の爆発だった。

　何本にも分かれた炎ほのおの帯が室内を舐なめ尽つくすと一点に──ミズーのかざす左手のすぐ先に、球形となって集しゆう束そくする。ミズーは腕うでを動かすと、それを黒衣へと向けた。火球はその形けい態たいに込められた力を漏もらすようにうなりをあげている。

　黒衣は斧を肩上の最上まで振り上げ、突進してきた。

　真っ向から火か球きゆうを放つ。

　距きよ離りはない。炎の威力からすれば、まったくの無距離といってもいい。激げき震しんとともに炸さく裂れつする爆発の威力に、ミズーは片かた膝ひざをついた──ギーアの炎が自分を焼くことはないとしても、床の振動に足を取られてしまった。その一撃が発する破壊力の前に、悲鳴も雄お叫たけびも、空気を揺らす弱々しい感情など意味を成さない。ただ精霊が生み出した炎のためだけに大気は膨ふくれ、揺ゆれ、轟とどろく。

　爆発が収まると、破は壊かいされ、焦こげ尽つくされた部屋の中に火球がひとつだけ浮ふ遊ゆうしていた。ミズーもまた無む傷きずでそこにいる。壁には大おお穴あなが開いていた。黒衣の死体は残っていない。煤すすまみれの戦斧が転がっていた。自分の剣を見やると、硬かたいものに何度も打ち付けたせいで刃先が折れている。ミズーはそれを捨て、嘆たん息そくした。

（黒衣は外に逃げた……部屋に影人たちもいたから威力を絞しぼるしかなかった）

　その影人たちは、見ると瓦が礫れきに埋うずもれてうめき声をあげている。いくらか怪け我がをしているかもしれないが、命に別状はないようだった。

　火の球を引き連れ、ミズーもまた壁の穴から黒衣を追った。いくら頑がん丈じような鎧よろいを着けていても、あの威力を食らえば黒衣も無事で済すんだはずはない。武器まで置いて逃げ出したことがなによりの証しよう拠こだった。

（追ってどうするの？　息の根を止める？）

　ひとりつぶやく。さほどの逡しゆん巡じゆんなく、ひとつの考えが浮かんできた。

（捕とらえる……黒衣ならアストラのことも知っているかもしれない）

　黒衣の口を割わらせるなどということが、馬ば鹿かげた発想でしかないとは思いながら。

　まだ夜は明けていなかった。これだけの騒さわぎが起こっても帝都の夜は落ち着き払っている。訝いぶかしくもあったが、ここは影人の街──こういったことには首を突っ込まないことが鉄てつ則そくなのだろう。闇やみに逃げた黒衣の気配を探ってミズーはあたりを見回した。

　と、火球が不意に巨きよ大だい化し、本来の獣じゆう精せい霊れいへと変形する。その巨体が前まえ脚あしを伸のばして不可視のなにかを打ち落とした。矢かなにかだろう。兆きざしも感じさせない遠距離から発はつ射しやされた。

（新あら手てがいる）

　獣精霊に寄より添そう形で、ミズーは身を沈しずませた。精霊のまとう火か焰えんによってあたりは照らし出され、まるで一帯が火の海であるかのようにも感じられる。闇やみに包まれた舞ぶ台たいは局所だけ光を当てられ、さらに生まれた影かげが役者のごとく躍おどる。

　場違いな高こう揚よう感を覚え、苦笑いとともにミズーはそれを嚙かみ潰つぶした。まったく──わたしは次に振ふり向いた時には死んでいるかもしれないというのに！

　だがファニクの言っていた言葉に首しゆ肯こうする部分もある。確たしかに今この舞ぶ台たいこそが、彼女の得意分野だった。

　ミズーが走り出すと、獣精霊はそれとまったく同じ速度でついてくる。矢の飛来してきた方向から当たりをつけて民家の茂しげみを乗り越えるが、そこにも黒衣の姿すがたはなかった。狙そ撃げきの後、移動したのだろう。

　走る間にも次、また次と矢が飛んできている。単発だが狙いは正せい確かくだった。その度たびに獣精霊が身体からだの一部で矢を落としている。それを頼りに進んでいけば、いずれ黒衣に追いつけるかもしれない──が。

　ふと、ミズーは気づいた。

（わたしは誘ゆう導どうされている？）

　足を止める。もとの家から半区画ほども離はなれた曲がり角の直前で。

　その刹せつ那な、壁の向こうから伸のびた念糸が目の前を通り過ぎていった──咄とつ嗟さに後あと退ずさる。獣精霊が咆ほう吼こうし、その念糸にも自ら触れた。獣精霊に絡からみついた念糸が、どういった威力を発したものなのかは分からない。が、精霊に念糸を使えばまず術じゆつ者しやのほうが反動で傷きずつくことになる。

　悲鳴はない。たとえ傷ついても、黒こく衣いが声を発することはない。だが先に進む精霊に合わせて、ミズーもその曲がり角の向こうへと踏ふみ込んだ。ずたずたの黒装束の下に帷子かたびらを着込んだ黒衣が、足を引きずるようにして逃とう走そうしようとしている。獣精霊はそれを追おうと跳ちよう躍やくの姿し勢せいを見せていた。ほんの一跳とびで追いつくだろう。

　だがミズーは叫さけんだ。

「ギーア！　もどって！」

　声に反応し、獣精霊は半身を残して振り向いた。ミズーはその懐ふところに転がり込んだ──精霊が伸ばした脚あし。それがまた、再さい度どの狙そ撃げきを払い落とす。

　翼つばさが夜気を搔かき混まぜる、特有の羽は音おとが耳に入った。翼ではなく黒衣、帝都の空を羽ばたく魔ま物ものが屋根上から躍りかかってくる。弓は捨てたのか持っていない。ただ細身の剣を掲かかげていた。落下の勢いも借りてその剣を振り下ろし、一刀両断を狙ってくる。

　だがその剣もまた、獣精霊の爪つめに弾はじかれた。その腕わん力りよくに打ち据すえられ、空中から家の壁まで黒衣の身体が叩きつけられる。一瞬で飴あめのように熔よう解かいした剣が地面に落ちた。黒衣は壁から地面に転がったが、受け身は取っていたのだろう。なんらの痛つう痒ようもなく起き上がってみせる。

「ギーア、やはりさっきの黒衣を捕らえて」

　敵てきにまた姿を隠かくされるのは厄やつ介かいだった。とんでもない方法で奇き襲しゆうされかねない。ミズーは対たい峙じする黒衣に向かって無手で構かまえながら念押しした。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶ」

　精霊は不服そうだったものの、短い咆吼をひとつだけ残し駆けていった。

　残された闇に、黒衣と向き合う。黒衣は両腕を横に開いた奇き妙みような構えでじわじわと近づいてきた。特とく殊しゆな武ぶ術じゆつか、あるいはそこから変化するのか。ミズーは拳こぶしを固めた基き本ほん姿勢でそれを待ち受けた。黒衣が瞬時、腰を落とす。

　それが合図だった。黒衣は後方の腕を大きく振り上げるとそのまま一気に距離を詰めてきた──まるで滑かつ空くうするように。半回転した腕はそのまま手刀となりミズーの肩口を狙う。半歩ずれてかわすと、今度は前方の腕が下から回転して顎あごを狙ってきた。またさらに半歩ずれて避よける。

　横を通り過ぎていく黒衣を見送り、ミズーは毒づいた。合わせて一歩分も体を崩くずされては反撃も難むずかしい。大きな動作はそのままリーチの長さを意味していた。それにより先手を取った上で、連続の動作でこちらを崩す。移動に使うのは、滑すべって進んでいくような奇妙な足あし捌さばきだった。足取りから機を摑つかみづらく、また異い様ように速い。

　これを繰り返していけば、いつかは敵を倒せる道理になる。あるいはこの攻撃に慣なれさせたところで奇襲的に変化する技ぎ法ほうも用意しているかもしれない。

　長引けば長引くだけ不利になる。十分に距離を取ってからまたこちらに身体を向ける黒衣を見定め、ミズーは左腰の、本来剣の柄つかがある部分に右手を添そえた──自然と抜き打ちの体勢になるが、肝かん心じんの剣はない。

　黒衣は嘲あざけりを見せることもない。無表情な仮か面めんに息吹いぶきの音から感じさせず、ただ黙もくして作業を繰り返す。再び、黒衣が同じ突撃を見せた。特殊な構え、特殊な打撃、特殊な足捌き。すべて一体とし、まずは打ち下ろしから仕掛けてくる。

　いつもより早い機で、ミズーもまた前に出た。抜き打ちの形で右手を放つ。狙いは黒衣の身体ではなく、打ち下ろされた手首だった。

　籠こ手て打うちは武器の大きさや体格差を無む効こうにする基き礎そであり、また最後の技わざでもある。黒衣の腕を手刀で打ち据すえて、そのままミズーは通り抜けていった。うまくいけば相手の骨ほねに損そん傷しようを与あたえられるかもしれない。それだけの手て応ごたえを覚えてミズーは向き直った。黒衣は打たれた右腕を抱え、後退しようとしている。

　追いかけるために足を踏み出す、その半歩前に。

　ミズーは上体を仰のけ反ぞらせて、自分を狙うなにかをかわした。鼻先をかすめるようにして黒色の鳥が飛んでいく。羽ばたきもなく、鳴き声もなく、それはそもそも鳥ではなく。残ざん像ぞうを頼りに判はん断だんすれば、それは短剣だった。

　平へい衡こうを揺ゆらしながらそれでも転てん倒とうだけは避さけて、ミズーは振り向いた。またさらに新たな黒衣が、左手に持った短剣を曲芸のように回転させながらこちらを見ている。ずっと隠れて見ていたのだろう。その黒衣はもとより怪我を負っていた……

　いや、その男が黒衣ではないことをミズーは知っていた。

「ありがたいわね。黒衣よりは吐はかせやすそうな奴やつが来てくれた」

　告げる。

「さっき最初に見たのは、あなたでしょう。地下で」

「ああ」

　うなずいてみせる。

　黒衣の装束を身につけたその男は、また短剣を投じる構えを見せた──が、その剣を手から離はなれさせるより先に口を開く。

「お前を帝てい都とには近づけさせん」

「既すでに帝都の中よ」

　ミズーが答えるや否いなや、ウルペンは剣を放ほうった。身をかわしてからミズーは間合いを詰めるべく重心を変えたが、敵はとっくに次の短剣を取り出している。迂う闊かつには飛び込めず、緊きん張ちよう感の中でミズーは唇くちびるを舌したで湿しめらせた。

　黒衣。今さらだが、ミズーはそれを意い識しきした。目の前にいるこの男は黒衣ではないが。黒衣の姿は、帝都の中でこそ似につかわしい──そんなことを不意に思いつく。影のように無音で、その呼こ吸きゆうを気け取どらせることなく、描えがかれた絵画でしかないように。黒衣は闇やみ夜よをすり抜けていく。

　ざわめく辺へん境きようの夜をではない。彼らの住すみ処かは帝てい都との影かげ、ここだった。

　ウルペンの声が、夜を煩わずらわせる。

「帝都は永えい遠えんの楽土だ。お前ごときが入り込めるここは、本ほん質しつにおいて帝都ではなかったということだ」

「負け惜おしみに聞こえるけどね」

　返答は短剣だった。闇夜の剣をかわすのは経けい験けんと勘かんに他ならない。だが跳とび退のくたびに危あやうくなっていく。ウルペンは機を変えながら投げている。狙いを外すことなく投剣の癖くせを変えていくなどというのは生なま半はん可かな訓練でできるものではない。

　この男は黒衣ではないが、技ぎ量りようだけならば黒衣に匹ひつ敵てきするものを持っている。認みとめて、ミズーは使えそうな遮しや蔽へい物ぶつを求めた。視線を敵から外すわけにはいかないが、その視界の端はしを物色に使えるよう、立ち位置をずらしていく。ウルペンと彼女との間に植え込みがあるが、背が低く隠れられそうにはない。

　やがて。ミズーは動きを止めた。

　これが最さい後ご通つう牒ちようになる。それを覚かく悟ごし、告げる。

「アストラを返してもらう」

「それはお前の手のとどかないところにある……」

　歌か詞しのようにウルペンは唱え、剣を投じた。

　これはかわせる──ミズーは反転し、短剣をやり過ごした。

　その次の手も、読んではいた。ウルペンはすかさず次の短剣を抜いて続けざまに放ってきた。こちらの回かい避ひの癖を予よ測そくした上で。これもかわせる。

　ただし体勢は崩れる。彼女が刈かり込まれた芝生しばふの上に倒たおれ込こんでいる間に、ウルペンがさらに次の短剣を用意しているのは見えていた。だがその時には、ミズーもまた念糸を紡つむぐことに成功している。

　解き放った念糸はウルペンにではなく、手前の植木に巻まき付いた。意い志しを注ぎ込むと、生木を無理やりに燃ねん焼しようさせる。炎は瞬しゆん間かん的にだが燃もえ上がり、彼女と敵との間を閉ざした。その間にミズーは起き上がり、駆かけ出した──炎ほのおの中へ。炎の向こう側へ。

　燃え上がる植え込みを突っ切り、ミズーはそのままウルペンに肉にく薄はくした。短剣を投げる機を逸いつしたウルペンは当然距離を取ろうとする。構わずにミズーは踏み込んだ。伸ばした手が黒衣の装しよう束ぞくを摑つかむ。腕力に任まかせて相手を引きずり倒し、ミズーはそのまま相手に馬乗りになった。

「俺おれを──契けい約やく者しやを殺すことはできんぞ」

　つぶやくウルペンの両腕を足で押さえ込み、顔面を殴なぐりつける。

「お前は俺を殺せない……アストラに触ふれることもできない。未練たらしく帝都を彷徨さまよううちに、お前だけが死ぬ」

　彼が囁ささやく間に、ミズーは無言のまま殴おう打だを繰くり返した。仮面ごしに伝わってくるウルペンの哄こう笑しように、一打ごとに力を強めて拳こぶしを打つ。

「いや……お前も……死なないか。ならば俺のように……今度は身体からだをすり減へらす。俺は……妻つまのためならば、絶ぜつ対たいに勝てないお前にも立ち向かうぞ……だがお前は……姉のために……同じことが……できるのか？」

　息も絶たえ絶だえになったウルペンの頭上で、両りよう拳こぶしを組み──

　力任せにミズーは叩たたきつけた。ウルペンの身体から力が抜け、それきり黙り込む。気を失ったのだろう。

　自分こそ気絶したい──そんな思いを胸むねの中ですりつぶし、ミズーは意い識しきのない男の胸むなぐらをさらに摑み上げた。黒衣よりは吐かせやすい？　馬鹿馬鹿しい。自分は本気でそんなことを考えたのか。

　怒いかりは長続きしなかった。

（本当に、わたしは腑ふ抜ぬけた。あのマグスに嘲あざけられるのも道理よ）

　その男を締しめ上げる手に力が入らない。自覚してミズーは嘆たん息そくした。手を放し、仮面の下で眠ねむるウルペンに囁ささやく。

（……両手が使えれば、あなたの勝ちだったでしょうね）

　既すでに、背後に新たな気配を感じることは慣なれていた。だが嫌いやな感触ではない。ミズーはウルペンの身体から離れ、立ち上がってその気配にすがった。そこには獣じゆう精せい霊れいがもどってきていた。

　だが。

　ミズーは顔をしかめた。獣精霊は黒衣を捕とらえていない。しかも傷きずついている──身体の表面に、幾いく筋すじもの傷が刻きざまれているのがうかがえた。獣精霊は警けい戒かい態勢であたりを見回している。

　獣精霊が逃げ帰ってきたのでないことは、当然のようにミズーも悟さとっていた。彼女の精霊をここまで傷つける敵が、まだ近くに存そん在ざいしている。獣精霊は、その敵から彼女を守るためにもどってきたに違いない。

「ギーア！」

　呼びかけて、駆け寄る。傷に対する同情は必要ない──この獣精霊は紛まぎれもない戦士であり、また彼女の半身なのだから。同情などすればかえって戸と惑まどわせることになるだろう。それでもミズーは素す早ばやく精霊の状態を観察した。深手ではない。小こ競ぜり合いをした程てい度どで離り脱だつしてきたのだろう。もともとギーアは、主あるじの安全を守れない状じよう態たいで強敵に決戦を挑いどむほど迂う闊かつではない。

「それが噂うわさに聞く獣精霊ギーアか……ミズー・ビアンカ。確たしか辺へん境きようの殺し屋だったか」

「千せん客きやく万ばん来らいね」

「客人は君だろう。帝てい都とへの招まねかれざる客」

　ミズーは皮肉を告げたが、相手の答えはもっともなことだった。

　男がひとり姿すがたを見せる。黒衣とは違う。舗ほ装そうされた道に靴くつ音おとを響かせ、ただ普通に現れただけだった。隠れる必要も、潜ひそむ必要もない──堂々としたその男の態度はそれを物語るようでもある。

　深緑の軍ぐん装そう。顔には見覚えがあった。地下道で出会った、若わかい特とく務む騎き士し。手にしているのは飾かざり気のない水すい晶しよう檻おりだった。本来は首くび飾かざりの形けい状じようなのだろうが、鎖くさりが切れてしまっている。

「そういった者を排はい除じよするのは黒衣の役目なのだが。今こ宵よいわざわざわたしが待機させられていたのは、君の精霊のせいか。説明せずとも分かるだろうが、黒衣はそのあたりのことを言葉で説明してはくれないのでね……」

「わたしがいつ帝都に侵しん入にゆうしたのかについては、きっと見当がついてるんでしょうね、軍ぐん属ぞく精霊使い」

　ミズーは言い放つと、その精霊使いの周囲を凝ぎよう視しした。彼の持つ水晶檻には、精霊の存在を示す靄もやのような光はない。さらにはどこかに特務騎士配下の直護衛が控ひかえている可か能のう性せいは高かった。

　相手の眼まな差ざしから自分の言わんとするところは伝わっていると踏ふんで、ミズーはさらに続けた。

「まだ黒衣はあたりに潜ひそんでいるんでしょうね。戦闘中、わたしがなにか叫んだとしたら彼らに聞かれてしまうのかしら」

「彼らが気にするとは思えないな」

　男は動どう揺ようを見せることなく、端たん正せいな顔に澄すました笑えみすら浮うかべている。

「軍属精霊使いエリコ・スアハは過か去この悲ひ劇げきについては胸むねにしまい、誠せい心しん誠せい意い、帝国に仕つかえている。もとより我わが愛する民たみが、今は帝国民としてここに暮くらしているのだ。どうしてわたしに愚おろかな真ま似ねができようか？」

「複ふく雑ざつな立場ではあるんでしょうね。でも同情できるのは、余よ裕ゆうがあるうちだけよ」

　ミズーは言い切ると、ギーアから離れた。敵の精霊はまだ姿を見せていないが、ギーアの様子から存在は分かる。

　名乗ったところによるとエリコ・スアハ──その精霊使いはどこか見とれるように獣精霊を眺ながめてから、大声で呼ばわった。

「では、ハート・オブ・レッドライオンに我わが魔ま精せい霊れいをお目にかけようじゃないか。失われた戦精霊を別にすれば、これが帝都で最強の一体となる……アイ・オブ・ストローム、レプチュール！」

　植え込みの火はとうに消えていた。今はさらに明るい獣精霊の炎ほのおがある。

　だがそれすらも搔かき消されるような、凍こごえる闇やみの胎たい動どうがあった。魔精霊レプチュール。これもまた名乗りによって知らされた名めい称しよう。その精霊はそこにいた。ずっとそこにいたのだと、ミズーはようやく気づいた。エリコ・スアハのすぐ頭上。その闇が揺ゆれる。

　アイ・オブ・ストローム。その名の意味は聞くまでもない。闇は単色の渦うずに混ざり合い、その中央に瞳ひとみのような紋もん様ようを現あらわした。黒い球体が浮かんでいる。その横から一本だけ、かぎ爪のような腕うでが生えていた。

　巨きよ大だいな穴あなが空気を吸すい込こむような嘶いななきが響いた。

　実じつ際さい、なにかを吸っているのだ──とミズーは直感した。既すでに近寄った炎と光を吸い込み、闇の瞳をわずかに閃ひらめかせている。

　応おう答とうのごとく、獣精霊が咆ほう吼こうを轟とどろかせる。

　迷まよいなくギーアが大地を蹴けった。炎の足形を残し、虚こ空くうの眼がん球きゆうへと躍りかかる。

　振り上げた爪そう牙がは火か炎えんを纏まとい、閃せん光こうとともに夜を引き裂さく。獣精霊の一撃は魔精霊の中心までも貫つらぬくと思えるほどの威い力りよくを大気に伝でん染せんさせていた。球体が歪ゆがみ、獣の爪に地面まで引きずり下ろされた。だが、跳はね上がって再ふたたび宙ちゆうに浮かぶその表面には傷ひとつない。力も炎もすべて、吸い込まれてしまっていた。
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　ギーアがうなる。一声ごとに炎の鎧よろいを厚あつくし、光を強めていく。眩まばゆいばかりに輝かがやく獣をこの眼球模も様ようで見み据すえ、魔精霊は腕のかぎ爪を大きく広げていった。

　巨大な二体の精霊が争う横で軍属精霊使いが腰の剣けんを抜く。不敵に微笑ほほえみ、彼は告げてきた。精霊の轟音のただ中、はっきりと聞き取れる高らかな宣せん言げんを。

「わたしは直護衛を持たない。自らより強い兵を知らないのでね」

「上等」

　嘲あざけるつもりで、ミズーは笑みを返した。自信を持ち、傲ごう慢まんで強気──この男は、まるで自分だった。

（なら叩たたき潰つぶす）

　決意し、踏み出す。軍属精霊使いは伸のびやかに剣を構え、待つこともなく駆け寄ってきた。甘あまい突きを繰り出し、またさらに距離を詰めようと踏み込んでくる。

　すぐにミズーは失望を覚えた──この男は傲ごう岸がんなだけで戦い方を知らない。手数が多いため傍はた目めには派は手でな戦法に見えるかもしれないが、その内ない容ようは急所を狙う厳きびしさもなく、剣の重さに振り回されている。素す手での相手にわざわざ身体からだを触れるほど近寄ろうとしてくるのも、身体が勢いきおいを殺せていないせいだろう。だが。

「精霊の争う音で、周りには聞こえない」

　唇くちびるを動かしもせずその男が耳打ちしてきた時に、それがすべて演えん技ぎなのだと理り解かいした。

　了りよう解かいの印に、ミズーは片かた目めを閉とじた。

「わたしは疑うたがいをかけられている。影人を刺し激げきする今回の任にん務むにわざわざ駆り出されたのも無関係ではないだろう。脅おどされたところで手助けはできない」

　近づき、遠ざかることを繰り返しながら、それらを細切れに伝えてくる。先とは別の失望を覚えながらも、ミズーは再び片目を閉じた。

　エリコ・スアハは続ける。こちらの慣なれを感じ取ったのか多少鋭するどさを増した剣を繰り出しながら、

「だが今回わたしが持ち出したレプチュールは制せい御ぎよが難しいことで知られている。本来わたしには扱あつかうことが許ゆるされない代しろ物ものだ。いいか、これ以上誤ご魔ま化かすのも難しい──これからわたしは本気で仕掛けるが、その戦闘でわたしを気絶させろ。そうすれば命令を失った精霊は暴ぼう走そうする。その騒ぎで逃にげられる」

「ありがとう」

　それだけは伝えたく、口に出す。

　ミズーは大きく後退した。

　軍属精霊使いが裂れつ帛ぱくの気合いを吐き出す。構えは変わらない。だが対たい峙じしている者だけには殺気の変化が分かる。本気の攻こう撃げきが来る。

　言葉に違たがわない一撃ではあった。単たん純じゆん明めい快かいだが、俊しゆん敏びんな平突き。その男の技わざは単なる速度よりも極きよく端たんに動作が小さく挙きよ動どうが読みづらいため、受ける側はどうしても一歩遅おくれざるを得ない。

　それでも回かい避ひできたのは、これが本気だと分かっていたからだろう。頭をずらして切っ先をかわし、すかさず踏み込む。

　胴どうの中央、首、顔面へと続けて拳こぶしを埋うめ、最後に肘ひじ打うちで仕し留とめる。意識を奪うどころか殺傷しかねない強力な拳打だった。恐おそらくこれくらいせねば周囲の眼は誤魔化せまい。倒れたエリコに、ミズーは一いち瞥べつもくれなかった。

「ギーア！」

　精霊を呼びもどす。獣精霊は標的との激突から一歩退くと、ミズーの傍かたわらまで引き返してきた。ギーアの体表の傷は増えているが、魔精霊には外からうかがえるようなダメージはない。不服を示しめすように喉のどを鳴らす獣精霊の肩かたを、ミズーはゆっくりと撫なでつけた。獅し子しの興こう奮ふんが収おさまるのとは対照的に一帯はざわめきを増していく。

　魔精霊は少しずつ高度を上げていた──と同時に、鳴動を始めている。肥ひ大だい化かしている。刻こく一いつ刻こくと力を増していることも間違いない。

　念のためミズーはあたりを見回した。

　案あんの定じよう、既すでにウルペンの姿はなかった。







　第五章　ソードマンシップ

　　　　　　（剣けんの足あし枷かせ）







「姉さんは黒こく衣いを倒たおすたびに味方を増ふやすっすねぇ」

「そうかしら」

　到とう底てい納なつ得とくできずに、言い返す。頭に巻まかれた包帯を外はずしながら。

「得たものがあったとは思えないんだけど」

　例の影かげ街まちにある隠かくれ家が。万ばん全ぜんの病室のようにとはいかないが、毛もう布ふを何枚まいも積み重ねた上にミズーは寝ねていた。今は半身を起こしているが。

「そんなことないっすよ。あの影人たちを救って黒衣を退しりぞけたってことで、信しん頼らいを得られたじゃないっすか。むしろ黒衣に感かん謝しやしたっていいくらいすよ」

「おかげで二日も寝込んだのよ」

　取った包帯を床に投げ捨て、ミズーはふてくされた声をあげた。傷きずは大したことはない──逃とう走そうは我われながら見事なものだった。ただ疲ひ労ろうが溜たまっていたせいだろう。帰り着いた隠れ家の前で足を滑すべらせ頭を打ち、半日以上うなされた。

　あの魔ま精せい霊れいの暴あばれ方を思い出してみるに、そんなことで済すんだのは確たしかに幸運だったと言えなくはない。精霊はその区く画かくを飛び回り、少なくとも家屋を十棟とうは破は壊かいし尽つくした。たとえ影街だとはいえ帝てい国こく軍まで出て、その処しよ理りに当たったのだ。エリコ・スアハが無事だったのかどうかは分からない。ただ影人の中には死し傷しよう者しやも出ただろう。

「でも通りは帝国兵の巡じゆん回かいが煩うるさくなってるっすから、どうせ寝てるしかなかったっすよ」

「そういう問題じゃないわよ」

　外傷も頭ず痛つうも落ち着いたというのに不ふ機き嫌げんは収おさまらず、当たり散らす。包帯の次の標的は毛布だった。蹴けり剝はがして立ち上がる。

「一いつ刻こくも早く姉を救いたいことは言ったはずでしょう」

「急せいたところで無理は通らないっすよ。情報なしじゃなんとも」

「ええ、ええ、そうでしょうね。ウルペンを逃がしたわたしが大間ま抜ぬけだったのよ。分かってるわよ」

　壁かべを叩たたいて続ける。見るとファニクは彼女が捨てた包帯や毛布を拾い集め、まるで上の空の表情で会話についてきている。

　ミズーは額を押さえて沈ちん黙もくした。あの夜から二日間、つまるところこの会話を繰り返してきただけだった。いい加か減げん、やり取りにも慣なれてしまっているのだろう。

「ウルペンというのは何者なのかしら」

　彼女がつぶやくと、ファニクが初めて顔を向けてきた。彼の反はん応のうで、これが初めての話題だと自覚する。

　そうなると考える価か値ちはあると思えてくる。抱かかえていたものを部屋の隅すみに積み上げつつ、こまめに包帯の巻き取りを始めながらファニクが口を開いた。

「そのウルペンっての、姉さんの話じゃ黒衣の格かつ好こうしてるんすよね？　それで黒衣じゃないって、確かに変な地位だと思うっすけど」

「例の軍属精霊使いが気になることを言っていたのよ。なんだったかしら。自分は裏うら切ぎりを疑われていて、あの夜呼び出されたのもそれを試ためされてるからだって」

　自分でも考えがまとまってはいなかったため、壁の間を往おう復ふくしながら筋道を探し当てていく。

「ウルペンが、わたしを始末するのにそんな不確実な人間を駆り出すわけがないから……あの軍属精霊使いと黒衣たちは結局、本当にただ影人を取り締しまるために出てきたのね。ウルペンはそれに紛まぎれ込こんだだけで、彼は本来、黒衣や帝国軍を動かすような権けん限げんはないんじゃないかしら」

「まあ、ちょっと特とく殊しゆ過すぎて手がかりにはならないっすねぇ」

　ファニクがは気乗りしない返事をよこしてきたおかげで、ミズーも意気を軽く挫くじかれるのを感じていた。二日前に部屋のどこかに投げたはずの髪かみ留どめを探さがしていたのだが、ふと彼を見やると、ポケットからそっと目当ての物を差し出してきている。それを受け取り、手早く髪をまとめながら、それでもこだわる。

「でも実じつ際さい、黒衣は彼に従したがっていたようだった……黒衣に命令できるのは帝ていだけなんでしょう？　それにあの男は帝のこともよく口にするわね」

「こう言っちゃなんすけど、そいつ、途と方ほうもなくおしゃべりっすね」

　ギャングの指し摘てきに、ミズーは小さく笑った。

「そうね。でも、黒衣でもない者が黒衣のふりをしていると、しゃべれる時には饒じよう舌ぜつになってしまうのかもしれないわね」

「総そうじてみると、ウルペンって男のために帝が自分の黒衣を貸かしてやってるって感じに聞こえるっすね」

　彼の指し摘てきに、今度はミズーが水を差す。

「それこそ、どんな立場なの？」

「さあ……でも、帝と対等の立場の存在ってことになるっすよ。帝は自分の身辺を守る黒衣部隊をなにより大事にしてるっすからね」

　巻まき終わった包帯の束たばを置いて、今度は毛もう布ふを折り畳たたみ始める。いっしょにいて分かったことだが、この男は妙みようなところで几き帳ちよう面めんだった──そして言い出したことは大たい抵てい実行する。最近では、この隠かくれ家がの屋根を直したいと言って聞かない。帝都に雨は降ふらないと自分で言いながら。

　もっとも、その彼のおかげで助かっている点も多々あった。今の髪留めもそうだが、あの夜に影人の家に置き去りにしてきた──なにしろがれきの下した敷じきになっていたのだから──獅し子しのマント留めをさりげなく持ち出してきてくれていたのもこのまめなペイン・ギャングである。

　そして彼女が拾い切れなかった言葉を無む造ぞう作さに持ち出してくることもある。今がそうだった。

（対等の立場……契けい約やく者しや？）

　ウルペンと帝が同じ精霊アマワとの契約者だとすれば、その関係は成立する。

（マリオ・インディーゴが──というよりベスポルトが帝宮に用事があるというのも筋すじが通る。これは外れてはいない。きっと）

　とはいえ、その契約がなんであるのか、それすら分かっていない。

　契約者が誰だれなのかも、まだ全員は判はん明めいしていなかった。

（核かく心しんに迫せまっているようで、どのあたりに中心があるのかも謎なぞなのね）

　だがそれでも、理解できることから摑つかんでいくしかない。できることからやっていくしかないように。

　彼女が黙もくしていることで退たい屈くつしたのか──ほかの話題に切り換かえたかったのか。ファニクが陽気な声をあげる。

「でもまあ、今日までに姉さんが回かい復ふくして良かったっすよ」

「そうね」

　これもまた、今まで何度も繰り返された確かく認にん事じ項こうだったが、それでもファニクは言ってきた。

「影人たちの話じゃ、今夜フリウ・ハリスコーが帝都入りの予定らしいっすから」




　ファニクに同意することは抵てい抗こうがあるものの、確かに影人の態たい度どが軟なん化かしたのはあの戦せん闘とうのせいなのだろう。黒衣によって仲間を大おお勢ぜい失い、生き残ったのはあの三人と外に出ていた数名。支し部ぶはほぼ壊かい滅めつしたらしい。

　影街を破は壊かいした精せい霊れいの暴ぼう走そうによる被ひ害がいも大きく、その憤ふん懣まんも手伝って影人たちはすんなりとミズーらの言葉を信じるようになっていた。新たな協力体制を作る中で、彼らが漏もらしたのは帝都破壊の切り札の存そん在ざいだった。

「どんぴしゃっすね。フリウ・ハリスコーのことっすよ。彼らは黒衣と戦えるような護ご衛えいを求めてるっす──姉さんを推すい薦せんしたら飛びついたっすよ」

（まったく。嫌いや味みみたいにうまく運ぶ）

　影人のマントをまとって下水道に集まると、ミズーは全員を見回した。影人たちは五名。ミズーを迎むかえに来た時とまったく同じ格かつ好こうである。

　通路に入っても、今度は軍ぐん属ぞく精霊使いエリコ・スアハの姿すがたはなかった。失しつ態たいの責せき任にんを取らされているのか、あるいは茶番が露ろ見けんして抹まつ殺さつされたのか。後者ならば噂うわさくらいは耳に入ってくるだろうとミズーは自分に言い聞かせた。ああいう男は、好きだと、すんなりと思うことができる。

　帝都への進入路。行く手が既すでに知れているからか、それを逆進するのはそれほど苦く痛つうがなかった。やがて川の音が聞こえ、闇やみ夜よに出る。荒こう野やを走るにも、今回は周囲を警けい戒かいするだけの余よ裕ゆうがあった。

（さて……来たのは良いけれど、どうする？）

　ベスポルトの娘むすめとは、ろくに話をしたこともない。あの警衛兵も自分にはろくな印象は持っていないだろう──リス・オニキスは論ろん外がいだった。説得して引き返してもらえる見込みはないに等しい。

（なら、脅おどす？　どうやって）

　武ぶ器きはなく、相変わらず空手だった。水すい晶しよう檻おりは身につけてきているが、あの高地の村のことを思えばベスポルトの娘に精霊をけしかけることは絶ぜつ対たいに避さけたい。

（まあ、考えても詮せん無ないわね）

　ミズーは走る速度を緩ゆるめると、全体の後方についた。

　目的地に目印はない。風の吹ふき荒あれる中、誰がいるのか探さぐることも難むずかしかった。全体の速度が落ちるということもなく、行進は突然に停止した──つんのめるような形で、ミズーも立ち止まる。

　帝都からは死角となる窪くぼ地ちに、人間がいた。

　それらは不ふ鮮せん明めいな塊かたまりのようにしか見えなかった。荷物の固まったあたりにひょろ長い人影と、それにぴったりとくっついた子こ供どもの影がようやく見分けられる。少し離れて、小こ柄がらな姿も。

「来たぞ」

　合い言葉もなにもない。影人のひとりが、その小柄な影に囁ささやいた。短いやり取りを経へて近づいていく。ミズーだけはその場に立ち止まって呼こ吸きゆうを整えていた。すべてを短時間で片かた付づけるために力を溜ためる。荒野に悲鳴を響ひびかせたくはなかった。

　無音で走り出す。一直線に、最さい後こう尾びの影人の背せ中なかへと狙ねらいをつけて。

　拳こぶしを打ち出す。

　無む防ぼう備びな背を打たれ、影人の身体からだは一撃げきで転てん倒とうした。念のため脾ひ臓ぞうを蹴けり上げて次の標的へ向かう。時間をかけて狙いをつけた上で動いているミズーとは違い、突とつ然ぜんの奇き襲しゆうに慌あわてている影人たちの動きには戸と惑まどいがあった。視界も確かではない闇の中、ミズーは次々に相手を打ち倒していく。

（五体目……）

　影人の最後のひとりに、通り過ぎざまの膝ひざ蹴げりを差し込んで押おしのける。全員意い識しきを奪うばえたわけではないが、しばらくは動けまい。ミズーは既すでに、最後の敵てきへと注意を向けていた。その影もまた、待ち構かまえるようにこちらを見定めている。

「リス・オニキス……わたしが誰だかは分かっているわね？」

　囁ささやいて告げる。

　とうに気づいてはいただろう。その老人は影人に似にた黒装しよう束ぞくの隙すき間まから息を漏もらしたようだった。

「……つまらんことをするではないか。なんの思いつきだ？」

「思いつきではないわ。わたしは約束を果たしているだけ」

　前々からの約束をね。

　ミズーは胸きよう中ちゆうで付け足すと、相手の間合いを外す意図で一度踏み込みを遊ばせてから一気に距きよ離りを詰つめた。

（手て強ごわい……！）

　組み合う前から分かる。相手に触ふれられれば負ける。

　暗闇の中で敵の動きを知ることは難しい。ましてや勘かんを裏うら切ぎり、反応を上回る相手では。ミズーは肌はだで感じる動きのままに両りよう腕うでを回した。それぞれ右、左。老人の拳こぶしと思われる打撃を外に反そらす。

　ミズーの放った低い足蹴りも、肩から頭への体当たりも敵の身体に触れられない。悪あく夢むと取っ組み合いをしているような心地ここちで、ミズーは体勢を下げ、手を使ってリス・オニキスの足を摑つかみ上げようと図はかった。が、恐おそれを覚えて手を引く──ちょうどその位置に、リスが激はげしく足を打ち下ろした。

　急流にはまり込むように、焦あせりが身体を回転させていく。続けて全身で敵の打撃を避よけながら、ミズーは叫んだ。技わざではなく、ただ怒いかりに任せて両手を突き出す。

　双そう拳けんが、なにかに触れた。

　棘とげのある乾かわいた物体だった。だが少し遅おくれて、その硬かたさの内側に不ふ快かいなほどの柔やわらかさが伝わってくる。ミズーはただ感情に突き動かされて拳を押しつけた。打撃の威力はとうに伝わりきって、その物体は構造物が壊こわれる耳みみ障ざわりな音を発している。

　叫んだつもりで、声は出ていなかったのだろう。ミズーはただかすれた息だけを引きずっていた。老人の身体が倒れるのが分かる。自分もそれに引きずられ倒れそうになっていると気づき、なんとか足を広げて立ち直る。

　寒風の中で汗あせを拭ぬぐい、ミズーは吐息した。頭を押さえる。知らないうちに打たれていたのか、ひどく痛いたんだ。

　耐え難がたい頭ず痛つうの中──自分を見ている眼めに気づく。自分が来た当初の目的を思い出してミズーはうめいた。

「立ち去りなさい。そして二度ともどってこないこと。あなたたちのためよ」

「ミズー・ビアンカ！」

　警けい衛えい兵の声。場所もわきまえずに大声で叫んでくれる。

　早いうちに用よう件けんを済すませたほうがいいだろう。今度は影人なしで、あの通路を帝都までもどらねばならない。早口でミズーは続けた。

「問答するつもりはないの。そうね。言い換えてもいいわ。あなたたちもわたしに叩きのめされたくなければ言う通りにしなさい」

　倒れているリス──恐おそらく、それがいるあたり──を指し示しめして、告げる。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいを信用するなとは、既すでにその元警衛兵には伝えてあった。それをこの男がどこまで本気に受け止めたのかは分からないが、さすがに自分の体験談をここで説明している時間もない。彼らがリスを信用するか、彼女の忠ちゆう告こくを聞く気になるのかどうかは、あまり分ぶの良い賭かけではないだろう。自覚していたもののほかにうまい手も思いつかず、ミズーはただ暗闇から両者を睨にらみつけた。

　迷まようように、ふたつの人影が揺ゆれる。だが。

「ミズー・ビアンカ。君の指し示じには従したがえない。君はぼくたちを帝都に案内するんだ」

「サリオン！」

　今度はベスポルトの娘むすめまでもが甲かん高だかい声をあげた。

　ミズーはさらに顔をしかめたが、表情が相手に見えないことを失念していた。警衛兵は制せい止しも聞かずにあとを続けてくる。

「フリウは破は壊かい精せい霊れいを制せい御ぎよできる。君にだって勝ち目はない。ぼくたちに従うんだ」

（馬ば鹿かか）

　声に出さずミズーは罵ののしった。この場で精霊を出せば、砦とりでの警衛兵が異い変へんに気づくだろう。帝都に入るすべての通路を封ふう鎖さし、迎げい撃げきのために精霊を繰り出してくる。破壊精霊は帝都の精霊をすべて返り討うちにできるかもしれないが、その戦闘で娘が生き残れるかどうかはまた別の話だ。

「……その娘を死なせたいの？」

　ミズーが問うと、警衛兵は即そく座ざに否ひ定ていしてきた。

「違ちがう。今まで誰ひとりとして、この子の人生の意味を守ってやろうという大人はいなかった。ベスポルト以外にはね。彼を取りもどす手伝いをしなければならない。これは今までなにもできなかったぼくの償つぐないでもある」

「話していても無む駄だのようね」

　小声でつぶやくと、ミズーはそのままきびすを返した。倒たおれている影人らをまたいで、全速力で駆かけもどっていく。この時のために道は記き憶おくしていた。強風、曇くもり空……これらは彼女の足跡を消してくれるだろう。急げば、あのふたりはついてこられまい。

　否いな。

（馬鹿はわたしか）

　自分の間抜けさに舌した打うちする。意味がない。影人やリスが動けるようになれば、また普ふ通つうに通路を通ってくるだけだろう。ベスポルトの娘とあの警衛兵、話の分からないあのふたりを足止めするためには、案内人を全員消す必要がある。

（もどって……殺すのは容易たやすい）

　足を止めて自問する。

　もどって、この手で絞しめ殺す。武ぶ器きはないのだから素す手でしかない。

　手のひらに感かん触しよくを妄もう想そうする。

（どうしたの。アイネストの言葉を気にしてるとでもいうの？）

　呼こ吸きゆうを荒あららげるが、風の音には及およばない。荒野の音は耳障りに思考を邪じや魔ました。

　誇ほこりがある。

　他ならないマグスの言葉でなければ、それを誇りに思うのだろうか。思えるのだろうか。だが、それを抱かかえてなにをすればいいのか。そんなことすら不確かではないか。剣けんを腰に下げたところで、それでなにをするのかは分からないように。

（それが剣士……？）

　ファニクの言葉に入れ替かわれば、不ふ快かいさは多少消えた。

　人生の意味を。元警衛兵の言葉もまた耳に蘇よみがえる。

　既すでに現あらわれてしまったものは消すことができない。殺しても、壊こわしても消すことはできない。悪夢に現れた精霊は、確かそう言っていたか……

　長く考えすぎていた。

　立ち止まったまま、ミズーは振り返って自答した。聞こえてきたのは騒さわがしい足音だった。娘と警衛兵が追いついてきてしまったのだろう。答えの出ない問いを反はん芻すうしているうちに、既に足音が近づいてきている──まさに今の自分の生き方そのものだ。

　諦あきらめてミズーは再ふたたび駆かけだした。今度は子こ供どもにもついてこられるよう、手て加か減げんして。




「ここよ」

　帝都の隠かくれ家がに着いてから、ミズーはふたりに告げた。

　倒たおれていた影人から剝はぎ取ってきたのだろうマントにすっぽりとくるまったふたり──それは帝都で反帝国活動を行う影の住人というよりは、幽ゆう霊れいの扮ふん装そうをした子供にしか見えなかったが。そのふたりを眺ながめやって、促うながすように手を振る。

　余よ計けい者ものを引き連れての帰き還かんは神しん経けいを遣つかったが、厳きびしくなっているはずの帝都の警けい戒かいに引っかかることもなく元警衛兵と娘とを連れ歩くことができたのは、類たぐい希まれなる幸運としか言いようがない。

　あるいは、もっと陰いん湿しつな罠わなにかかってしまっているのかだ。後ろ向きの感情に首くび筋すじを撫なでられているように、ミズーはむず痒がゆく黙り込んだ。肩越しに、背はい後ごのふたりを盗ぬすみ見る。そのふたりこそが自分の感情を引っ張っているのか。そんな心地にもなる。

　元警衛兵はともかく、ベスポルトの娘むすめは初めて見る帝都の街まち並なみに心奪われたのか、ぽかんと大口を開けてあちこちを見回している。まるでそれが珍めずらしいものであるかのように影街の白い屋根を眺ながめる姿すがたは、傍はた目めにも愚おろかなものではあった──おかげで娘は顔を伏ふせて隠かくすのも忘わすれることが多かったため、ここまで何度も注意しなければならなかった。彼女の水すい晶しよう眼がんは、指名手配の人相書きを知らない者の注意すら引いてしまうだろう。

　影人のマントを脱ぬぎ捨すてて、家に入る。苛いら立だち紛まぎれにマントを投げ捨て、ミズーは呼びかけた。

「ファニク……ファニク！　いない？」

　予定では、彼は一日ここに待機しているはずだった。隠れ家に漂ただよう無人の空気はそれを裏うら切ぎっているものの、予定を狂くるわせる要よう因いんとなったような騒ぎの痕こん跡せきも見当たらない。

　次々に部屋を見て回ると、呼びかけに反応したのは目当てのペイン・ギャングではなく元警衛兵だった。

「仲間がいるのか？」

　見ると、廊ろう下かに娘とふたり立ち尽つくして所在なくしている。

　ミズーは肩をすくめた。

「ちんぴらよ。ちんぴらのボスに借りたの。でも神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいなんかに頼たよるよりはよっぽどいい」

　と、ふと思いつく。リス・オニキスがいない今、このふたりはもしかしたら隠れる場所も行くあてもないのかもしれない。話に出たついでにミズーは付け加えた。

「あなたたちになにか隠れ家のあてがあるのなら、彼に安全を確たしかめてもらいなさい。危き険けんに対しては鼻が利きく男だから。ほかにも必要なものがあれば調達できるかも」

　持ち上げるのはどこか癪しやくではあったが、そういった事こと柄がらに関しては自分よりも明らかに彼のほうが役立ちそうではあった。と、元警衛兵が訊きいてくる。

「必要なものって、どんな？」

「剣けんとか斧おのとか」

　彼女が答えると、彼はあからさまに顔をしかめてみせた。

「いや、いらないよそんなの。なにに使うんだよ」

　どうしてこうも全員が全員、武器が不要なものだと自然に信じているのか。

　大おお仰ぎように剣を預あずけてきた自分がよほど愚おろかだということなのか。

　よくは分からなかったが、その通りなのかもしれない。腑ふに落ちずに嚙かみしめているうちに、少女のほうが不意に声をあげた。

「あなたは……ひょっとして今、あたしたちを助けてくれてるの？」

　それは分からない。

　そのまま、ミズーは表情に現した。しみじみと少女を見やる。そういえば、マリオ・インディーゴも同じくらいの娘か──と連想し、ミズーは疲つかれを覚えた。何十歳さいも違うわけではない。が、どうしてこうも理り解かいし難がたいのか。

　娘は続けて訊きいてくる。

「あたしたちを助けてくれるのなら、なんでリス爺じいちゃんを置いてきたの？」

　ミズーは横目で警衛兵へと視し線せんを刺さした。この男は結局なにも話していないのだろう。神秘調査会の意図通りにのこのこと帝都まで来たところを見ると、そもそも多くを望むのは間違いなのかもしれないが。

「リス・オニキスはあなたたちの帝都への案内人なんでしょう？　忘わすれて欲ほしくはないけど、わたしは本当はあなたたちを帝都に入れたくはなかった」

「どうして？」

　頼るように眼を丸める彼女に、告げる。

「ベスポルトとの約束だからよ」

　娘の顔に、驚きよう愕がくが広がる──その刹せつ那な。

　一いち撃げきするような物音が轟とどろいた。突とつ風ぷうが埃ほこりを巻まき上げる。狙ねらったとしか思えないほどすぐ間近に落下してきたのは廊ろう下かの天てん井じようだった。天板がなにかを乗せて警衛兵を床ゆかまで押おし潰つぶした。情けない声で、警衛兵が助けを求める声をあげている。

　天板の上には、どこか優ゆう雅がな格かつ好こうでファニクが寝ねころんでいた。抜ぬけ出そうともがく警衛兵をかえって不満そうに見下ろしながら、左右を見ている。

「なにやってんの」

　ミズーが問うと、彼は澄すまし顔で答えてきた。

「……天井直そうと思ってたっすよ。でも帝都にゃ雨は降ふらないって本当っすかね？」

「降るよ雨くらい」

　元警衛兵が険けん悪あくに声をあげる。無む論ろん雨のことではなく、ファニクが板の上でくつろいでいるのが不満なのだろう。

「あれ？　じゃあなんで降らないなんて噂うわさになるっすか」

　ファニクはなおもそこを退のこうという発想がなかったようだが、ミズーが手で合図するとようやく気づいたのか警衛兵の上から転がり落ちた。と、なにごともなかったように訊たずねてくる。

「……で、なんでこの人ら連れてきてるっすか？　追っ払ぱらうって言ってたっすよね」

「成り行きよ」

　腕うで組ぐみして、つぶやく。ファニクは不ふ吉きつそうに眼を細めた。

「成り行きで、ほかにはまたどれくらい予定変わったっすか？」

「影人をリス・オニキスごと全員ぶちのめしてきたわ」

「うえっ。本当にやったっすか？　なんで武器もなしであんなのに勝てるっすか」

　それについては思い出したくもない。ミズーは無視するとあたりを示した。差し迫せまった問題だけでも手に余あまる。これで今度こそ完全に影人を敵てきに回したのだ。

「ここにはもういられない」

「そりゃそうっすね」

　彼が同意した隙すきに話が途と切ぎれる。

　ミズーは少女へと向き直り、嘆たん息そくした。

「できれば、きちんとベスポルトとの約束は果たしたいんだけど。わたしも、そう自由に動き回れるわけではないの。本当は、あなたのために余よ計けいな時間を使うのは痛いた手でだったけど……」

　これ以上は言っても意味のないことだった。怪け我がと疲ひ労ろうの回復にあてた二日間はともかく、さらに一日を潰つぶしてしまっている。恐おそらくウルペンはまた次の手を用意しているに違いない。

　が、それは望むところでもある──少しでもアストラの所在に近づくためならば。

　やはり危険が伴ともなうが、ほかにも秘ひ策さくの覚えがないわけではなかった。不安に揺ゆれる少女の瞳、水晶眼と普ふ通つうの瞳とを見下ろし、ミズーは仕切り直した。

「いえ、こちらのことよ。わたしもわたしで、やらなければならないことがある。あなたの面めん倒どうまでは見られない」

「あなたは、約束を守る人なの？　でも殺し屋なんでしょう？」

　怒ったわけでもないだろうが、不ぶ躾しつけに彼女が訊きいてくる。ミズーはただ虚むなしく答えた。

「殺し屋だからこそよ」

　と、元警衛兵に視線をやる。彼はこぶでもできたのか、しきりに側頭部を気にしていた。恨うらみがましくファニクを見つめているが、当のペイン・ギャングはすっかり忘わすれて平気にしている。

「そもそも、あなたたちはなにが目的で帝都に来たの？」

　単に神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいに連れてこられただけならば、リス・オニキスが倒れてなお帝都までついてくる理由はない。

　質しつ問もんに答えてきたのは彼ではなく、少女のほうだった。

「あたしの父さんが──」

　無論叫ばずとも、詰つめ寄ってこずとも聞こえる距きよ離りだが、年とし端はのいかないその少女は小こ柄がらな身体からだをめいっぱい伸ばして近寄ってくる。

「父さんがここにいるはずだから……だから、来たの」

「…………」

　娘はミズーに触ふれる前に踏ふみとどまり──

　ミズーが咄とつ嗟さに上げかけた手も、彼女に触れることはなく動きを止めた。

　答えは、少し考えてみれば予想できるものだった。昨夜、元警衛兵のほうが言っていたことでもある。が、実感していなかった。

（そうか……この子も）

　舌したに滲にじんだ苦味を嚙かみ潰つぶしミズーはうめいた。マグスの言葉ばかりを意識していたが。

　昨夜この男が荒野で語ったことを考えれば理解できる。人生の意味と言っていた──選せん択たくの余地などなかったのだ。我が身に当てはめ、砂を嚙む。姉が帝都にいると知らされればミズーもまたここに来るしかなかった。ならばこの娘が帝都に来た目的も見当はつく。リス・オニキスはベスポルトを餌えさに、この水晶眼の少女をここまで連れてきたのだろう。

（家族がここにいるから……か）

　下げ劣れつな誘ゆう導どうだとは感じつつも、有ゆう効こうとあれば自分も同じことをしただろう。実じつ際さい、ベスポルトの存在を餌に国外に誘ゆう導どうしろと元警衛兵に促うながしたこともある。それと大差はない。差といえば少女を危険に向かって前進させるか後退させるかだが、どちらにしても傷きずつくことに違いはなかった。

　現状を鑑かんがみ、立場を考えれば自分はこの少女の味方とも言い難がたい。せいぜいが、気にかける他人といったところだろう。その他人を守るほどの余裕は持ち合わせていなかった。

「ベスポルト・シックルドは──」

　ミズーは相手を突き放すように言いかけた。

　だが。

「噓うそをつくつもりならやめてくれ、ミズー・ビアンカ」

　突とつ如じよとして鋭するどく、元警衛兵が制せい止ししてくる。

　いや、彼が変わったわけではない。それを鋭するどく感じたのは単に彼らの意い図とを察したからかもしれない。

「ぼくらは本当のことが知りたい。ベスポルトは帝都にいるのか？」

　彼の眼めは逃にげることを許ゆるさず、拘こう束そくするようにミズーの姿すがたを捉とらえている。しばし迷まよいの道に彷徨さまよい込んで抜け道を探すも、とうに見抜かれてしまっている噓うそをつくことは時間と手間の無む駄だでしかない。

　渇かわいた唇くちびるをゆっくりと開く。

「……いるわ」

「どこに！」

　再び叫んできたのはフリウ・ハリスコーだったが。ミズーは視線を逸そらさないまま逡しゆん巡じゆんした。今度は噓を探しているのではない。だが、マリオから聞き出した場所には、まさかもうベスポルトは残っていないだろう。いずれは帝宮に現れるのかもしれないが、それがいつなのかは定かではない。

　視線を外はずしたつもりはなかったのだが、まぶたを閉じていたらしい。少女の頭の向こうから連れが声をあげてくるのを察して、ミズーは眼を開いた。

「会ったのか？」

「いいえ。ただ、核かく心しんに迫せまるならば、その途と中ちゆうで必ずあの男に会うことになる……だから彼はすぐそこにいる。そんな気がする」

　この帝都の何ど処こかに。

　ベスポルト、ウルペン、そしてアストラ。契けい約やく者たち。すべてではなくとも多くのものが集まりつつあるのだろう。ミズー自身がここに来たように。そして、

（フリウ・ハリスコー……）

　この少女もまた現れた。改あらためてその名を記き憶おくし、ミズーは無言でただ身み震ぶるいを感じた。




　元警けい衛えい兵へいとファニクがそれぞれの新たな隠れ場所を探しに出かけると、家の中はひどく静かに感じられた。

　別室にいるはずのフリウ・ハリスコーを感じることもない。ミズーはただ壁かべを見つめて座すわっていた。床ゆかの感触に、身体は知らずに強こわ張ばっていく。座るというのは無理な姿し勢せいに他ならない──あるいは立ち尽つくしているよりも。数日前よりはずっと、感情はすんなり渇かわいていく。人体を殴なぐった直後だからかもしれない。

　暴ぼう力りよくの感触に触れると、心は萎い縮しゆくする。

　だが、それに慣なれる術すべもある。

　ミズーは顔を伏ふせた。今の自分は、それができなくなっている。心に棲すんでいたはずの獣けものが見当たらない。不快と後こう悔かい、悪意と恐きよう怖ふ。獣に喰くわせれば、ほんの短い間だけでもそれらを忘れることができた。獣が去った後に訪れる嘔おう吐と感に激げき痛つう、麻ま痺ひ、のたうつ苦く悶もんに比くらべればほんの一瞬でしかないとはいえ、殺人の一瞬間だけは忘れることができた。

（ジュディアが思い出させた）

　今は遠く離はなれた剣士のことを思い出す。

（彼女は、わたしに思い出させるために一いつ緒しよにいた……いてくれた）

　ジュディア・ホーントが見せた別れ際ぎわの眼まな差ざしを思い出す。帝都に向かうミズーのことを最後まで案じていたのは、これを予期していたからなのか。

（獣の瞬間を忘れたから、アストラに会いたいという感情を思い出すことができた。でもそれで戦えなくなってしまったなら、わたしはどうすればいい）

　絶ぜつ対たい殺人武器。自分をやめることはできない。呪のろう言葉。どこまでも呪う。

　死ぬのか。

　予感は不ふ吉きつに鳴り響ひびいた。聞こえなくなった鐘かねの音を思い起こさせる。暗殺者としての職しよく能のうは単たん純じゆん明めい快かいな答えを告げてきた。敵地にあって、敵の前で戦闘能力を失ったのならば、死というのは最も大きな可か能のう性せいとして降ふりかかってくる。

　闇の中で心を殺すことに慣れていた。標的を殺し、自らの心も殺す。ひとつひとつ念入りに潰つぶし、次し第だいに無痛になっていく。ひとつを諦あきらめ、ふたつを失い、いずれすべてを手放せば、当然そこにはなにも残らない。

　絶対殺人武器。それは大たい河がの空くう隙げきにあるとイムァシア工房の者たちは伝えていた。そこに獣が潜ひそむ。獣は確かにいた──何度となく虚きよ無むから出没し、獲え物ものを喰くらった。

　だが、今は焦こがれるものがある。手放せないものができてしまった。決して誰にも許ゆるされることなどなく、受け入れられることなどないと知っていても、生きたいと思ってしまった。

　その衝しよう動どうは眩まぶしすぎたのだ。眼を眩くらませるほどのその輝かがやきは、実在するのかもしれない。思い浮かべるだけで眼に涙なみだがにじむほど、それはあまりに鋭するどく眼球を灼やく。

（本当は闇やみの中にいるのかもしれないのに）

　光はなく、空気もない。身動きも取れない闇の中にいるのかもしれないというのに、その輝きがあると信じ込んでいる。

　ベスポルトの語った愛についての話。そのままだった。

　涙を拭ぬぐって、ミズーは立ち上がった。扉とびらを開けて廊ろう下かに出ると、この家にいるもうひとりの人間を探さがす。当然苦もなく見つけることができたフリウ・ハリスコーは、まるで自分を真ま似ねるように部屋にひとりで座っていた。なにをしていたのか。独ひとり言くらいしか、することもないだろうが。

　この娘むすめはどうなのだろう。同じ闇にいるのだろうか。

　他人の胸中を想そう像ぞうするのは苦手だった──そもそも、そんなことはできたためしもない。だがその娘が戸口に立つミズーに気づかないのを良いことに、彼女はまじまじとフリウ・ハリスコーを観察した。子こ供どもなので手足は短い。たいしたことができるわけでもあるまい。ただひとつ、強大な精せい霊れいを眼球に封ふうじている以外には。

（その力を誇りに思えるの？）

　声には出さず問いかける。高地の村で、村人もろとも彼女や黒衣らを蹴け散ちらした圧あつ倒とう的な力。ミズーが絶対の信をおいていたギーアすら一撃で滅ほろぼされかけた。

　ミズーは小さく、吐と息いきした。

「フリウ・ハリスコー」

　吐はいた息はそのまま、呼びかけに変じる。少女は石でも投げつけられたように跳はね上がってからこちらへと視し線せんを向けた。

　どう見ても、殺される寸すん前ぜんの標的の表情ではあった。相手を安心させようとミズーはなんとか次の句を口にした。

「話したいことがあるんだけど。いい？」

　うまくいったらしい。少女はそのままうなずき、ついでに開けていた口を閉とじた。

　だが、実際に話すとなると思いつく内ない容ようは乏とぼしかった。自分の胸中など語ったところで意味はない。思し案あんの末、ミズーはつぶやいた。

「ベスポルトはあなたの父親なの？」

　結局は必要なことだけを伝えるべきだろう。その男の名を出され、少女の表情は覿てき面めんに変化した──とどめを刺されたその瞬間の顔色に。

「う、うん。まあ本当に血がつながってるわけじゃないけど」

　彼女が肯こう定ていしてくる間に、ミズーは一歩近づいた。続ける。

「彼はわたしに、愛について語ったわ」

「え⁉」

　なにを勘かん違ちがいしたのか顔を紅こう潮ちようさせて、フリウが叫さけんでくる。

「と、父さんにプロポーズされたの？　でででででもそれはちょっと、わたしなりの意見っていうのも──」

「じゃなくて」

　嘆息し、ミズーは腕うで組ぐみして額ひたいを押さえた。

「そうね。あなたに聞いても仕方ないかもね。でもあなたにも関係がある話なんじゃないかと思うから伝えるのよ。彼はわたしに、愛についての話と、賢けん者じやと愚ぐ者しやの話をした。そして御み遣つかいと名乗る相手に注意しろ……と」

　明らかに関係があったのだろう。少女は隠すこともなく──それとも隠すのが下手なのか──全身で反応してみせた。御遣いとはなにかと問い返してくることもない。精霊アマワのことをどこかで聞いているのか、あるいはこの少女にもまたアマワは接せつ触しよくしているのか、そこまでは分からないが。
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　後者だろう。直感だが断だん定ていする。そうでなければここまで驚おどろきはしないだろう。精霊アマワなる者がどういった存在なのか、直ちよく接せつ触れたのでなければ。

　フリウ・ハリスコー。絶対的な破は壊かい者。ミズーは厳きびしく見み据すえて先を続けた。

「ベスポルトの語った話と、御遣い──または精霊アマワと名乗る存そん在ざいと、その契約と。どういう関係があるのかは分からない。それでも彼が直面し、戦いを挑いどもうとしている敵にかかわりがあるのは間ま違ちがいない。ベスポルトを追うのなら気をつけておくことね」

「……ありがとう」

　小声で礼を言いながら、少女が立ち上がった。それは彼女にも訊ききたいことがあったからだろう。胸むねに手を当て、つぶやいてくる。

「父さんは、どうしてそんなものと戦わないといけないのかな。そのせいで、あたし、捨てられた……」

　捨てられてなどいない。

　ただ反はん射しや的にそう言い放ちそうになり、ミズーは堪こらえた。そんな無む責せき任にんな慰なぐさめを求められているわけではないだろう。

　もとより慰めで言おうとしたのではなかった。自分はそこまで気が利きかない──自じ嘲ちようとともに認みとめる。ただひとつだけ、分かったからだった。負傷し、瘦やせこけたベスポルトの姿すがたを覚えている。彼はなにも捨ててなどいない。

（だからわたしは……ろくに知りもしない彼の言葉を信じた）

　部屋を去りかけていた足を止め、ミズーは告げた。

「余よ計けいなことを言わせてもらえば。彼は娘むすめのために戦うのだと言っていた」

「あたしのため？　でも──」

「……それを疑うたがうことは賢かしこい。信じることは愚おろか。だがどちらも同じこと」

　こちらを見つめるフリウ・ハリスコーの姿は、どこかで見たことがあった。

　いや、自分で見たはずはない──恐おそらくは、ベスポルトに詰きつ問もんした彼女自身がこの乞こうような眼差しを突きつけていたのだろうから。

　そして答えるベスポルトもまた、同じ眼を見せていた。捨てることはできない。人は誰だれも、なにも捨てることはできない。

（殺しても、壊こわしても、消すことはできない……）

　胸中のつぶやきとともに、ベスポルトの言葉をそのまま、ミズーは締しめくくった。

「それが彼の語った、愛をめぐる賢けん者じゃと愚ぐ者しやの話。覚えておくといいんでしょうね、きっと……」

　望もうと望むまいと。捨てることはできない。消すことはできないのだ。

　ベスポルトが彼女に語り、ミズーが少女へと語った。この言葉も消えることはない。

　死が生命を無にすることはなく、生命が死を贖あがなうこともない。贖しよく罪ざいも免めん罪ざいも存在しない。ミズーは自分よりも小さな、そして強大なる少女を見定めた。それを語れば、この相手はどう反応するだろうか。自分は殺人者、そして彼女は破壊者。許される方法はない。

　いや、許されたとしても罪を捨てることはできない。

　それは大いなる皮肉だった──愛を捨てることがないと信じるならば、罪つみは捨てられないのだから。

（わたしに耐たえられるのか。そしてこの子に耐えられるのか）

　それを試ためすのならば戦うしかない。ミズーはゆっくりと口を開いた。

「フリウ・ハリスコー。わたしを……わたしたちをここに誘いざなった元げん凶きようとなるものがなんなのか。その正体を、わたしは理り解かいできていない。あなたも理解できていない。いえ、誰も理解できていない」

「……うん。なにも分からない」

「わたしはわたしの力が嫌きらい。わたしのことを殺人武器と呼ぶ力が大嫌い。あなたは？」

「あたしも……あたしの力は嫌い……でも」

　彼女の言わんとすることは、自然と理解できていた。

　恐おそらくは戦えまい──その力なしでは。

　黒衣のひとりをも倒たおせたことはない。自分の力だけでは足りない。罪を置き去りにしては償つぐなえないように、剣に打ち勝つつもりならば剣を置いてきてはいけなかった。捨てられないならば置いてきてはいけなかった。

　ファニクが武器を遠ざけることとは意味が異ことなる。自分は、武器とともに生きてきたのだから。

　ミズーはうなずいた。何者からも許されざる力……もうひとりの存在に。

「そう。わたしたちは、その力を使って戦うしかない。誰からも許されざる力で」

　そして、口を閉じた。







　第六章　ヒューマンベイン

　　　　　　（獣けものの片へん鱗りん）







　ファニクには感かん謝しやするしかない。

　新たな隠かくれ家がをあっさりと手配してきたペイン・ギャングに、ミズーはつぶやいた──声には出さずに。

「あまり良い隠れ家とは言えないっす。ここも影かげ街まちには違いないすけど、ここいらの連中は余よ所その影人らとはあんまり仲良くないんで。それでも話をつけるのに苦労したっすよ。帝てい国こくと反帝国、双そう方ほうに追われてるとなると、帝都に長くはいられないって分かって欲ほしいっす」

　扉とびらにかかった鍵かぎと格かく闘とうしながら、ファニクが小声でつぶやいている。鍵は錆さび付いてでもいるのか、なかなか開かなかった。

「高くついたわね」

　ミズーが同意すると、彼は情なさけない面おも持もちを見せた。

「大たい枚まいはたいたっすよ」

　彼女が言ったこととは少し違っていたものの、わざわざ指し摘てきはせずにミズーは彼の作業を見守った。フリウ・ハリスコーとあの元警けい衛えい兵へいとは既すでに別れたが、この帝都で騒さわぎを起こせばまた出くわすことになるかもしれない。

　そしてファニクの言ったこととも少し違うのだろうが、そこは見るからに良い隠れ家ではなかった──アパートといえば聞こえも良くなるが、見み栄ばえは山やま奥おくの猟りよう師し小屋と大差ない。帝都の街中をいくらか歩いた経けい験けんからすれば、この近辺は明らかに特とく殊しゆだった。壁かべに塗と装そうもされていない家が並ならんでいるのはここだけである。

「開いたっす」

　ファニクが開けた扉から、中に入る。

　閑かん散さんとした小屋の中に、布ぬのに覆おおわれた荷物が一山置かれていた。ファニクがそれを躊ちゆう躇ちよなく引き剝はがす──小屋の中は埃ほこりだらけだというのにそのシートには塵ちりもかかっていない。明らかに最近運び込まれたものなのだろう。隠かくされていたのは当面の食料と水だった。

「もう用事のある時以外は、外に出ないほうがいいっす」

　乾かん燥そう食品の箱を嫌いやそうに取り上げつつ、ファニクが説明してくる。だがミズーが興きよう味みを持っていたのは、荷の下に隠されるように置いてある細長い包みのほうだった。ファニクが丁てい寧ねいにひとつずつ箱をどかし、それを手に取る。ミズーが見守る中、彼はゆっくりとその包みを剝がしてみせた。

　出てきたのは一振ふりの剣けんだった。鞘さやに納おさめられた刀身は短めで、携けい帯たいすることを考えられているのだろう。無む駄だな装そう飾しよくはないが造つくりは一級のものだった。

　ミズーが手を差し出すと、彼は無言でその剣の鞘をそこに載せた。鞘から引き抜く。刃やいばは微み塵じんの曇くもりなく、鈍にぶい鋼はがね色いろを輝かがやかせている。剣としては小型でも鋭するどさは申し分ない。片かた手て用の柄つかに滑すべり止めで巻かれた革かわ紐ひもには手て垢あかもついていなかった。

「真新しい剣ね」

　つぶやくと、ファニクは鞘を抱かかえて首を傾かしげた。

「そっすね。まずいっすか？」

「いいえ。有り難がたいわよ」

　鞘も受け取り、剣を納める。剣帯がないため服のベルトにそのまま吊つるすしかない。鞘の紐ひもを解ほどいていると、ファニクもまた食料の整理に取りかかりながら──口も休めずに言ってきた。

「これから、どうするっすか？」

「そうね」

　剣を下げて、告げる。

「十年ほどここに閉とじこもってふたりだけで生活しましょう。その食料、嚙かんで飲み下すまでに何年か経たちそうだし」

「何年も嚙んでられないっすよ。これ死ぬほど不ま味ずいんすよ。うわ。しかも水が発注数に足りてないし……」

　恨うらめしそうに紙箱を振りながら、ファニク。彼はふと気づいたようにこちらを向いた。

「姉さんが冗じよう談だんを言うなんて珍めずらしいっすね」

「……そう？」

「機き嫌げんいいっすか？」

　訊たずねてきた彼に、ミズーはにっこりと笑いかけた。

　そして毒とともに吐はき出した。

「最悪の気分よ。これからやろうとしてることを考えるとね」

　と、笑えみを消す。気分そのままの険けん悪あくな面めん相そうになったことを自覚しながら、ミズーは続けた。不機嫌というよりも、情なさけなさに脱だつ力りよくする。

「少し外に出てくるわ。情じよう報ほう源げんと会ってくる──会えるかどうかは分からないけど、こうなったら利用するしかないと思う」

「情報屋なら俺おれが会ってくるっすよ？」

　細い眼を怪け訝げんそうに開く彼に、ミズーは皮肉な嘆たん息そくを聞かせた。

「わたしが出向いて頭を下げない限かぎりは、なにも明かそうとはしないわよ。それに」

　マントの下で剣に触ふれ、冷えた心地ここちで感覚を研とぎ澄すませる。

「危き険けんなことにならないとも限らないから」

　彼がうなずくのを待ってから、ミズーは背を向けた。影人の黒いマントを引き寄せ、目ま深ぶかに顔を隠して戸口へと進む。ただベルトから吊り下げただけの剣は無む駄だによく揺ゆれた。歩くたび、鞭むち打うつように腿ももに当たる。

「そうだ」

　と、立ち止まる。振り向こうかとも思ったが、影人のマントが邪じや魔まだった。そのままつぶやく。

「もどるのが遅おそくなるかもしれない。だから──」

「それほどはかからないさ」

　耳元に囁ささやかれた声に、ミズーは言葉を途と切ぎれさせた。

　無む論ろん、ファニクの声ではない──彼はなにも言ってこない。恐おそらく不思議そうにしているのではないかと思えた。今の声は、彼女にしか聞こえなかったに違いない。

　言葉の続きは早口で誤ご魔ま化かすと、ミズーはそのまま小屋を出た。表には誰だれもいない。まともな人間は誰も。

　いたのはマグスひとりだった。木こ陰かげから、半身だけを出して笑みを浮うかべている。ミズーは前に進み出た。

「ようやく、ぼくに頼たよる決心がついたようだね」

　告げてくるマグスの笑みに毒はない。あるとすれば無む味み無む臭しゆうの猛もう毒どくだろう。この帝都の中ですら神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいのローブを誇ほこらしげに身につけ、目に見えて上機嫌な様子ではある。ミズーが次し第だいに距きよ離りを詰つめるが、逃にげもしない。

「そんな黒いぼろ布は取ってしまっていいよ。マグスはその性せい質しつから、人ひと払ばらいの術じゆつ法ほうには長たけている。ぼくは雑ざつ踏とうの中で人知れず歌うこともできるし、望むならふたりで踊おどっても大だい丈じよう夫ぶだ──」

「人の屈くつ辱じよくを見るのが大好きなんでしょう」

　呪のろうように、ミズーはつぶやいた。アイネストはなにも答えてはこなかったが、その眼まな差ざしは雄ゆう弁べんに肯こう定ていしている。

　自じ虐ぎやくに拍はく車しやがかかるのを感じながら、ミズーは続けた。

「ええ。あなたに頼ろうと思ってる。差し出せというならなんだってあげる」

「ならまずは、ジュディア・ホーントの身み柄がらだ」

　笑みは崩くずさないまま酷こく薄はくに瞳ひとみを輝かせ、マグスが言ってくる。

　ミズーはほんの一いつ瞬しゆん、足を止めた。立ち止まったのは剣けんを抜くためではない──そんなことならば食事をしながらでも眉まゆひとつ動かさずにできるほど手て慣なれている。

　再ふたたび歩き出しながら、ミズーは自分の呼こ吸きゆうと間合いを測はかった。

「ジュディアはわたしの所しよ有ゆう物ぶつじゃない。わたしが差し出すのは無理ね」

「言うと思ったよ」

　彼は肩かたをすくめると木の陰から姿すがたを現あらわした。頼りない瘦そう軀く、武ぶ器きも持っていない。およそ脅きよう威いとなる要素のない男にしか見えないが、こちらの殺気に怖おじける素そ振ぶりもない。

「本当にあっさりと戦せん闘とう態たい勢せいに入ったね。ぼくに頼ると言ったり、あっさりと殺す決心を固めたり、本当に気き紛まぐれだ」

「あなたの嗜し虐ぎやく趣しゆ味みにつき合うつもりはないの」

　吐き捨てて、ミズーは今度こそ本当に立ち止まった。既すでに数歩の先にマグスがいる。抜き打ちで首を落とせる距離、踏み込めば捕らえることも簡かん単たんな距離。彼はその場所を踏みにじるように身体の向きを変えた。手振りで示して言ってくる。

「歩きながら話そう。偉い大だいなる師しにいわく、一所に留とどまるならマグスはマギに置いていかれる」

「……歩きながらでないと人払いの術法とやらが働かないということ？」

「君がマギの理り屈くつに通じてきたのは喜ぶべきことだね」

　誰が通じてるものか。

　毒づきながらも、ミズーは相手に従したがって歩き出した。

　間合いは変わらない。ミズーは一歩遅れて、マグスの首を睨にらみながら連れ添そっている。彼はやはり怖じ気づくこともなく陽気な口調で言ってきた。

「それで、ジュディアを差し出せないのなら君はなにを差し出すつもりなんだ？　君自身はもう不用だと言ってあるはずだね」

「神秘調査会には、でしょう」

　陰いん気きに曇くもった吐息を吐き出す。言葉は重々しく喉のどに支つかえたが、口から出せないほどの重さではなかった。

「あなた個人はわたしを帝都に来させたがっていたと認みとめたわ」

「その通り」

　あっさり認めたマグスに、ミズーは舌した打うちした。

「させたいことはなに。その代だい償しように、わたしも得たい情報がある」

「君はぼくを信用しないだろうから、少なくともぼくが君を信用できなければこの取引は成立しないことになるね」

　なおも嬲なぶるように言葉の遊びを続ける。

　ミズーは歩調を速めると、先を歩く男の肩に手を伸ばした。

「あなたの趣味につき合うつもりはないって──」

「大事なことだよ」

　アイネストは振り返ることもなくその手をかわす。体勢を崩くずすこともなく、歩く速度が変わることもない。

「君はぼくの提てい供きようする情報を得るまでぼくの指し示じに従いたくはないだろう？　ぼくも同じことを考えていたとしたら取引できない」

「そんなことは分かってる。要点を急ぎなさいと言ってるのよ」

　空を切った手を引きもどしてミズーは声を荒あららげた。自じ尊そん心しんをつついてくるのがこのマグスのやり方だと承しよう知ちしていながら、無視することができない自分に苛いら立だちを覚える。

　朝の空気を吸すうように──とっくに昼も過ぎそろそろ夕ゆう刻こくだが──、アイネストが深呼吸してみせた。

「偉大なる師にいわく、真まっ直すぐにしか歩けないマグスはマギを追い越してしまうとか」

　ミズーが顔を険けわしくするより先に、彼は振り向いてきた。

「いや、今のはぼくの創そう作さくだけどね。きっとそんなことを言うんじゃないかと思うんだ。ものを考えるということは、決して目的地に達しないことだということは分からないかな。目的地に達してしまうことを──つまり明確な答えを出してしまうことを思考停止という。答えばかりを欲しがるなら、それはなにも考えないのと同じだろう」

「そのあたりの話は飽あきるほど聞かされたわよ。念のため、ついでに言わせてもらえば、とっくに飽きてる」

　結局は険悪な面相になって、彼女はうなるように先を促うながした。

「わたしがいつまでもこんなことにつき合うつもりだとは思って欲しくないわね」

「参ったな。いつの間にか、ぼくが脅おどされてる」

　苦く笑しようして、アイネストは軽く両手を挙げた。

「大だい繁はん殖しよくした害虫みたいだ。突とつ進しんしてきて全部貪むさぼろうとする。食べる餌えさがないと腹はらを空すかせて泣きわめく。ミズー、ほんの少し待って、そしてその時間にわずかでも考えるということをすれば、ぼくの本音だってすぐに分かるはずだよ」

　彼の動きは、見えなかった。

　いや、見えていたのかもしれない。だが反応できたわけではない。ミズーは立ち尽くしたまま、アイネストの手が視界から消えたことに気づいた。その瞬間には、顔面を打つ衝しよう撃げきにつまずいている。

　やはり脅きよう威いとなるような打撃だったわけではなく、眼を眩くらませる程てい度どの普ふ通つうの平手打ちだった。ただ避よけることはできなかった。ミズーが動けずにいるうちに、アイネストがそれまでとは一変した冷れい淡たんさで口を開く。

「まず言っておこう。君といっしょにいるのは、ぼくにとっても甚はなはだ不ふ愉ゆ快かいだ」

　ミズーは抜ばつ刀とうした。

　自身の身体からだがよく知る動きに任まかせ、抜き打ちにマグスの胴どうを──神秘調査会のローブを薙なぎ払う。刃は確かに相手に触れた。手て応ごたえもある。

　が。

「それでも君の前に現れるのは、目的があるからだ。ジュディア・ホーントを与あたえて変化を促し、これからまた餌をひとつ与えようと思っている」

　剣けんで触れても傷ひとつつかないアイネストに、ミズーは何度も斬りつけた。彼はそれをかわさない。かわそうとしたところでミズーの技わざからは逃のがれられないだろう。だが刃そのものが通じていない。

「君がぼくを憎にくむのは仕方ない。それだけの理由もあるのだろうからね。ぼくが苛いら立だつのは、君がその憎しみに溺おぼれて損そん得とくを見失っていることだ。そんな衝動的な殺意は、なんの役にも立たない」

　刹せつ那な。

　叫ぼうとして、ミズーは息を詰めた。眼前から動いていなかったはずのアイネストが突とつ如じよとして姿を消している。どれだけの速度で移い動どうしたとしても見失ったはずはない──が、ミズーがあたりを見回すとマグスはすぐ横にいた。剣を構かまえた彼女を見下ろしている。

「マギというのはこうして作用するんだ」

　勝ち誇るのではなく、むしろ自じ嘲ちようするがごとく。

　うつむいているのは、剣を構えたミズーが体勢を低くしていたからなのか、それとも別の理由があってか。彼は言ってきた。

「君の気づかないうちにぼくが与えた暗示があるんだよ。ぼくの言葉を君自身が聞こうとしている限りは、君はぼくを殺すことができない」

「…………」

　正体の知れない羞しゆう恥ちに打ちのめされながら、ミズーは剣を納めた。言われるまでもない。今の振ふる舞まいは、まったくの駄だ々だっ子としか言い様がなかった。剣が身近にあるというだけで、こうなってしまう。

「わたしは」

　狂くるおしく、声をあげる。

　だがアイネストはやはり存分に嫌いや味みを込めて否ひ定ていするだけだった。

「いや、謝あやまる必要はない。ぼくはあくまで傍ぼう観かん者しやであって、君のことを気き遣づかったり君のことで心を悩なやませたりはしない」

「それでも、わたしがこうして生きているのはあなたのおかげなのね……」

　理り不ふ尽じんだが認みとめるしかない。

　イムァシアの赤い空。鐘かねの音。狂きよう気きの傷きず口ぐちからこぼれ出た虚きよ無むの獣けもの。彼女をそれらの生いけ贄にえへと捧ささげたのもこのマグスなら。

　獣じゆう精せい霊れいギーア、ジュディア・ホーント。それらに引き合わされる経けい緯いを作ったのもこの男だった。

　ミズーはゆっくりと視線を上げ、彼を見やった。

　その男に叩たたかれた頰ほおを、今度は自分で叩く。痛いたみに気を入れると、呆ほうけかけていた気力にも多少の喝かつが入るのを感じる。改めて睨にらみつけた表情に、なにか気に入るものでもあったのか──アイネストは再び笑みを浮かべてみせた。

「ぼくたちは宿しゆく敵てきなんだ、ミズー。ミズー・ビアンカ」

　彼の言い出した内ない容ようは、いつもと同じ、唐とう突とつだった。

「互たがいの関係を誤ご解かいしてはいけない。出会った頃ころに言ったね。ぼくは精せい霊れいがなんなのか知りたい。人間の理り解かいを拒こばむ精霊なるもの。それがなんなのか。存在するわけのないそんな存在がどうして、なんのために生じたのか。知りたい」

　熱望を見せることは珍めずらしい。アイネストは嚙かみしめるように唾つばを吞のむと、平へい坦たんなその声に似につかわしくない響きを喉のどに渦うず巻まかせた。

　今まで何度か眼にしながら、はっきりと捉とらえることはできなかった。ミズーは彼を見据え、今度こそは完全に眼に留とどめた。このマグスの本当の表情。

「この世界には、精霊は遠い昔から存在した……なのに、それが当たり前のことにはなっていない。精霊は異い質しつで、生命いのちの有あり様ようとは決して相あい容いれない。異い常じようなことだ。この世界において何百年も、精霊は世界から受け入れられずに異質であり続けている！　まるで異質であることだけが存そん在ざい意い義ぎであるかのようにだ」

　彼は近づいては来ない。だが迫せまりくるものを感じて、ミズーは後あと退ずさりした。

　気にすることもなくアイネストは続ける。聴ちよう衆しゆうなど必要としていないのかもしれない。ただ叫ぶ場がありさえすれば。彼はこちらへと指先を向けた。

「ほんの閃ひらめきだ。精霊の核心に迫る鍵はふたつあると思っている。精霊アマワ。そして君の獣の瞬間」

　その指が、なにかを釣つるように歪ゆがむ。声もまたともに歪んだ。

「獣の瞬間ならばぼくの暗示は通じないだろうね。君がぼくを殺したいなら獣になるしかないよ、ミズー・ビアンカ。そしてぼくが君に望むのは、それだ」

　狂気などではない。

　ミズーは、唇を嚙んでつぶやいた──この男に狂気などはない。少なくとも、衝動的な狂気などは。

　だが冷れい徹てつな理り屈くつそのものが歪みを見せているならば。測はかるべき定じよう規ぎが湾わん曲きよくしているならば。狂気か正気かなどはまったく意味を成さない。ミズーは自分の手で胸むねの下を摑つかんだ。そこにあるのかは分からない空くう隙げきを力任せに握にぎりつぶす。イムァシアの狂気は滅ほろぼしたと思っていた。工房を殺し尽つくしたあの時に。

　だがこの男が残っていた。イムァシア刀とう匠しようと同じ場所に立つ、この男が。悪あく夢むに亡もう者じやが訪ねてくるようにして残っていた。

「もし、獣の瞬間が瞬間ではなくなって」

　戦おののきながらも自らの爪つめの痛みは心地よく、落ち着いてミズーは訊ねた。

「完全な殺人者がこの世界に現れたなら。どうなるの？」

「世界は滅びるさ。それが本当に絶対殺人武器、完全な殺人者ならば、世界から生命がなくなるまで殺し続けるのだから」

　マグスは即そく答とうした。

　さらにミズーも、即座に叫び返す。

「そんなものは、イムァシアの妄もう執しゆうに過ぎないわよ！　そんなものはない。獣の瞬間なんて、わたしたち姉妹が名付けただけのただの自じ己こ暗あん示じ──」

「そうだ。もし実在するのなら異常なことだ。精霊の存在と同じくらいに」

　この世界には、ある。

　アイネストの言葉ではなく。ミズーの言葉を留とどめたのは夢ゆめから蘇よみがえった言葉だった。夢の中で、精霊アマワが唱えた言葉。御み遣つかいの言葉。

　ないものが、ある。この世界はそんな世界になってしまった。

　現れてしまったものは消せない。否定しても消せない。

　それを言えずにいても、表情からマグスには伝わってしまったのだろう──あるいはまた本当に心を読んだか。彼は満足そうにうなずいてみせた。明らかに話を切り上げる心づもりとしか思えない手振りで一いつ蹴しゆうすると、続けて言ってくる。

「どのみち世界の破は滅めつなんてどうでもいい。ぼくの故ふる郷さとは断だん崖がいの図書館──時じ空くうの狭はざ間ま、賢けん者じやたちの澱よどみ。何者も生きず、生活しない場所。愚ぐ鈍どんなる我わが師ガンザンワロウンにかけて、ぼくは全知だけを目指す。君の望むものは？」

「……アストラの居い場ば所しよを」

　乏とぼしく残されただけの意気をまとめて、ミズーは告げた。

　だがアイネストは首を左右に振る。

「それは摑んでいない」

「なら、ベスポルト・シックルドの居場所を」

　彼女の声に、アイネストは意外そうに眼を見開いてみせた。

「どうしてそんな男を？　アマワに勝つ手しゆ段だんもないのにそれに挑いどもうという気き概がいしか持っていない。つまらない男だ」

（嫉しつ妬としてるみたいね）

　せめてもの皮肉を胸中でつぶやき、ミズーはただ簡かん潔けつに理由を答えた。

「今は彼が一番核心に近いところにいる」

　そしてそこが、破滅に最も近いところでもあるのだろう。




　朝からずっと空を眺ながめていたわけではない。

　それに近いものではあったとして。早朝からの見み張はりの成果もなく、ミズーは数秒に一度、視線を上空に向けるようになっていた。雲もなく、ただ白くかすれた蒼そう天てんの色は、時間とともに変化し一度として同じ色は見せない。自然色にそういった差さ違いを見出すのは、つまるところ退たい屈くつしている時に過ぎなかった。認みとめて、視し線せんをもどす。

　影人への変へん装そうは続けざるを得なかった──身を包むこの重苦しい黒色のマントにはいい加か減げんうんざりしている上、この変装が本物の影人たちからの注意を引く可か能のう性せいがあるとしても。ファニクは影人たちの習しゆう慣かんにも通じていた。影人にも、本格的な破は壊かい活かつ動どうも厭いとわない連中から、単にこの扮ふん装そうで生活し無言の抗こう議ぎだけに徹てつする者もいる。もともとは占せん領りよう下かとなった地ち域いきで自らの境きよう遇ぐうを恥はじた民たみや軍人が顔を隠すために始めた衣い装しようなのだという。

　ならば、この格かつ好こうでどこにいても、なにをしていても別べつ段だん不自然ではないということになる──使われなくなった倉庫の前に腰こしを下ろし、ミズーは動かないまま数時間を過ごしていた。

　頭は動かさず、全身を覆おおった黒布の内側だけで視界をずらす。斜ななめ向かいの、やはり打ち捨てられた家の前に、同じ格好の影人がうずくまっていた。無論顔は見えないが、彼もまた空を見ているのだろうか。ミズーはふと、そんなことを思いついた。そこにいるのは──知らない間に入れ替かわっているのでなければ──ファニクのはずだった。疑うたがう気になってしまうのは彼が本当に置物のように動こうとしないからである。

（……そういえば、彼はギャングの連れん絡らく員いんだった）

　こんなことには慣なれているのだろう。自分も暗殺者でいた時は、待つことにつらさを感じたりはしなかったのだが。

　昨日のマグスとの話から、既すでに一日近くが経過している。

　嘆たん息そくしそうになり、ミズーは意い志しの力だけでそれを取りやめた。ろくに事情も説明していないというのにファニクは協力してくれている。まさか自分が先に音をあげるわけにはいかない。

　繁はん華か街がいとはいえ昼前はまだ静かなものだった。その中でもひときわ寂さびれたこの裏通りにはひとけもなく、誰かがそのために用意したように閑かん散さんとしている。

　なおも待つ。マグスの情報に、必要な時刻が含ふくまれていなかったわけではない。それでもこう長時間ここに居座っているのは、万にひとつの事じ故こも許ゆるされないためだった。昼の時じ刻こく。ベスポルトはここに現れる。既すでに賭かけが生じていた。彼は時刻ぴったりに現れるかもしれないし、あるいは遅れるかもしれない。わずかでも時刻より先に現れる可能性に賭けるため、ミズーはここで長時間の危き険けんに身を投じていた。その危険に対たい処しよすることも考えてファニクを連れ出している。焦あせりはそのためでもあった。自分自身を白はく刃じんにさらすことには慣れている。だが自分以外までもとなると話は別だった。

　じわじわと肌はだを灼やくように過ぎていく時間に渇かわきを覚える。やがて気配を感じた。

　失望に顔をしかめる。通りの向こうから悠ゆう然ぜんと歩いて姿すがたを見せたのは少女だった──長い黒くろ髪かみを風に舞まわせ、それをうるさがるように手で押おさえている。マリオ・インディーゴ。蹴け飛とばせば折れそうな瘦そう身しんの娘むすめ。変装などはせず堂々と歩いている。その態たい度どからだけでも、帝都に慣れているのはよく分かる。帝都民は自分の居場所が帝都にしかないことをよく分かっている。道を歩くことにも誇ほこらしげに。そしてここには、彼らにとってちょうどよく嘲あざけりの対象にできる影人もいる。

　マリオ・インディーゴがわずかに上げた瞳ひとみにも、その感情は見て取れた。顔を伏ふせたままミズーはそれを観察し、その少女の後を尾行するものがいるのかどうかも見定めようと眼を凝こらした。見た限かぎりでは、いない。失望を深める。面めん倒どうなことになりかねなかった。ベスポルトは念のため、この少女だけを斥せつ候こうに寄よ越こしたのだ。

（それでもこの近くには来ているはず）

　少女が指定の待ち合わせ場所にぴったりと立ち止まるのを眺めながら、ミズーは声なくつぶやいた。

（この会合を、あの娘に任まかせるほどベスポルトは剛ごう胆たんじゃない）

　いざとなれば精霊をまとって脱出できるあの娘は、確かに斥候には打ってつけだろう。ベスポルトは安全を確かく認にんしてから現あらわれるつもりに違いない。これでこちらも迂う闊かつには動けなくなってしまった。

（どうする……？）

　このまま待つわけにもいかない。

　マリオ・インディーゴは当然、こちら──とファニク──を気にするように、ちらちらと視線を彷徨さまよわせている。ひとまずの賭には勝った。まだ予定の時刻までは数分ある。だがその猶ゆう予よ内ないでベスポルトを引きずり出さなければならない。

　見やるが、ファニクは微び動どうだにしていない。彼女がなにかしない限りは、彼が動くこともないだろう。そう取り決めてある。

（どうする？）

　繰くり返す。

　マグスが告げたのは、ベスポルトが改めて影人と連絡を取るという情報だった。神秘調査会は反帝国の志こころざしで影人らとつながりを持っているらしく、非公式に結けつ託たくもしているという。ベスポルトは帝都で行動を起こすために影人に取引を申し出ている。数日前の申し出はマリオに任せたために失敗した。改めてベスポルト側から連絡があったのは昨日のこと──今度は必ず当人が来るはずだと、影人も考えている。

「彼らはベスポルトを捕とらえるつもりだ」

　説明するアイネストに、ミズーは訊たずねた。

「どうして？　そもそも彼を帝てい都とに向かわせるのは神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいの本ほん意いだったんでしょう」

「フリウ・ハリスコーが帝都に向かう意志を見せた時点で、彼の役やく割わりは終わった。今となっては、あの男の存在は娘の歯止めになってしまう危険すらある」

「なら最初からどこかに監かん禁きんでもして、フリウ・ハリスコーを脅きよう迫はくでもすればこと足りたでしょうに」

「忘わすれないでくれ。神秘調査会は干かん渉しようしない者たちなんだ。ベスポルトもフリウ・ハリスコーもリス・オニキスも、全員自分の意志で帝都に向かった。ある者は自覚した上で、ある者は自覚せずにね。すべて失敗に終わったとしても神秘調査会はなにも変わらず無害な学者の集しゆう団だんでいられる……」

　早く帝国を転てん覆ぷくさせて、あなたたちが支し配はい者になりなさいよ。ミズーはその時にも言わなかった言葉を、また胸中で唱となえた。そうしたらきっと、帝国ほど長くも保もたずに足元に火が点つくから。

　言わなかったのは、その返答は容易に想そう像ぞうがついたからだった。マグスは笑いながら答えるだろう──そうならないために、ぼくらは支配者にならないのさ。

　ミズーはマントの下で剣の柄つかに手を伸ばした。いや、記き憶おくの中での行動ではなく、退屈そうに壁にもたれているマリオ・インディーゴを観察しながら。

　行動に費ついやせる時間は短い。思し案あんで無む駄だにできる時間はさらに短い。危険は大きいがこの格好のままマリオに接せつ触しよくし、影人の遣つかいだと偽いつわって押し通せるか。声こわ色いろを使うことは得手ではなかったが、少女の愚ぐ鈍どんさに頼たよるしかなかった。影人がこの場に現れたなら、すぐに自分たちの正体は看かん破ぱされてしまうに違いない。

　立ち上がりかけたその時に。ミズーは、既すでに遅おそかったことを知った。

　通りの別方向、マリオが現れた道とは逆ぎやくから、黒くろ布ぬのに全身を包んだ集団が歩いてきている。彼らもまた予定時刻より若じやつ干かん早かった。彼らは急ぎもせず、かといって決して遅くはなく、一定の速度で進む。灰はいの荒こう野やから浮かび出た白い帝都、その街路にあって黒点のような影人の集まりに、ミズーは覚かく悟ごを固めた。危険は増ましたが、打つ手がなくなったわけではない。

　もう隠かくれる意味はない。ミズーは腕の一振りで影人のマントを脱ぎ捨てた。剣の柄には手を置いたまま離さない。

　これは合図でもあった。同じくマントを捨てたファニクが姿を消す。マリオ・インディーゴはこちらを指さし、素すっ頓とん狂きような声をあげていた。

「……はぁ⁉」

　ミズーは無視した。彼女になど用はない。

（ベスポルトがどこかからこの場を監かん視ししているのなら……）

　この場で影人に襲おそい掛かかり、取引を妨ぼう害がいすれば、彼はそのまま姿すがたを眩くらませるだろう。それをファニクに見つけさせる。もしそれに失敗したとしても、影人たち、そして神秘調査会にベスポルトを拘こう束そくされることだけは阻そ止しできる。

　刹せつ那な。

「うまくいっていると思うかい？」

　背はい後ごから聞こえた声が背せ筋すじを凍こおり付かせた。

　剣けんに手をかけたまま、ミズーは振り返らなかった。無視したからではない。無視できるのならば無視したかった。

　負け惜おしみにしか聞こえまい──と思いながらも、たまらずにミズーはつぶやいた。

「このあたりは誰か隠れていないか、隅すみから隅まで朝に調べ尽つくしたつもりだった」

「君は凄すご腕うでの暗殺者だと聞いている。だが辺へん境きようで名を上げたに過ぎない。帝国の念ねん糸し能のう力りよく者を甘あまく見てはいないか？」

　彼が次し第だいに近づいてくるのは、声の変化で分かる。ミズーは振り向かないままわずかずつ身体からだをずらし、その男を視し界かいに収おさめた。

「帝国の念糸使い、ね」

　皮肉を言うと。

　男は整った顔に、それ以上に整った見栄えの良い微び笑しようを嚙かみ含ふくんでみせた。

　軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいエリコ・スアハ。

　彼は既すでに剣を抜いている。

「影人に追われる身で、のこのこと現れるとは良い度ど胸きようだ。本当に肝きもは据すわっている」

　罠わなにかけられた。遅すぎたにせよ、それは既すでに悟さとっていた。待ち伏ぶせされたのは自分だった。

（そうか……影人がわたしを倒たおすのなら、この男を持ち出すのが当然ね……）

　ミズーもまた剣を抜いた。エリコ・スアハの軍ぐん刀とうに比くらべれば短いが、肉にく厚あつで威い力りょくには勝るだろう。

「また戦うことになるとは」

　そう言ってくるエリコ・スアハの声こわ音ねには、試合にでも臨のぞむような爽そう快かいさがあった。

「だが今度は……前の戦いとは違う」

　影人たちは変わらず、近づいてきている。マリオ・インディーゴにも軍属精霊使いの登場は見えているはすだが、なにが起こっているのか理り解かいできず混こん乱らんしているせいか動きを見せていない。ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。

　こちらへと向けられた鋭えい利りな刃はを見やり、囁ささやくようにミズーは告げた。

「反帝国活動家が大たい挙きよして練ねり歩いてるわよ。あれを取り締しまるのがあなたの役目なんじゃないかしら」

　と、聞いてエリコ・スアハが白い歯を見せる。

「もちろん。わたしは偶ぐう然ぜんここに居い合あわせたに過ぎないが、自分の勤つとめを忘わすれはしない。あとで二、三人くらいは捕らえる。だがまずは最も手て強ごわい者から──」

　ミズーは肘ひじからの反動だけで剣を跳はね上げると、その切っ先を軍属精霊使いの肩口に放った。奇き襲しゆうさえ成功すれば避よけにくい角度からの攻撃を、エリコもまったく同じ機で軍刀を持ち上げ刀身で受ける。

　それだけにとどまらない。彼は手本のような斬り返しを打ち込んできた。左腕を背後に置いて、片手で素す早ばやく剣を繰り出してくる。斬ざん撃げきは三度。立て続けに守勢に回らされ、ミズーはなんとか打ち払いながらも半歩退いた。

　いや、退ひいた勢いのまま、さらに数歩を飛び退のく。不意をつかれ間合いを開けられたエリコ・スアハは瞳ひとみに賞しよう賛さんを浮かべている。恐おそらく、彼にとって斬り返しをかわされたことなど数えるほどしかないのだろう──それは想像がつく。

　だが距離が開いたことで多少の余よ裕ゆうができた。ミズーはエリコから眼を離はなさずに声をあげた。いまだ動けずにいるマリオ・インディーゴに。

「ベスポルトを連れて逃にげなさい。影人は取引するつもりがない」

「なにを言って……取引を邪じや魔ましてるのはあなたじゃないの？　ちょっと、どうしてここに軍属精霊使いが──どういうこと？　軍も来てるのね？　黒こく衣いは──」

　狼狽うろたえる少女に、ミズーはひたすらに声を荒あららげた。呼吸が乱みだれるのは好ましくないが、なんとしても納なつ得とくさせなければならない。

「見た目だけでいちいちすんなり正体を信じるな馬ば鹿かが！　わたしのことだってさっきまでは影人だと信じていたでしょうが！」

　もっとも、人のことは言えない──歯は嚙がみしつつ続ける。

「そしてベスポルトに伝えなさい。フリウ・ハリスコーが帝都に来ている！」

　それ以上は続けられなかった。飛び込みの一撃を斬きり込んでくるエリコに反はん応のうし、ミズーは今度は横にかわした。こちらの武器の短さを活いかすためには距離を詰める必要があるが、これまで見せた敵の器用さを考えると迂う闊かつには近寄れない。

　同時に、対たい峙じしているのとは別方向から殺気を覚える。
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　ミズーは続けて身を翻ひるがえし、その殺意に対応した。影人の中からひとり、小こ柄がらな男が飛び出して凄せい烈れつな拳こぶしを放ってきている。身体の側面をかすめる一撃を反射だけで避よけ、ミズーはよろめきながらも間合いを取った。その影人を見やる。影人のマントで顔を隠かくし判然とはしないものの、黒布の隙すき間まから猛もう禽きんのように鋭するどい眼光がのぞいている。

　リス・オニキスに間違いない。連れている影人たちも各おの々おの、場所を散らしながらリスと同じ構えを取っていく。うちの数人はマリオのほうに向かったのだろう。彼女の悲鳴が今さらながらに響ひびいた。

　武ぶ器きの重量が、肩にのし掛かる。

　エリコ・スアハの若わかく気の利きいた微笑ほほえみ。そして的てき確かくに身体の末まつ端たんから切り刻きざんでくる刃。リス・オニキスの老ろう練れんで峻しゆん厳げんさを備そなえた厳きびしい眼。そして人体の中身から打ち壊こわす破壊の拳。

　静かで寂さびれた界かい隈わいに、また一時の静せい寂じやくが訪おとずれる。考えてはいけない──こんな時には最も考えてはいけないと自覚しながらも、否いや応おうなくミズーは自らの思いに打ちのめされるのを感じていた。

　死にたくない。

（ごめんなさい……でも、駄だ目めかもしれない）

　自分に迫せまってくる刃の動きに反応したのは脳のうではない。それだけは断だん言げんできた。身体からだが自然と動くことでエリコの剣けんを打ち返し、ミズーはさらに後退した。

　ごめんなさい。頭ず蓋がいの中を埋うめ尽つくすのはその言葉。なにも考える隙すきはなく、ただ敵の斬ざん撃げきを、リス・オニキスの打だ突とつを後ろに退ひいてかわし続ける。

（ごめんさない……誰に謝あやまっているの？）

　今まで何者にも謝ったことなどない。謝ることができなかった。

（ごめんなさい……わたしは辿たどり着けない）

　とうとう完全には避けられなくなったエリコの剣が、ミズーのマントを浅く切り裂さいた。身体までは達しないが、その刀とう身しんの鋭さだけは伝わってくる。鋭利さが、痛つう覚かくだけの切り傷きずを作る。練達の二者に攻せめられ、ミズーは自分に与あたえられた架か空くうの傷をひとつひとつ数え上げていった。

　とっくに死んでいる。動くことをやめれば、間違いなくとうの昔に死んでいる。繰り出されるすべての一撃が命を奪う。

　だが身体は止まらない。今も相手の次手を予よ測そくし、それより速く退き、それより巧たくみに剣を置き攻撃を受けている。得体の知れない感情に突き動かされて。

（あなたのところに辿り着けない）

　そうか。

　ミズーのかかとが、なにかに触ふれた。

　壁かべだ。と気づく。後退を続けて、ついに道の端はしまで追い詰められてしまった。右側にはリス。左側にはエリコがいる。逃にげ場はない。

　わたしは弱い愚おろか者だ。ベスポルトと同じく、強大な者に対して手しゆ段だんもなく抗あらがおうとしている。

　浮うかび上がった感覚に、身体はかろうじてついてきている。あるいはその逆なのか。すべて夢ゆめのように軽く、生なま暖あたたかい。

（まだ迷まよっていたなんて……確かにわたしは愚おろか者だ）

　気づいてしまえばどうしようもなく可お笑かしく、ミズーは笑った。

（わたしは弱い愚か者だ。それでいい。だから打ち勝てる！）

　軍属精霊使いとリス・オニキスが、同時に仕掛けてくる。

　ミズーはそれらに背を向けるように、背後の壁へと向き直った。そのまま足を振り上げ、渾こん身しんの瞬発力を以て壁を駆け上がる──一歩、二歩までは靴くつ底ぞこが壁へき面めんを捕とらえ、彼女の身体を持ち上げた。

　三歩目で壁を蹴る。宙ちゆう返がえりを打って、ミズーは攻撃者の頭上を回り込むように舞まった。逆さかさになった視界に、標的を見失い動きを躊ちゆう躇ちよするふたりの姿を捉とらえている。

　すれ違いざま、切っ先を放つ。無理な体勢から浅い創そう傷しようを残したに過ぎないが、ミズーの剣はエリコ・スアハの右肩口を突いていた。そのままさらに勢いをつけ、地面に着地する。すぐに振り向いて体勢を整えると、ミズーはつぶやいた。

（アストラに会う。アストラを助け出す）

　リスやエリコの反応も速い。が、傷は浅くとも軍属精霊使いは右腕の動きに重みを加えていた。明らかに鈍にぶくなった剣をかわし、ミズーはさらに彼の右手を蹴り上げた──エリコ・スアハの手から剣の柄が抜け、虚こ空くうに浮かび上がる。

　左手を伸ばすと、ミズーは素す早ばやくそれを奪うばい取った。

（今のわたしはそのためにいる。わたしの命は自分ひとりのものじゃない。自分のものでもないのに、はいそうですかと差し出せるか！）

　虚きよ無むの獣けものはもういない。そしてそれはもう必要ない。

　ミズーは左右の剣を入れ替えると、右腕で軍刀を一振りした。技ぎ巧こうに秀ひいでた剣術使いが愛用するだけあって、軽い。だが楽器の音色にも似た風切り音に十分な鋭えい利りさを感じさせた。致ち命めい傷しようを与えることも、殺さずに傷だけを与えることも可能な鋭するどさ。

　少女の悲鳴が罵ば声せいに変わった。見やると、二、三人に取り押おさえられようとしていたマリオ・インディーゴが半狂きよう乱らんに暴あばれ出している。影人のひとりからマントを引き剝はがし、顔を見せた男の耳にかじりつくとそのまま食いちぎるように顔を背そむけた──男のあげた声や出血を見ると、本当に嚙かみちぎったのかもしれない。勢いきおいよく沸ふつ騰とうした蒸じよう気きのように泣きわめくと、少女は影人がひるんだ隙に一気に飛び出した。そのまま、通りを駆かけ出していく。精霊を呼ぶことも忘わすれるほど動どう転てんして。

「ちぃ」

　リス・オニキスが舌した打うちするのが耳に入った。老人の身のこなしには影人のマントすら重く感じるのだろう。マントを脱ぬいで放ほうり投げる。マリオを追おうとしている影人らに、彼は呼びかけた。

「待て！　役目を変える。わしが追う──あの娘むすめが精せい霊れいを出すことを思い出したら面めん倒どうだ。お前たちはベスポルトを探さがせ」

「この殺し屋はわたしが」

　言わずもがなのことを、エリコ・スアハが進言している。深緑の軍服の右肩は次第に血を滲にじませて変色しつつあった。傷口は左手で押さえ、右腕は服の隠しに差し込んでいる。

　なにを取り出そうとしているのかは、自おのずと予想がつく。

　リス・オニキスは無言のまま駆け去り、影人たちもそれぞれ姿を消していく。

　それらを見ながら身動きはできず、ミズーはただ軍属精霊使いと正面に向き合っていた。武器はこちらの手にある。相手は負ふ傷しようもしている。だがそれでもなお、斬きり込む隙すきを見つけられない。

　両手の剣けん。彼はそれを見ている。

　ミズーが見み据すえるのは彼の右手だった。軍服の隠しからゆっくりとその手を出すと、そこには水すい晶しよう檻おりが握にぎり締しめられている。強く摑つかまなければ取り落としてしまうのか、ことさらにしっかりと。

「精霊を呼び出せば、事じ態たいは決定的なものとなる。軍が出動し、黒衣が現れ、ここ一帯はすぐに封ふう鎖さされるだろう。お前が、追い詰められながらも獣精霊を呼よばないのはそれが分かっているからだろうな」

　脅おどし文もん句くを唱えてから、にやりとしてみせる。

「この前と違い、今は警けい戒かい下かだ。たとえわたしを倒せたところで、騒さわぎに乗じて逃げ出すなど不ふ可か能のう」

「わたしになんの返事を期待しているの？　やりたければやってみればいい」

　ミズーは冷たく言い放つと、相手の動きを待った。彼の言っていることは図星ではあるが、見落としている点もある──水晶檻から精霊を呼び出すためには、念ねん糸しを紡つむがなければならない。エリコ・スアハが開門式を唱えるのにそう時間をかけるということはあるまいが、それでもミズーはその一瞬前に一歩を踏み込んで彼にさらに傷を与えられる自信があった。傷を負えば、エリコの集中はさらに遅おくれる。彼が最後まで精せい霊れい召しよう喚かんの手順を終えられる可能性はそう高いものではない。

　だが軍属精霊使いは大きく歯を見せ、笑みを広げた。念糸を紡ぐこともなく、ただ持っていた水晶檻をそのまま地面へと投げつける。ミズーの足元へと。

（偽にせ物もの⁉）

　ミズーは全力で退いた。彼が投げた水晶檻は、この前に見たものとは違う──飾かざり気どころか飾りもなにもない剝むき身の水晶檻だった。手で握り込んでいたのも、違ちがいを悟さとられないためだろう。

　彼の投じた水晶は舗ほ装そうされた地面に触ふれ、音を立てずに爆ばく発はつした。ミズーも爆発圏けん外がいまで退たい避ひしていたものの、鼻先に衝しよう撃げきが伝わってくる。軍属精霊使いは爆発に紛まぎれ位置を変えると、既すでにもうひとつ水晶檻を取り出している。

　再び彼がそれを投げる体勢に入ると同時に、ミズーも右手の軍刀を投げ放った。

　投げるのには向かない剣だが狙ねらいは外はずさず、その先せん端たんをエリコ・スアハの右みぎ腿ももに突き立てる。咄とつ嗟さの痛みと衝撃に、彼は体勢を崩くずしながらも──水晶檻を投じる手の動きは止めなかった。

　逆に、剣を投げるために動きを止めていたミズーの足元に今度こそ間違いなく水晶檻が落下するのを、彼女ははっきりと眼めで追っていた。




（痛みのせいで身体能力の半分……自じ制せい心しん……せっかく取り上げた相手の武器……位置的優ゆう位い……敵てきの捕ほ捉そく……戦せん闘とうの目的……）

　爆発の打撃で失ったものを数えつつ、ミズーは逃にげ込んだ路地を奥おくへ奥へと進んでいた。それほどの速度でもない。足を引きずり、一歩一歩路面を踏ふみしめるにも鈍どん痛つうが体内で疼うずく。汗あせで額ひたいに貼はり付いた前まえ髪がみを払いのけ、彼女は詰つまった鼻の奥で煮に詰つまる焦あせりに毒づき続けていた。

（逃げるのが精せい一いつ杯ぱいで、エリコ・スアハの姿も見失った。このままだとファニクもベスポルトも危あぶない……マリオ・インディーゴも）

　かろうじて投げ捨てずに済すんだ新品の剣を鞘さやにもどし、衝撃からの回かい復ふくを待つ時間もなく逃げ回っている。

　疲ひ労ろうに沈しずみ込こもうとする身体を持ち上げ、霞かすみゆく視界を拭ぬぐうつもりで腕を振り払うと──

　その向こうから、声が聞こえた。

「……姉さん。姉さん」

　小さな囁ささやき。呼よびかけてきている。ミズーは顔を向け、意い識しきをまとめた。行く手の物もの陰かげからファニクの細腕が手て招まねきしている。

　無言で急ぐ。彼女が辿たどり着く一歩前で、ファニクが進み出て彼女の身体からだを受け止めた。そのまま運ばれるように、彼のいた物陰に引きずり込まれる。振り払う力もなく、ミズーはただまぶたを開けることだけに専せん念ねんした。意識を失うわけにはいかない。エリコ・スアハは手傷を負っているものの必ず追ってきている。

「失敗……したわ」

　彼女のつぶやきに、ファニクはやはり抑えた声で応じた。

「こっちは成功したっす。ベスポルトを見つけたっすよ」

「あなたは、すごいわ」

　感かん嘆たんとともにうめく──声はむしろ呆あきれ声になってしまったが。なんとかして自分の足で立とうと靴くつ裏うらで地面を探さがしながら、ミズーは続けた。

「絶ぜつ対たいに気を許ゆるせない相手ね」

「そっすか？　そんなことないっすよ」

　相変わらず、説得力のない反はん論ろんをしてくる。

　と、ファニクが彼女を引きずりながらいつまでも足を止めようとしないことにようやく気づき、ミズーは問いかけた。

「どこへ……行くの？」

「ベスポルトのところっす」

「そう……そりゃそうよね……」

　判はん断だん力も相当に鈍にぶっている。ミズーは付け足して、路地の間から見上げる狭せまい空を探さがした。意識を保たもっているつもりで既すでに眠ねむっていたことには、眼が覚めてから気づいた。

　見えたものは天てん井じようではなく、壁かべだった。寝ねかされてはいない。壁にもたれる形で座すわる格かつ好こうになっている。

　屋内だった。廃はい屋おくのひとつだろう。話し声が聞こえる。

「……ズー・ビアンカ。聞こえるか？　わたしだ……」

　うるさい。

　言い返しそうになるが、肺はいに空気が残っていなかったのか咳せき込むだけだった。

　呼びかけてくる声には飽あき飽きしている。みな、ろくなことを言おうとしない。退たい屈くつした王が玉ぎよく座ざで叫ぶように、ミズーは倦けん怠たいと焦しよう燥そうの狭はざ間まで声をあげた。誰たぞ、余よの機き嫌げんを取るものはいないのか──

　いるわけがない。そんなものが。

　今度は家か臣しんになって吐き出しながら、ミズーはかぶりを振った。意識を取りもどすために深呼吸を繰り返す。全身に酸さん素そを行き渡わたらせ、脳のうから睡すい魔まを追い出し、全身の力を奮ふるわせる。

「ミズー・ビアンカ。わたしだ」

　声は根気強く繰り返している。聞き覚えはある。その男の名前も知っている。

　思い出せないまま、ミズーはうなずいた。

「聞こえる……でも少し待って」

「長くは待てない。危険が迫っている」

「そんなの……慣れてる」

「だが、眠りながら片かた付づけられるほどというわけではあるまい」

　ミズーはようやく拳こぶしを握にぎり締しめた。床ゆかを摑つかみ、身体を支ささえる。それだけで打だ撲ぼくの痛いたみが全身に走った。痛みは意識を鋭くするどころか単に麻ま痺ひさせ鈍くしていく。それでもミズーは意識の中にその男の名を思い出した。

「……ベスポルト！」

　かがみ込こむようにしている大男に、叫ぶ。最後に見た時よりも血色は良くなっているようだった──あるいは単に髭ひげが増ふえただけか。

「そうだ。わたしだ。君の力が借りたい」

　口こう腔くうにこもった寡か黙もくな響ひびきで、そう呼びかけてくる。ミズーはその男を捕つかまえようと、手を出そうとした。が、出なかった。ただ声だけは続く。

「話さないと……フリウ・ハリスコーが……帝都に来ている！　神秘調査会が……絡からんで……危険……」

「分かっている。まずは落ち着くんだ」

　乗り出した彼女の肩をまた押しやるように、大男の大きい手が伸びてくる。ミズーは再び壁にもたれかかると息を喘あえがせた。

　まだよく聞こえていないように見えるのだろう。その間に、彼は繰り返してきた。

「ああ。既すでに聞いていた。フリウと……そして恐おそらくリス・オニキスも帝都に入ったということは」

「聞いていた？」

　つぶやく。と、ベスポルトは視線で促うながし、付け足した。

「彼にな」

　彼の誘ゆう導どう通りに視し野やをずらすと──

　そこが廃はい屋おくだというのは印象の通りだった。長いこと放置されていたらしく、壁の隅すみには蜘く蛛もの巣すが幾いく重えにも張はってある。中にいるのはミズーとベスポルトふたりだけではない。さらにファニクともうひとり、フリウ・ハリスコーとともにいるはずの警けい衛えい兵へいが、それぞれ違う窓まどの外を警けい戒かいしながら、たびたびこちらへと視線をもどしている。

　ベスポルトの嘆たん息そくが聞こえた。

「先ほど、偶ぐう然ぜん出会った」

　眼をもどすと彼は自分の言葉に引っかかりを覚えるように皮肉を浮かべている。偶然。それでもベスポルトは先を急いだようだった。早口に話を進める。

「彼だけだ。フリウには会っていないが、おおよその話は聞いている。君のことも聞いた。感かん謝しやしている」

　頭を下げる相手になにを言えば良いのか思いつかず、ミズーはただ傷が痛むのを幸いにうめき声で誤ご魔ま化かした。ベスポルトの説明に聞き入るため頭を傾かたむかせる。

　彼はそのまま続けてきた。

「リス・オニキスのこともあって、影人に対しても警けい戒かいはしていた。リス・オニキスはもともと奴ど隷れいとして軍に徴ちよう集しゆうされ、今でも影人とつながりを持っている。というより八年前、自分の死を偽ぎ装そうして以後は影人として──」

　ミズーはかぶりを振った。

「彼の経けい歴れきには興きよう味みない。それより、遠からずここは軍に包囲される……黒衣も来る。ウルペンも……」

　今さら警告するまでもないことなのだろうが、口をついて出た。ベスポルトが浅くうなずく。だがその瞳ひとみには、違ちがった閃ひらめきがのぞいていた。

「これだけ契けい約やく者しやが集まれば、奴やつもまた来るかもしれん」

「奴？」

　つぶやき返す。が、彼は答えず、

「ならば好機だ」

　ベスポルトはただひとりで得とく心しんして、立ち上がるような素そ振ぶりを見せた。

　ミズーはなんとかそれを制せい止しすべく腕を上げた。彼の服を摑つかむつもりで靴に触れる程てい度どしか身体が動かなかったが。

「待って……聞きたいことがあるのよ。そのために……来た」

　彼はもとより待つつもりではいたようだった。こちらを見下ろしている。大おお柄がらな身体の大きな瞳を見返しながら、ミズーはなんとか問いかけた。

「八年前の帝宮の火事。それはなんなの」

　近きん隣りんの静けさは、この区く域いきの閉へい鎖さ進行を物語っている。

　あまり好ましくない静せい寂じやくに、自分の呼こ吸きゆうの音だけを耳にして。ミズーは待った。ベスポルトが表情を変えないまま聞き返してくる。

「なんなの、とは？」

　ミズーはかぶりを振った。

「わたしにだって分からない。分からないことばかりよ。あの場にいたのは誰なの──なんでわたしにその火事の記き憶おくがあるの──アストラは、あの後どうなったの？」

　全身の痛いたみと、消しよう耗もうと、先の見えない不安感に声がかすれる。自覚しても収おさまらない吐と露ろに、ミズーは頭を抱かかえ込んだ。もはや質しつ問もんとすら言えない。

　ミズーはただ声を荒あららげた。

「わたしのアストラを……返して！　なんでもいい。わたしに教えて！」

「アマワに奪うばわれたものを取り返すつもりなら、奴と戦うしかない。ただし奴からなにかを取り返せた者は、わたしの知る限かぎりいない。それでも戦うというのなら話せることは話そう」

（それでも戦うというのなら？）
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　彼の冷れい静せいな声こわ音ねはむしろ神しん経けいを逆さか撫なでする。行き場のない怒いかりに、ミズーは勢いきおいを借りて立ち上がった。

（ほかにどうしろっていうの！）

　立ってなお、ベスポルトとは身長差がある。上がり切らない腕はなんとか彼の胸むねを摑んだに過ぎなかった。むしろしがみつくようにして、続ける。

「精せい霊れいアマワはなに⁉　契約って、いったいなんの契約を──」

「契約とは、約束だ」

　ベスポルトの声は変わらない。

　吹ふ雪ぶく日の風のように、家鳴りのようにただ囁ささやかれるだけだった。

「約束とは、いずれ果たされる取り決めのことだ」

　そう告げてくる彼に、ミズーは落らく胆たんの息を漏もらした。

「……はぐらかしているの？」

「違う。ほかに言い様のない事実を告げている」

　声は静かでも、彼の眼球には言い知れない力があった。凝ぎよう視しとも、威い嚇かくとも違う。吸い込むような熱と色。服を摑む手にさらに力を込め、ミズーはそれを見返した。

　ベスポルト・シックルド元打だ撃げき騎き士し。もはや一いつ介かいの武官とも言い難がたいこの男に、聞かなければならないことが山ほどある。だが、訊き方が分からない──なにを訊くことで必要なものが得られるのか、それすら分からない。

　それを見み透すかすように、ベスポルトが息を吸った。長く話そうというのだろう。

「精霊アマワの契約とは、必ず果たされる約束のことなのだ。それが果たされるということは、その瞬しゆん間かんまで死ぬこともない。先帝は、これを不死だと考えた。その力は恐おそらく、この帝国と帝都を築きずく礎いしずえともなったのだろう。年老いて、彼はその契約を息子むすこたちに受け継つがせるつもりになった。それが八年前だ」

　話しながら彼が何度も呼吸するのを、触ふれている手から感じ取る。

「あの場にいたのは前契約者である先せん帝てい、そして契約者として召しよう喚かんされたそのふたりの息子──今の帝、そして弟てい帝てい。それぞれの護ご衛えい者であるウルペン、リス・オニキスとわたし、あとはどういった理由か先帝が連れ出した少女、アストラ」

　その名を耳にして、固めた指先が緩ゆるむ。

　既すでに腕うでにも力はなく、支ささえを失ったミズーの腕はそのまま下りていった。

　だが倒たおれはしなかった──いっそ倒れ込みたくもあったが。既に意い識しきは眠ねむりの中にはなく、身体は痛みを覚えても運動能力を取りもどしていく。敗北を許ゆるさないなにかの衝動に背せ中なかを押され、休めない。

　ベスポルトはわずかに間をおいた。それでも話を中ちゆう断だんすることはなかった。

「このうちの五人が契約者となった。アマワがどういった規き準じゆんで選んだのかまでは想そう像ぞうする以外にない。六人目の契約者はアマワ自身」

「アストラは……なにを約束したの。わたしに相そう続ぞくされた契約ってなんなの」

　訊たずねると。

　彼はまたもや躊ちゆう躇ちよした。高地の村で、宿り木で見せたのと同じ。鍛きたえ上げられたこの元武官がなにを怖おじ気づくのか。ミズーは気になったものの、彼女が視し線せんを上げるよりも彼が話を続けるほうが先だった。

「契約の内ない容ようそのものは、契約者一様で同じ、ただひとつだ。だがアストラは……あの幼おさない少女が我われ々われの中で最も賢けん明めいだった。奴との契約を拒こばんだのだ」

「え？」

　思わず、声をあげる。

　ベスポルトはただひたすらに続ける。彼の眼に潜ひそむ力は、それこそ炎ほのおの踊おどりを思い起こすように揺ゆらめき、ひび割われていく。その大男は恐きよう怖ふしていた。頑がん健けんな身体からだに汗あせを浮うかべ、抗あらがえないものに頭を押さえられながらも、屈くつ服ぷくできない故ゆえに恐れ震ふるえている。

「そしてアマワを滅ほろぼそうとした。アマワを傷つけたその力を、あの少女は獣けものの瞬間と名乗った」

　獣の瞬間。また聞かされた。

　ミズーはそれを、今度は心を迷まよわすことなく受け止めた。怯おびえればまたあの記き憶おくに発作に打ち倒されるだろうと分かっている。だがそれができた一番の理由は自じ制せいではなく、不意に別の感情から心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされたせいだった。

　その八年前の日に、アストラは獣の瞬間を完成させていたのだ。

　心をすべて消し、完全な殺人者として。

　悲ひ嘆たんは今さら涙なみだを呼ぼうともしない。意識を奪うばおうともしない。ミズーはただ、自分の記憶を探さぐろうとした。自分にはないはずの記憶……まさか双ふた子ごの姉がそれを捨てたから自分が拾ったというわけでもあるまいが。

　細こま切ぎれに乱みだれた炎の記憶。痛み。弱い感情はすり寄るようにベスポルトの話へと意識を集めていった。退たい役えき騎き士しの口調は重い。彼もまた記憶に残る苦痛に煩はん悶もんするのか。そういった重さは感じ取れた。

「その力は帝宮を焼き払はらい、その場にいた黒こく衣い部隊も、元軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいリス・オニキスの精霊をも瞬時に駆く逐ちくした。アマワも消えた。だがアマワは言い残した」

「たとえ殺しても、壊こわしても、現あらわれてしまったものが消えることはない……」

　つぶやきは自然と漏もれた。ベスポルトがうなずいてみせる。

「ほかにもなにかを言っていたようだがわたしには聞き取れなかった。アストラ・ビアンカはその場で息いき絶たえた。これは推すい測そくではない。わたしが看み取とった。あの少女はあの日、確たしかに死し亡ぼうした」

「そんなはずは──」

　ミズーが反はん駁ばくしても、ベスポルトはただかぶりを振ふるだけだった。

　ただし否ひ定ていもしなかった。

「分からない。あの混こん乱らんの中、当時リス・オニキスの直護衛武官だったわたしは弟帝を守って脱だつ出しゆつすることで手一いつ杯ぱいだった。先帝は崩ほう御ぎよされ、弟帝やリス・オニキスもまた死んだことにされた。あの場を逃げなかった兄帝とウルペンが勝利者だったということか」

　彼は嘆たん息そくした。諦てい観かんの仕し草ぐさではない。単に、苦く悶もんの記憶を語り終えた安あん堵どからだろう。

「わたしはそのまま弟帝からも離り反はんし、辺へん境きようを放ほう浪ろうした。そして……」

「フリウ・ハリスコーと出会った」

　ミズーはまた同じく相手の言葉を継ついだ。

　ベスポルトの表情に、また痛みに堪こらえる色がよぎる。彼はなにかにこだわって言い直してきた。

「いや、見み出いだしたのだ。愚おろかなわたしは、あの娘むすめの破は壊かい精霊ならばアマワを倒たおせると甘あまい期待を抱いだいた」

　彼の話が終わったことは、その退役軍人が窓まどの外を見やったことで知れた。軍の包囲が進んでいるのならば、いつまでもこうして隠かくれてはいられない。急いで飛び出すこともできない──正せい確かくな機を見て脱出する必要がある。

　ミズーもまた、具合を確かめるために身体の部位をひとつひとつ力を入れていった。まだ動くことはできそうだった。剣けんを握にぎる右手には怪け我ががない。爆ばく発はつの中、かばうことができたのだろう。それさえ無事ならば戦える。

　だが恐らくここを切り抜けたとしても、本当に倒さなければならない相手はそんなことで渡わたり合える存そん在ざいではない。

　胸に溜たまった虚むなしさを追い出そうと、ミズーはつぶやいた。

「アストラも、アマワに質しつ問もんをしたのかしら」

　我知らず質問になっていた。そして答えられる人間が目の前にいたことも、後から気づいた。ベスポルトがうなずく。

「ああ」

「なんて訊いたの？」

　彼女が続けると、大男はしばし追憶の中に浸ひたってから答えてきた。一字一句を違たがえまいとしてか、ゆっくりと慎しん重ちように。

「わたしの妹はどこにいるのか、と。アマワの答えはこうだ──どこにもいない。姉妹はふたりともどこにもいない」

　肩かたをほぐしていた手を止め、ミズーは大男の顔を見やった。

「それはどういう意味……？」

「わたしには分からない。ただアストラは理り解かいしたようだった。豹ひよう変へんし、アマワに挑いどんだのはその直後だった」

　アストラの質問をなぞるように口の中で反はん芻すうし、ミズーはそのまま吐息した。自分にも分かりそうにない。

「もうひとつ、訊かせて」

　いまだ吐き終わっていない虚むなしさを口にする。

「死者が蘇よみがえるなんてことはあると思う？　比ひ喩ゆ的てきな意味ではなく、本当に」

　その答えなどはとうに分かっていた。誰にでも分かることだった。誰もが問うたことがあり、そして同じ答えを突きつけられてきた。きっと、遥はるか遠く昔から。

　ベスポルトが浮かべたのは、優やさしげではあったが厳きびしい微笑ほほえみだった。

「もしそんなことがあるのならば、アマワと戦う意味は、ないな」

「……もっと愚おろかな答えが欲ほしかった」

　うつむき、その場を立ち去ろうとしたミズーに、ファニクが呼びかけてくる。

「姉さん？」

　彼に向かって、彼女は手を振った。

「大だい丈じよう夫ぶ。少し外を見てくる」

「そんなら俺おれが──」

　ファニクが駆かけ寄よってくる。彼女が再さい度ど制せい止ししても彼は停とまらなかった。結局間近まで来たギャングに、ミズーは声をひそめた。

「本当に大丈夫よ。動けるようになった。それにエリコ・スアハがわたしを追っているなら、離はなれたほうがいい」

「勝てるっすか？」

　彼の口調は厳きびしくないものの、容よう赦しやなかった。

「動けるかどうかなんて見れば分かるっすよ。勝てるっすか？　勝てないのなら、俺が姉さんを守らにゃならんっす」

「あなたを守ってあげる」

　押しやるのではなく相手の胸に触れ、ミズーはさらに小声ではなく声をあげた。屋内を見回せばベスポルトも元警衛兵もこちらを見ている。全員を見回し、彼女は続けた。

「だから、あなたはここのふたりを無事に誘ゆう導どうして。全員、生きて脱だつ出しゆつできるようにね。もう二度と、なにも奪うばわれない。そういう戦い方でなければ本当の敵てきに勝てない。そのためには──」

　ベスポルトを見てはいなかったが、ミズーは彼に尋たずねた。

「そうなんでしょう？」

　彼の返事を待つこともなく、彼女はひとりで外に出た。




　風が止んでいた。帝都に来てから初めてのことではある。風はなく空は晴れ渡り、封ふう鎖さされた区域は水みな底そこの風景であるかのように凍こおり付いている。

　歩く。もとより人目は感じられなかったものの、監かん視し者がいたとしてもミズーは気にしなかった。むしろ見つかったほうがいい──囮おとりなのだから。もといた廃はい屋おくから遠ざかり、振ふり向かずに距きよ離りを計算する。そろそろ行動を起こしても良いのだろう。その頃ころ合あいで、ミズーは静せい寂じやくに混まじる囁ささやきを耳にした。

「ついに決心がついたかな？」

　構かまわずに歩き続ける。

　声もまたこちらを気にせず後を続けた。

「なにしろただでさえ警けい戒かい下にあったというのに、この騒さわぎだ。軍は既すでにここ十区画を閉へい鎖さし、包囲を完かん了りようさせた。ベスポルトも脱出できなかった。影人も全ぜん滅めつかもしれないね。もちろん君もだ。黒こく衣いが来ている。黒衣部隊がね。君ひとりでは到とう底てい敵かなわない……無力な君では」

　ミズーはやはり答えず、足を進めた。相手が姿すがたを見せるまで答える必要はない。

　と、角を曲がろうとして立ち止まる。塀へいの端はしから見み慣なれた赤黒い長衣の裾すそがのぞいていた。壁かべを見通せなくて良かった──と、ミズーは感かん謝しやした。それができたなら、きっと、あの冷笑も見えてしまっていただろうから。

「裏うら切ぎってくれたわね。わたしが来ていることを影人に伝えたのは、もちろんあなたなんでしょう？」

　淡たん々たんとミズーが告げると、アイネストはさほどもったいつけずに顔を出した。

「裏切り？」

　当たり前のように言ってくる。

「君の勘かん違ちがいだよ。ぼくが約束を守るなんて思っていたようだけど」

　マグスの先手を取って肩かたをすくめ、ミズーは無む視しして通り過すぎようとした。

　が、再ふたたび足を止めざるを得なかったのは破は壊かい音を聞いたからだった。

　背はい後ごから。近くはない。振り向いて見やると、風を失った帝都の空に巨きよ大だいな黒こつ球きゆうが浮ふ揚ようしている。夜の闇やみではなく光の中ならば、その精霊の姿ははっきりと目視できた。まるで液えき体たいのように影の尾おをこぼしながら、次し第だいに球体を膨ぼう張ちようさせている。

　不意に、ミズーは悟さとった。あれは光を吸って巨大化するのだ。球体から突き出した一本だけの腕うでとかぎ爪づめもまた巨大なものとなって、一ひと薙なぎで建物を一棟とう全壊させてしまった。咆ほう吼こうも感情もうかがえない無機質な塊かたまりが、それでもどん欲よくに次の目標を求めているのが見て取れる。

　壊されたのは──

「分かるだろう？　ベスポルトらのいた建物だ。あれは完全に倒とう壊かいしたな」

　アイネストが和なごやかに説明を加えてくる。まったく不必要な解説を。

「ぼくが人払いをしているからね。君よりも先に、ベスポルトたちを見つけてしまったんだろう」

　だがそれでも、ミズーは急がなかった。

「彼らは無事に逃にげたわ」

「どうしてそう言える？」

「あなたに説明する必要があるの？」

「無む根こん拠きよなはったりか」

　冷れい笑しよう混まじりに鼻を鳴らして、マグスはいつも長ちよう広こう舌ぜつを始める時の癖くせそのままで両手を広げてみせた。

「ぼくが考えているのはただひとつ。獣けものを起こせないはずの君が獣を起こすほうが、より大きな獣を起こせるんじゃないか？　心を肥ひ大だいさせた君は、より大きな虚きよ無むを呼び込む。さあ、君の決意は早さつ速そく脆もろくも崩くずれた。迷まよいは？　発作は？」

　アイネスト・マッジオ。神しん秘ぴ調ちよう査さ会かいのマグス。ミズーはそれを冷ややかに観察した。そうしている仕草のひとつひとつが虚きよ構こうであること──実体などなく、暗示のための虚こ仮け威おどしだと今は分かる。マギ。弱い力。彼が自分で言っていた。

　哀あわれみすら覚える。

　だが彼は続ける。それも分かった。彼は続けるだろう。たとえ自覚していようと、なにを思おうと、彼が彼であることをやめることはできない。それも理解できるために、ミズーはさらに繰くり返した。マギを行う者マグス。マグスの技わざマギ。弱い力。

「獣が絶ぜつ対たい者ならば、真に世界を殺すことも可能だろう。君の獣が永えい遠えんになれば、それはこの世界の急所を探さがし当て、そこに剣けんを突つき刺さす──」

「そんな獣はいないのよ、アイネスト・マッジオ」

　彼の言葉に、ようやくミズーは割わり込こんだ。

「あなたは、わたしを裏切るべきじゃなかった。おかげであなたは最後の札を切ってしまった」

　と、息を吸う。

「……今のままでは、わたしはあなたを殺せないと言ったわね」

　彼女の攻こう撃げき態たい勢せいへの変化を恐おそれてだろう。アイネストが身構えた──これも以前ならば気づけなかったかもしれない。だがミズーはただ呼吸しただけだった。そのまま、彼を振りきるようにきびすを返す。

「それなら、それでもいい。あなたにはどうでもいいことでしょうけれど、戦い方を変えることにした。なにも奪うばわれないためには、なにも奪わない。それにどうせあなたは、わたしの欲ほしいものをなにひとつ持っていない」

　既に、魔ま精せい霊れいの姿だけを見ている。ミズーは最後に言い残した。

「もう二度と会うこともない。あなたが現あらわれても、きっとわたしはもう気づかない。声を聞くこともない。あなたの望んだことよ。あなたは本当の傍ぼう観かん者になりたかったんでしょう？」

　そして言葉のない彼を取り残し、猛もう然ぜんと走り出した。




　一度走り出せば身体からだは軽く、感覚はどこまでも加速していく。右に左にぶれながら前方へと伸のびていくのは視し覚かくだった。走り行く先を見ている。魔精霊がさらに力を増まして別の家を潰つぶそうとしている。この動きは無む軌き道どうなものではなく、命令を受け制せい御ぎよされているのも見て取れた。まず標的を探さがし、そして攻こう撃げきを加えている──なにかを追っている。

（つまり三人はうまく逃にげた）

　魔精霊が追っている限かぎりは、三人は生きている。

　既すでに包囲が始まっているのならば遠えん慮りよすることもない。開門式を唱えるべく、ミズーは意識を集中した。刹せつ那な。

　頭上に影が落ちた。速度を増し、通り過ぎる。家の屋根上から、何者かが飛び降おりてきたらしい。地面に降り立つ音を背後に聞きながら、ミズーは剣を抜いた。続けざまに今度は前方で、帝国軍の制せい服ふくを着た兵士が槍やりを手に飛び降りるのが見えた。これはまだ十メートルほども前方で、駆け抜けることもできない。

　仕方なく足を止め、ミズーはさらに身をよじった。飛び退のく。

　屋根の上に、さらにふたりの兵士が残っていた。そのふたりが同時に放ったボウガンの矢が路面に跳はね返る。ミズーは即そく座ざに念ねん糸しを放った。銀色の糸がふたりのボウガンに巻まき付き、炎ほのおをあげる。

　武ぶ器きそのものを破壊できるほどの熱量は必要ない──ふたりが得物を取り落としてくれれば良かった。案の定、突とつ然ぜんの炎に慌あわてた兵たちがボウガンを投げ出す。屋根から武器を落とせば、拾われる心配はしばらくない。

「フリウ・ハリスコー、上意である、抵てい抗こうするな！」

　彼らが叫さけんだ内ない容ようにまでは構かまっていられない。

　既に、道の前後をふさぐ形で飛び降りてきた二兵がそれぞれ槍を構えて突進してきている。念糸を使ったため、反はん応のうは一瞬遅れる。が、それでも距離があったことが幸いした。先に突いてきた背後からの槍に剣を絡からめると、そのまま滑すべるように間合いの内側へと入っていく。突撃の勢いを殺せないその兵の顔面に、ミズーは左ひだり拳こぶしを叩き込んだ。振り向き、今度は遅れてきたもうひとりへと剣を投げる──柄つかの方を向けて。剣は真まっ直すぐに、兵の肩口を打った。衝撃に落としたその槍を、ミズーはすかさず踏ふみつけた。帝国兵は武器を拾い直すこともできず、ただ呆ぼう然ぜんとこちらを見ている。

　ミズーは駆け寄ると、その男の首を肘ひじで打って昏こん倒とうさせた。剣を拾い直し、建物の上を見ると残った兵の姿もない。報ほう告こくに帰ったのだろう。これで恐らく、本隊の注意はこちらを向いてくれるはずだった。

（黒衣じゃなかった……真っ先に来ると思っていたのに。黒衣の投入を遅らせる理由がなにかある？）

　剣を拾い、鞘さやに納おさめて再び走り出しながら、思し案あんする。

　帝は黒衣部隊に絶ぜつ対たいの信を置いている。その権けん限げんの大きさから見ても、信しん頼らいできなければ任まかせられるものではない。それだけに黒衣部隊は貴き重ちような財ざい産さんでもあるはずだ。それを失う危き険けんがあるのならば、帝はこう命令するかもしれない──待たい機きし、見定めよと。

（最近で帝が大量の黒衣を失ったのは、高地の村でのこと。同じ危険があるのなら……）

　慎しん重ちようになることはあり得る。あの元警衛兵がいたのだ。フリウ・ハリスコーがこの近くに姿すがたを見せていてもおかしくはない。帝国兵たちは、彼女を呼び間違えた。この近辺にいる女をフリウ・ハリスコーとして捕とらえる命令を受けていたのかもしれない。

（なら、この包囲はエリコ・スアハが呼び寄よせたものじゃなくてフリウ・ハリスコーを捕とらえるためのもの？　まずいわね。もしあの娘むすめが精霊を解かい放ほうするつもりになったら）

　この近きん隣りん一帯どころか、帝都そのものを灰かい燼じんに帰しかねない。

　とりあえずエリコ・スアハさえなんとかすれば、ファニクらの安全を確かく保ほできる可か能のう性せいはある。フリウ・ハリスコーのことは、必要ならばその後で考えるしかない。

　魔ま精せい霊れいの攻こう撃げきは激しさを増していた。次々に爪つめを振るい、建けん造ぞう物ぶつを砂すなの城しろのように打ち壊こわしていく。

（ファニク……あなたは大たいした奴やつなんだから、うまく逃げなさいよ。足手まといがふたりくらいいたってなんとかするでしょう）

　信じているつもりでも、不安は疼うずき出す。

　その不安は、上空より聞こえてきた鋼はがねの振しん動どう音でいや増した。

　魔精霊を見つけてもどってきたのだろう。鋼こう精霊をまとったマリオ・インディーゴが、激はげしい音を立てて黒の球体へと激突した。風船にでも当たったように跳ね返り、またさらに槍を振るって斬きり掛かる。攻撃は効果をもたらしていないが、それでも魔精霊の注意を引くことには成功していた。胸きよう中ちゆうで、初めてあの少女に感かん謝しやする。

（でも、効きかない。あの精霊を倒す手段がない）

　ギーアの炎は、魔精霊をさらに強大化させかねない。爪そう牙がともに鋼精霊の刃と同じく通じないとすれば……

（やはり、エリコ・スアハを押さえる）

　互いに負ふ傷しようしているが、怪け我がの程てい度どでいえばまだ自分のほうが有利だという自信はあった。軍ぐん属ぞく精霊使いを無力化し、水すい晶しよう檻おりを手に入れれば封ふうじることも可能となる。

「出よ！」

　走り続けるまま、ミズーは叫さけんだ。マント留どめの水すい晶しよう檻おりが開門し、炎に包まれた巨大な獅し子しが出現する。

「時間を稼かせいで欲しいの……あの黒い精霊を牽けん制せいして。鋼精霊はとりあえず敵てきじゃないから無視して。いい？」

　獣精霊は速度をあげ、一瞬で彼女を抜き去り駆けていった。獣精霊にエリコを探させても良いのだろうが、ギーアの力では目当ての水晶檻ごと潰つぶしかねない。また、万が一にもギーアを封じられたなら形けい勢せいは最悪となる。

（ギーアの水晶檻に魔精霊を封じることも考えるべきか……でももしあの魔精霊の力がギーアより勝っていたなら、内側からこの水晶檻を砕くだくかもしれない）

　炎ほのおの尾おを引き、流星のように獣精霊が跳はねていく。虚こ空くうを駆かける猛もう獣じゆうも、巨大化した魔精霊にまで達すると小さく見えた。爪で引き裂さき黒球を弾はじき飛ばすが魔精霊は切り裂かれてもすぐに姿をもどす。

　既すでに戦闘域に近づいている。ギーアと鋼精霊と戦う魔精霊の真下へと。その影のかぎ爪が切り刻きざむ街の破は片へんをかいくぐり、ミズーはあたりを探った。

「エリコ……スアハ！」

　剣を抜き、ミズーは叫んだ。




　帝てい都と崩ほう壊かい。

　破は滅めつの最初の一押しは、静かな叫びとともにあった。

　平へい穏おんの都、不死者の都の静せい寂じやくに、渦うず巻まく業ごう火かが立ちのぼる。

　天を衝つく怒ど号ごう。咆ほう吼こう。荒あれる風。灰はいを撒まき、粉ふん塵じんを散らせる。精霊の激げき突とつは家屋を藁わらのごとく薙なぎ倒し、時を凍こおらせ、再び動き出した結末に破壊の跡あとだけを残す。

　怒いかれる獅子が、狂乱する鋼はがねが、すべてを吞のみ込もうとする魔物が、拮きつ抗こうする力を持て余あまし、あまりにも狭せますぎるその舞ぶ台たい──人の意思により用意された、あまりにも脆もろすぎる閉へい鎖さ区く域いきを蹂じゆう躙りんする。

　それは蕾つぼみのように膨ふくれあがり、花か弁べんのように開き、あとは薫かおりのように無分別に拡かく散さんしていく。

　破壊の中で、人が悲鳴をあげる──

　その精霊を駆かる者ですら。驚きよう愕がくに眼を見開く。

　帝都の最さい期ごとなる崩壊の調べ。それは閉鎖区域に留とどまらない。

　紅ぐ蓮れんの獣けものの放つ猛もう煙えんは大気を黒に染そめ、煌きらびやかな炎の舌したがその狭はざ間まから閃せん光こうの刃やいばをのぞかせる。火炎がひと撫なでするごとに、哀あわれな街は容易たやすく切り裂かれていく。

　火に触れれば瞬時に溶よう解かいすることを悟さとり、鋼の人形は己おのれから放つ振動の壁かべを強める。空を撃ち、そして地面へと降下しては帝都の舗ほ装そうを抉えぐり、傷つけていく。砕くだかれた石材は微び細さいに分解し、熱風に触れて火の粉となった。煙けむりと熱とが、人の肺を焼いていく。

　魔物はそれを押しとどめるべく腕と、その漆しつ黒こくの闇の翼を拡げていく。風に打たれ、鋼に裂かれ、後退しながらも冷れい却きやくの範はん囲いを維い持じしようとする。

　閉鎖された区画の中心に、三柱の力が鬩せめぎ合う。力は混こん沌とんとして互いをこすり合わせる。軍に制せい圧あつされることで、そこにもたらされるはずだったまっとうな秩ちつ序じょ──もはやそんなものを信じる者はいない。踏みとどまる者すらいない。

　すべては崩壊し、離り散さんしていく。

　だが、帝都崩壊、その中で。

　さらなる破滅、本当の破滅を囁ささやく者がいる。




「ミズー・ビアンカ……そんなことで振り切れるものか」

　アイネスト・マッジオはいつものように高い建物の上から、何者にも聞かれない囁きを口にしていた。マグス。観察者としての言葉を。

「たった一瞬の決意ならば容よう易いだ。そうだろう。だがそれを永えい遠えんに通すこととなると不可能に近い。君は人間として一人前になったつもりだろうが、落とし穴あなはいくらでもある。落とし穴などなくても、時間が経たつだけで人は綻ほころびていく」

　彼の見下ろす帝都は、精霊の争いで砂すなのように脆もろくも吹ふき散らされていく。獣精霊が炎を噴ふき上げれば魔精霊がそれを吸い、鋼精霊に闇を吹き付け動きを封じる。精霊の強大さはいちいち人間の脆ぜい弱じやくさを際きわだたせた。

　その皮肉へと手を広げ、マグスは叫ぶ。

「どうだ。永えい遠えんのものと謳うたわれた帝都の姿すがたがこれだ。既すでに帝都の平穏には亀き裂れつが生じた。ならば、遠からずいずれ必ず崩壊する。人の心も同じだ、ミズー・ビアンカ」

　と。

　気配を感じたのではない。ただ彼は振り向いた。

　気配を感じ取れたはずはない。そのことを、彼はその瞬しゆん間かんことさらに意い識しきした──振り向いたそこに、赤い髪かみの剣けん士しがいる。

　ミズー・ビアンカ。

　アイネストは、そう唱となえた。その剣士の名前を。

　彼女でないことは一目で分かる。似にてはいるが、あの生なま意い気きな女剣士ではない。だが似ていた。同じと言っても差し支つかえないほどに。

　その答えか。剣士が突き出したのは一条じようの白はく刃じん。それは音もなく、ただすんなりとマグスの脾ひ臓ぞうに突き刺さる。

　吐と血けつし、彼は倒れた。崩ほう壊かいする帝都の上に。

　マグスの身体を、剣士は通り過ぎていく。

　疑ぎ問もんに答えを見いだせないまま、マグスは死へと続く息を吐き出した。







　第七章　ビーストワールド

　　　　　　（停とまった時間の住人が）







「エリコ……スアハ！」

　剣けんを抜ぬき、ミズーは叫さけんだ。向かう先に濃のう緑りよくの軍服が見えてくる。軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいは待ち構えるように軍ぐん刀とうを手にしている。足には血止めの包帯を巻まき、左足と右肩を重そうに傾かたむけ、結果として平へい衡こうを保たもっていた。

　突とつ撃げき姿し勢せい。剣を水平に、前方へと構える。片手用の剣の柄つかに左手までも添そえ、ミズーはさらに速度を上げた。この敵てきの精せい妙みようさに対たい抗こうするには、最大の間合いから最速で刃を突き込むこと──先の戦いで悟ったことだった。

　エリコが剣を掲かかげる。手負いでも余よ裕ゆうを失わない、騎士に相応ふさわしい剣の構え。切っ先の位置は下段。彼の意図は明めい瞭りようだった。速度に対して集中力と機で迎むかえ撃ち、剣を跳ね上げてそのまま斬り返しを放とうというのだろう。全速力で突進中にそれを食らえば、ミズーも今度こそ避よけられる自信はなかった。

　突進力に抗するため、エリコ・スアハの姿勢も前ぜん傾けい。血に飢えたその双そう眸ぼうを見れば、技量だけではなく闘争心まで鍛きたえ抜かれているのは分かる。

（強い……この男、本当に）

　剣が打ち合う寸すん前ぜんに。

　ミズーは最後の変化に踏ふみ切った。転ぶほどに体勢を低く下げ、突き込む刃に全身の力を注ぎ込む。下段に構えるエリコの剣よりさらに低く──狙ねらったのは、軍属精霊使いの右足首。

　切っ先が軍特注の遠えん征せいブーツ、分ぶ厚あつい革かわの唯ゆい一いつの弱点である足首付け根に抉えぐり込まれる。だがエリコの剣もまた打ち下ろしに転じてミズーは肩に衝撃を覚えた。金属音が鳴り響く。彼の剣が打ったのは、肩口のマント留どめだった。獅し子しの彫ちよう金きんが刃を弾はじき、エリコが憤ふん懣まんとともに吠ほえるのが耳に入った。それが新たに与あたえられた傷きずの痛いたみによるものか、それとも標的を仕し留とめ損そこなったことによるものか、それは分からない。

　地面を転がるようにして、ミズーは体勢を直した。エリコへと向き直ると、軍属精霊使いは両足を負傷し倒れている。顔だけが彼女を睨にらむが、ミズーは歯を食いしばりそれを見返すと身体からだを起こした。まだ彼が奥おくの手を隠かくしている可能性は否ひ定ていできない。

　エリコ・スアハが念糸を伸ばした。ミズーの足元に。念ねん糸しに絡からまれた路面がうねり、触しよく手しゆのように変形して彼女の足を捕らえた。念糸が解けるともとの石にもどり、足を摑つかんだまま動かなくなる。

「これで、動けないのは同じ」

　彼は腕で這はいずり身体の向きを変えながら、つぶやいた。

「お前は投剣の名手だそうだな……ミズー・ビアンカ」

　と、軍刀を振りかぶり、投じる姿勢に構えてみせる。

（変成する念糸能力。あの建物から現れたのもこれを使ってか）

　この能力でならばどこにでも出入り口を作ることができる。ミズーは対抗して剣を持ち上げた。さらに念糸を伸ばし──

　足元に刃を打ち下ろす。エリコの投げ放った軍刀を、ミズーは横に転がってかわした。呆ぼう然ぜんとする彼に、告げる。

「……武器まで投じて、なにも残っていないのなら降こう参さんして。エリコ・スアハ」

　軍属精霊使いはただ、一瞬前まではミズーを捕とらえていたはずの路面を見つめていた。炎をあげる舗ほ装そう石せきが砕くだけ折れている。瞬間的に熱された石の表面は細かくひび割われていた。ミズーの靴の表面もまた、音を立てて焦こげている。足の表面にも多少の火傷やけどはしたかもしれない。

　エリコは、嘲あざけるような眼まな差ざしを向けてきた。

「降参だと……？　それが武人に向かって言うことか」

「あなたを死なせたら、あの精霊は暴ぼう走そうするんでしょう？」

　いまだ戦いを続ける精霊たちを示しめして、つぶやく。が、彼は笑うだけだった。

「わたしの命令を失い、魔精霊は既すでに暴走を始めている。光をひどく嫌きらうのでね──膨ぼう張ちようすることは、奴やつにとっては苦く痛つうらしい。日にち没ぼつまでは暴あばれ続けるだろう」

「なら、水すい晶しよう檻おりにもどるよう命令しなさい」

「もうわたしには無理だな。奴は、その場で最もつとも力ある念糸使いにしか従したがわない」

　それだけ言うと、軍属精霊使いは懐ふところから水晶檻を取り出し、その場に置いた。魔精霊を封ふうじていたものに間ま違ちがいない。

「お前がやれ……」

　彼はそのまままぶたを閉とじた。気き絶ぜつしたらしい。呼こ吸きゆう以外に動きを見せないエリコ・スアハの身体からだに近づき、ミズーは水晶檻を取り上げた。彼の眠ねむりが虚きよ偽ぎではないと思いながらも、話しかける。

「あなたとはもう二度と戦いたくないわね」

　軍属精霊使いは答えてこない。ミズーは安あん堵どして、空を探した。精霊たちは戦いながら移い動どうし、今はまた少し離はなれたところにいる。

　戦いは激げき化かしていた。ギーアの炎えん熱ねつから火の粉こが散り、雪のように降ふり注そそいでいる。吹雪ふぶきになぞらえるなら、魔ま精せい霊れいは暗雲そのものだった。銀色に閃ひらめいては白刃を振りまく突とつ風ぷうは鋼こう精霊か。速度と力ならば獣じゆう精霊が勝まさり、剛ごう性せいならば鋼精霊が勝るが、魔精霊を倒すための方法がなにもない。炎に吹ふき荒らされる大気は轟ごう音おんを奏かなで、崩くずれていく市街が大地を揺ゆるがす。

　帝てい国こく兵はもはや隠れてもいない。その目的も変わってきているようだった。犯はん罪ざい者の捕ほ縛ばくよりも、明らかに脅きよう威いを増ます精霊たちの争そう乱らんに右う往おう左さ往おうしている。その中に立ち、ミズーは呼吸を整えた。その間に、気絶しているエリコ・スアハの傷口に念糸を伸ばし、ひとつひとつ表皮を灼やいて接せつ着ちやくしていく。間に合わせだが、やらないよりはましだろう。

　この事態、早く収拾したいが──

（そろそろ来る）

　帝都を揺ゆるがすこの戦いに、結末をもたらす者たちが。黒こく衣いが。

　混乱の中、倒れたエリコに気づいた帝国兵が警けい笛てきを鳴らしている。彼女のことを指さしている者も幾いく人にんかいた。武器を構え、帝国騎き士したちが群むらがってくる。

　退路を探し、後あと退ずさる。一いつ刻こくも早く魔精霊の元に辿たどり着きたくとも、障しよう害がいとなる敵兵の数が少なくない。放たれた矢をマントを振って絡からめ取り、ミズーは全速力で走り出した。敵を引きつけるのは構かまわない──その分、ファニクらの負ふ担たんが軽くなる。だが、手に負える数にも自おのずと限げん界かいがある。

（ギーアを呼び寄せる？……駄だ目めだ。マリオ・インディーゴひとりでは魔精霊を押さえられない）

　今まで駆かけてきた通りを逆進する。精霊たちからは離はなれるが、どのみち目まぐるしく戦せん闘とう域いきを変える精霊らには、簡かん単たんには追いつけない。

　数人の帝国兵を連れる形で走る。背はい後ごから矢がまばらに追い越し、行く手の路面や壁に跳はね返るのが見えた。まだ距離があり、そう当たるものではない。

　的を外はずすために蛇だ行こうする余よ裕ゆうもない。ミズーは手近な角を曲がり、狭せまい路地に陣じん取どって待ち構えた。追っ手の先頭が姿を現すや否いなや躍おどりかかる。ひとりを剣の柄つかで打ち倒し、次が現れるより先に逃とう走そうを再さい開かいする。

　一度やれば、敵も出方を変えた。足並みをそろえて決して追いついてこない──いずれこちらが疲ひ労ろうするのを待つか、別べつ働どう隊たいを回り込ませるつもりだろう。時間稼かせぎにはもってこいだが、それは相手にとっても同じになる。

　ミズーはまたいくつかの角を曲がったところで歩調を落とすとマントを外した。マント留めだけ取り外し懐ふところに入れ、矢を絡からめて重さを増した真しん紅くの布ぬのを抱かかえ込こむ。

　立ち止まり、待ち受ける。今度の路地はそれほど狭いものではなく、数人がすれ違える程度のものだった。足音を途と絶だえさせないよう一定のリズムで足を打ち鳴らしながら。

　帝国兵が姿を見せた瞬しゆん間かん、ミズーはマントを投げた。布が広がり追っ手たちの正面に覆おおい被かぶさるのと同時に、念糸を放つ。燃え上がらせたのはマントだった。炎熱にひるんだ彼らに向かって、ミズーは突進した。

　剣を構えてはいるが、斬きり掛かる姿勢にはない。こちらの接近に気づいてしゃにむに突いてきた帝国兵の武器を弾はじきながら、ミズーは彼らの横を突とつ破ぱした。敵の秩ちつ序じよが回かい復ふくするより先に複ふく雑ざつな裏路地を駆かけ抜け、置き去りにする。

　散発的に出くわす帝国兵をその都つ度ど黙だまらせる、あるいは衝しよう突とつを避さけながら、ミズーは逃走した分をまた駆けもどっていった。混乱は続いている。炎の雨が濃こくなるにつれ、ミズーは心に高こう揚ようを覚えた。怒いかりの衝しよう動どうとも、暗い疼うずきとも違う。翼つばさでも得たように軽い。

　行く手に黒衣が姿を見せた時にも、その加速は止まらなかった。

　道をふさぐように無言の黒衣がひとり、戦闘用の斧おのを構えて立っている。あるいは以前会った黒衣かもしれない──黒衣の差さ違いを見分けることなど無意味なことでしかないが。ミズーは剣を手に吠ほえた。彼女の突きを、黒衣は斧おのの刃で弾はじく。

　ミズーは退ひかなかった。いったん退くとしたら、それは間合いを取るため──改めて攻め手を探し、敵の急所を見定めるためだろう。彼女は連続で刃を振るうと、黒衣に防ふせがせている間にその横を通り過ぎた。

　そのまま走り去る。黒衣も当然追いかけてくるが、

（重い武器を持って追いつけるはずがない）

　念糸が来たならば、背を向けていてもそれを逆に辿たどり念糸で反撃できる。ミズーはどこまでも加速した。あるはずの疲労すら感じない。閉へい鎖さ区く域いきを搔かき回し、次し第だいに精霊たちへ近づいていく。




　エリコ・スアハの喉のどを細い剣で貫つらぬき、彼女はそのまま通り過ぎた。

　軍属精霊使いはほんのわずかに痙けい攣れんした──意い識しきを失ったまま、酸さん素そを求めて。数秒のことだった。彼は夢ゆめを見ていたかもしれなかったが、その続きを欲するように縮ちぢめられた指は、なにも摑つかむことができないまま硬こう直ちよくした。




　ミズーは次々に現れる帝国兵を切り抜けながら先を急いだ。崩ほう壊かいがもたらす混こん沌とんの中、ただ一筋すじの加速だけを続けていく。

　体たい格かくに恵めぐまれた帝国兵が、恐おそらく得意の武器なのだろう、大おお鉈なたを振り回して襲おそい掛かかってくる。ミズーは半歩ずらして刃をかわすと、通り抜けざまにその男の腕を剣で突いた。負傷に武器を持ち上げられなくなり、帝てい国こく兵が罵ば声せいをあげる。重量のある武器は結局のところ片腕でも傷を負えば扱あつかえなくなる。それでも大鉈を手放せないその兵の股こ間かんを蹴けり上げ道を開けさせると、ミズーはその奥おくにいる弓兵に念糸を伸ばした。弦つるを焼き切り飛び込むと、兵は悲鳴をあげて逃げ出し、さらに後方に待機していた仲間を突き飛ばす。総そう崩くずれになった部隊が囁ささやくのを、ミズーは耳にしていた。

「鬼き神じんだ……」




「赤い髪かみの剣士だ……見たら死ぬ！」

　そのつぶやきすら、肺に突き込まれた刃で途と切ぎれる。

　絶命した若わかい帝国兵を、殺す前から一度も見ることなく、彼女は進んでいった。




　錯さく乱らんは大事な武器だった。

　一いつ気き呵か成せいに敵にダメージを与あたえ、その収しゆう拾しゆうができないうちに混乱を拡かく大だいさせていく。既に精霊の暴走という厄やく災さいを抱かかえている相手にならば特に有ゆう効こうだろう。出くわす帝国兵たちの顔に恐れのようなものを読み取れるようになって、ミズーは自分の戦闘がうまく運んでいることを悟った。短時間で噂うわさが拡大している──指令系けい統とうを分断された敵兵の間に。赤い髪の剣士。その囁きをたびたび聞いた。

（うまくいけば、このまま切り抜けられる）

　体力と自制心、幸運が続けば。

　前の二者だけでも稼かせぐため、物もの陰かげに潜ひそんで疲労が身体からだから抜け落ちるのを待ちながら、ミズーはひとりつぶやいた。

（帝国兵の数が減へってきてる。恐きよう慌こう状じよう態たいか、一時撤てつ退たいしたのかもしれない。あとは精霊を封ふうじて逃げ出せばいい）

　だが、黒衣の姿をまだほとんど見ていない。

　不安要素を付け足し、立ち上がる。帝は黒衣を少数しか投入しなかったのか──あるいはどこかに罠わなを張はっているのか。帝都の中で、これだけ大規き模ぼな騒さわぎである。帝都治安を担になう黒衣部隊が総そう出でで集まってもおかしくはないはずだが。

（この戦いは、帰ったらジュディアに自じ慢まんしよう）

　剣の柄を握る手を確かめ、笑みを作る。

（聞かされたらなんて言うかしら、彼女。『ふーん、それで？　住民に迷めい惑わくをかけるようなやり方は誉ほめられたもんじゃないわね。わたしならもっとうまくやるわよ』……こんなところでしょうね）

　両足に力が入らないことは無む視しして、ミズーは進み出た。全身に痛いたみが走る。傷きずではなく疲労だった。精せい霊れい封ふう印いんのために余力を残さなければならないことを考えれば、もう戦闘が行える状態ではない。

　ましてや黒衣に出会えば終わりだろう。が。

（言い返す手を考えておかないとね……）

　死ぬわけにはいかない。

　いや、道理ではなく。死にたくない。だからこそ選んだ戦い方だった。

（必ず切り抜ける……必ず）

　唱えながら壁かべに身を寄せ、曲がり角の先をのぞき込む。

「…………⁉」

　危険を探ることも無視して、ミズーは飛び出した。

　そこに転がる、帝国兵の死体を見下ろして。

　状じよう況きようが分からず、ただ立ち尽つくす──死体は複ふく数すうあった。すべて一撃のもと仕留められている。へたをすれば争った形けい跡せきすらない。

「どうして……？」

　愕がく然ぜんとうめく。意味が分からなかった。自分はひとりも死なせていない。そんな戦い方でここまで切り抜けてきたのは確かに奇き跡せきに近かった。あまりの運の良さに、おかしいという自覚すらあった──が、自分以外の何者かが帝国兵を殺して回り、敵の数を減へらしていたのなら。

（でも、誰が……なんのために？）

　咄とつ嗟さに浮かんだ名前は、フリウ・ハリスコーだった。

（違う。そんなわけがない）

　あの少女の眼まな差ざしを覚えている。隠かくれ家がで、ほんの短い話をしただけだが。それにあの少女がこの殺しを行えたはずがない。死の風のごとく通り抜ぬけ、ただひとつの傷をつけるだけで去っていく。死体が示すのは、そんな死に様だった。一瞬で全員を殺したに違いない。兵たちは誰ひとり立ち向かおうとしなかったのだろう。眠ねむるようにただ転がっている。マリオ・インディーゴ？

（馬ば鹿か馬鹿しい）

　あんな乱らん雑ざつな戦闘しかできない精せい霊れい使いなど論ろん外がいだった。それにずっと見ていたわけではなかったが、鋼こう精霊は上空で魔ま精霊と戦い続けていたはずである。ミズーは次々と思い当たる名前を挙げていった。ファニク？　ベスポルト？　元警けい衛えい兵へい？　リス・オニキス？──だがそれもひとつひとつ可か能のう性せいを消す作業に過ぎなかった。およそ、人間に可能な仕し業わざとも思えない。

（わたしが？）

　最後に思いつき、身み震ぶるいする。

　自分でも気づかないうちに殺してしまっていたとしたら。一瞬で──自分でも気づかないほどの一いつ瞬しゆんで。

「まさか」

　獣けものの瞬間ならば、今まではそれが終わった時には自覚があった。その瞬間だけには忘わすれていた嫌けん悪おと苦く痛つうとが押し寄せ、吐はき気となって全身を苛さいなむ。自分の胸むねに手を当て、ミズーは心音を数えた。身体の痛みはあるが、それは打ち身と筋きん肉にく疲労によるものだった。火事特有の臭においにむせはしても、嘔おう吐と感かんはない。

　そこに、現れたものがあった。

　我われを忘わすれて考え込んでいたせいだろう──それが死体の散乱する中心に現れるまで、ミズーは気づかなかった。息を吞のんで剣を構える。そこに立っていたのは黒衣だった。死体から魂たましいを刈かり取りにでも来たように。あるいは、死体から剝はぎ取られた影そのものであるかのように。そこにいる。

　黒衣はなにも持っていなかった。武器らしいものはなにも。

「……自分がやったとでも思っていたところなんじゃないか？」

　下を示しながら、それが告げてくる。

　嘲あざける声に、ミズーは歯を食いしばった。図ず星ぼしを突かれた羞しゆう恥ちよりも先んじて怒いかりが沸わき上がる。

「なら、あなたがやったの？　気でも狂くるった？」

　それが黒衣でないことは既すでに知れていた。黒衣を装よそおい、仮か面めんを外さず、ウルペンはあとを続けてくる。

「俺にこんな真ま似ねはできんさ。こんな……美しい仕業は」

「黒衣部隊にでもやらせた？　ここで待ち構えていたってわけ？」

　訊ききながら、自分が見当違いをしていることには気づいていた。ウルペンの嘲ちよう笑しようがなくとも、反はん応のうがなかったとしてもそれは分かる。意味がない。この殺さつ戮りくには意味がない。殺意も悪意も、理由もなにもない。黒衣は、そんなことはしないだろう。

　このウルペンでさえも。それはしないだろう。ミズーは身体を傾けた。いや、剣の重量に自然と平へい衡こうを崩くずしていた。斜ななめになった世界に向かって叫ぶ。

「答えなさい、ウルペン！　これはなんなの！」

　頭上を。

　もつれ合う精霊たちが通過していった。火の粉が濃のう度どを増し、息苦しくなる。ウルペンの答えは鋼精霊の振動音に搔かき消されたのか、あるいはなにも答えなかったのか。

　ウルペンが逃げ出した。入れ替わるように黒衣がふたり、左右の建物から飛び出してくる。ふたりともが長刀を提さげていた。ウルペンを追って飛び出せば、同時に左右から斬り掛かられることになる。ミズーは右側に寄って駆け出しながら、声の限りに命令した。

「ギーア！　鋼精霊を連れてここに！」

　声がとどいたかどうか。確たしかめている余よ裕ゆうはない。ミズーは剣を突き出し、近づいた右側の黒衣へと斬り掛かった。斬ざん撃げきに鋭するどさがないのを、自分でも感じる。だが黒衣の剣から弾はじかれず刀身に刀身を触ふれさせたまま相手の剣をも受け流したのは集中力の賜たま物ものだった。一瞬──一瞬に意識を留とどめれば、相手の動きを無にできる。

　斬り返しを放つ。刀身は、浅く黒衣の顔面を削そいだ。つまりは、仮か面めんを。ミズーは背後から身体を引くような疲労に舌した打うちした。踏み込めない。仮面すら切り裂けない。

　刹せつ那な。

　身体を震わせて黒衣が飛び退のく。眼にしたその挙きよ動どうに、ミズーは違い和わ感を覚えた。有効打には程ほど遠とおく、一撃に力がないことすら感づかれたはずである。だが黒衣はそのまま踏み込んでくるどころか後退した。

　そして激げき震しん。上空から地面に激突したものがあった。一いち瞥べつだけすると、左側から回り込もうとしていた黒衣の足元に鋼精霊をまとったマリオ・インディーゴが頭から叩たたきつけられている。ギーアが空から振り落としたのだろう。

　続けて獣精霊が着地する。炎ほのおの爪つめが黒衣を長刀ごと打ち倒した。

　そして。

　ミズーは反転した。ポケットに入れていたエリコ・スアハの水すい晶しよう檻おりを左手に取り出す。逃げた獣精霊と鋼精霊を追い、今では空を覆おおわんばかりに肥ひ大だいした魔精霊が急きゆう降こう下かしている。ミズーは剣の柄つかを自分の靴くつの上に落とすと、水晶檻を右手に持ち替かえた。振りかぶり、渾こん身しんの力で空に投げる。

　同時に念ねん糸しを紡つむいでいた。水晶檻を追いかけて伸のびていく。

　凄すさまじい速度で降下する魔精霊にタイミングを合わせて。水晶檻が精霊に触れるその刹せつ那な、念糸が水晶檻に触ふれる刹那、ミズーは門を開いた。

　陽光の溢あふれる現世から、それのない封印内へと。魔精霊はもしかすれば、望んで飛び込んだのかもしれない。巨きよ大だいな精霊が瞬時にして消えてから、ミズーはさらに念糸へと意い志しを注そそぎ込んだ。声にして叫ぶ。

「もどれ！」

　閉門式を唱えると、身体がさらに脱だつ力りよくする。

　水晶檻の行方ゆくえは無視してミズーはまた体勢をもどした。魔精霊を封じた水晶檻はあとは地面に落下するだけだが、あれだけ上質のものならば多少の衝撃で割われることもあるまい。それよりも差し迫せまった問題がある。ミズーは足を跳はね、落としていた剣を蹴り上げると受け止めた。恐らくこちらの隙すきに攻撃してきているはずの黒衣へと向き直り──

　だが、黒衣はさらに後退していた。

　見たものを疑うたがう。黒衣は絶ぜつ好こうの機会にわざわざ間合いを開けている。ミズーは切っ先を敵に向けたまま、もうひとりの黒衣を見やった。獣精霊の爪に倒され、道の端はしまで飛ばされて気絶している。マリオが頭を振りながら起き上がろうとするのが見えた。ギーアは路面に触れた四し肢しから炎をあげ、残った黒衣を睨にらみつけている。

　ミズーは剣を下げた。そのまま道を横切り──死体をまたがないよう回り込んで、倒れた黒衣へと近寄った。仰あお向むけになった黒衣の仮面に、爪先を触れさせる。力を入れると、仮面が外れた。

　それまで、考えたことがなかったわけではない。その仮面の下に、なにがあるのか。ミズーは無言で見下ろした。それまで無敵の黒衣であったものは、ただ大の字に倒れ、焦しよう点てんを失った眼めで虚こ空くうを見やるだけのただの女の顔をさらしている。

　年ねん齢れいは三十ほどだろう。頰ほお骨ぼねがない分、輪りん郭かくは丸みを帯びている。半開きになった口から小さく、喘あえぐような呼気が聞こえていた。ただそれだけ。なにがあるわけでもない。

　改めて、黒衣へと視線をもどす。

　それに体勢は変わっていない。長刀を手にして動かずにいる。離れた間合いだが、ミズーは一気に飛び込んだ。心配したのか、ギーアがうなり声をあげる。

　剣けんを投げ放つ。近づきながら投げ込んだ剣は、それを剣で弾はじこうとする黒衣の構えを崩した。生じた隙すき間まに腕をねじ込む。ミズーが摑つかんだのは相手の喉のどでも服でもなく、仮面だった。

　もぎ取る。

　彼女が強引に摑みかかっている隙に、斬きり捨てることもできただろう。だが黒衣は予想通り、それをしなかった。できずに、また後退した。ミズーの手が仮面に触れた瞬間に。

「そうよ。そうよね……それが正体よ」

　手に残った仮面を足元に叩たたきつけ、ミズーはつぶやいた。そこにいる男──眼を白黒させている男に向かって、続ける。

「あなたたちが怪かい物ぶつですって？　恐れて、怯おびえて、怒って、悦よろこんで、誇ほこって、傷を痛がって……それでも声を潜ひそめ、仮面に隠れているあなたたちが怪物ですって？」

　仮面を失った黒衣が、長刀を振り上げる──

　ミズーもまた拳こぶしを固め、叫んだ。

「笑わせるんじゃないわよ！」

　飛び込んでくる相手を待ちはしない。前進して、ミズーの拳が狙ねらったのは黒衣の剣を握る手だった。力が残っておらずとも、相手の力を利用すれば打撃を与えられる。黒衣が剣を手放した瞬間、ミズーの肩越しに真しん紅くの爪が伸びた。獣精霊の前脚が、引っかけるようにして黒衣を打ちのめす。

　仲間と同じように、その黒衣もまた倒れた。ぐったりと気絶した男を見つめながら、ミズーは信じられずにうめいた。

（黒衣を……倒せた）

　獣を起こすこともなく。

　ただ相手の正体を看かん破ぱしただけで。いや。

　見定めることが勝つということなのか。殺すのではなく打ち勝つということなのか。

（誰か、教えて）

　ギーアに抱だかれる格かつ好こうで、ミズーは眼めを閉とじかけた。疲労のままに倒れてしまいたい。その誘ゆう惑わくは大きかったが、自制もまた強く身体からだを縛る。まだ終わっていない。

「ミズー・ビアンカ！」

　声をあげたのはマリオだった。よろめきながらではあるが、鋼こう精せい霊れいが変化した槍やりの先をこちらに向け、言ってくる。

「よくも──」

「よくも、なに？」

　即そく座ざに問うと、少女ははたと黙だまり込んだ。なにを言えばいいのか考えていなかったのだろう。

　代弁でもする心地ここちでミズーは告げた。

「あとはベスポルトを見つけて、逃にげ出すだけね」

「そうね。よくこれだけ殺せるものね、殺し屋」

　死し屍し累るい々るいの有様を指し、刺とげ々とげしく罵ののしるマリオの声に。

　ミズーは感じるものがあって、顔を向けた。

「なんの話？」

　訊きくと、今度こそ呆あつ気けに取られた表情で少女は叫んできた。

「なにって！　あなたがやったんじゃない。わたし上から見てたのよ⁉」

「あなたこそなにを──」

　抗こう弁べんしかけて、口ごもる。この娘むすめの誤ご解かいだか思い込みだかをいちいち解いていたらきりがない。

「まあいいわ。あなたは、空からベスポルトを探さがすつもりなんでしょう？」

　話すことが多少の気力を取りもどしてくれた。剣を拾うと鞘さやに納おさめ、じっと命令を待つ獣精霊に与あたえられた新しい傷を見ていく。無傷とは言い難がたい。だが活動に害を為なすほどの怪け我がもないようだった。

　見るとマリオはまだ槍やりを下ろさず、怪け訝げんそうにこちらを見ている。彼女がなにをそこまで警けい戒かいしているのかまで見当はつかなかったが。

　少女は小さくうなずいてみせた。

「ええ、上から探す。あなたはどうするの？　ミズー・ビアンカ」

「わたしは……やらないとならないことが増ふえた」

　告げてミズーは視し線せんをそらした。ウルペンが姿すがたを消した先を見やり、続ける。

「行きなさい」

「言われるまでもない」

　吐はき捨すてるように、マリオ・インディーゴと鋼精霊は振動音とともに空に浮うかび上がっていく。

　飛び去る彼女は無む視しして、ミズーはギーアに囁ささやいた。

「あなたは休息が要いる」

　懐ふところから出した獅し子しのマント留どめを差し出す。獣精霊は躊ちゆう躇ちよするように後ろに退ひきかけたが、命令を完全に無視することまではできなかった。大人しく水晶檻へと封印される。

　閉門式を唱え、ミズーはそれを再ふたたび服の下に押し込んだ。必要な際さいに取り出せないのは危き険けんだろうが、仕方ない。

　走り出したかったもののその体力はなかった。それでも精せい一いつ杯ぱいの速度で歩き始める。

（奴やつは……なんて言ってた？　ウルペンは）

　美しい仕し業わざ。転がる死体の山を見てそう語った。覚めない夢ゆめのように現実味なく、浮うかんでは消える記き憶おくをミズーは数え上げた。ウルペンの言葉──お前がやったとでも思っているのか？

　契けい約やく者ウルペン。

　なにかを捕つかまえられそうになっているのだとしても、摑みかけたものがなんなのか、それすら分からない。はやる心を抑おさえ、ミズーは思考を重ねた。進むごとに、道に死体が落ちている。さまざまな顔、身体つきの帝国兵が、すべてみな一様にただ一撃で殺されていた。美しい仕業。その言葉を忌き諱いしても、それがおぞましいほどの手並みであることまでは否定できない。

　いや、人間業ですらない。あたかも透とう明めいな存そん在ざいがただ作業的に人体の急所を突ついて回ったようだった。

（こんな真ま似ねは誰にもできない）

　彼女自身にもできるわけがない。これではまるで……

　あるひとつの言葉に辿たどり着く前に、悲鳴が耳をついた。そちらを向きやる。遠くはない。そして進もうとしていた方角ともそれほど変わらない。ミズーは残った力を注そそぎ込む形で走り出した。声は少女のものだった──マリオだろう。鋼精霊の振動音も聞こえている。

　ほかに聞こえたものもあった。

　かすかに。これは。鐘かねの音だった。

（今さら……幻げん聴ちようが！）

　道を駆け抜ける。そして。

　見えたものは赤い色だった。幻げん視しを染そめ上げる、真紅の空──そうと思えた。視界を覆おおう布が通り過ぎ、羽ばたくような音を立てる。それはマントだった。鼻先をかすめるように広がり、そしてそれを着ている者の動きに合わせて追っていく。

　飛び出そうとした角に立ち尽くし、ミズーは眼を見開いた。そこにはやはり死体の山がある。帝国兵ではない。黒こく衣いの死体が。

　一体や二体ではない。同じく急所をただ貫つらぬかれただけの死体が十を越こえる数ほども倒たおれている。血と、黒衣の装しよう束ぞくと。黒が積み重なるその路地を。たったひとりの人ひと影かげが踊おどっている。赤い空を引きずり回して。

　その刹那、マリオ・インディーゴは宙ちゆうに浮いたまま剣での一撃を受けたところだった。細身の刃やいばを鋼精霊の鎧よろいは弾はじくが、中にいる少女は既すでに意識がないらしい。手からは槍が転げ落ち、地面に触れる前に原型の三角形にもどっている。その鋼精霊は浮かび上がると、主を打つ相手を挟きよう撃げきする位置を取ろうとした。

　マリオが起きていなくとも、鎧は勝手に動くものらしい──そもそもが彼女など必要なく動いていたのだろうが。仲間と呼応して交差突撃の体勢を作る。一度離れ、そして高速で中央の標的へと殺さつ到とうした。

　激しい振動音の中。

　鋼精霊二体は、ぎりぎりで交差したはずだった。その隙すき間まは拳ひとつ分もなかったように見える。が。

　標的はただ跳とんだだけだった。

　跳んで、身体を水平にした。非ひ現げん実じつ的てきな正せい確かくさで、狭い隙間に身体を収めて。

　鋼精霊は通り過ぎ、そこには無傷のまま標的が残る。

　三角形へと変じていた鋼精霊には、細い糸のようなものが巻まき付いていた。銀色の念糸が。人間の念糸は精霊にはほとんど通用しない──試ためせばすぐに分かることになるが、むしろ反動で打ち倒されるのは人間のほうである。

　だが鋼精霊が瞬しゆん時じに溶とけ、蒸じよう発はつしていくのを呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、ミズーはその念糸の主あるじから眼を離せなかった。すべてはその者に触れることなく、その者はただ殺していく。すべての死体を築き、そのためだけに存在している。

　くぐもった悲鳴とともに、その場から逃げ出す者がいた。こちらに気づいているのかいないのか、例の元警けい衛えい兵へいがベスポルトを担かつぎ、背を向けて駆け出している。恐らくマリオは彼らの逃走を援えん護ごしようとしたのだろう。ベスポルトは負ふ傷しようしているのか、背せ負おわれたまま動こうともしない。

（ファニクは……？）

　死体の中には姿がない。どこかに隠れているのか、別の場所で死んでいるのか。ミズーは剣を抜いた。だが前には出られなかった。

　残った鋼精霊が、再度突撃をかけている。ミズーはもうその行方ゆくえを見ることもなかった。結果は分かっている。

　その存在には勝てない。無む造ぞう作さにも見えるほど迷まよいなく突き出された剣の先に、鋼精霊は軌き道どうを反そらされた。そのまま建物に衝しよう突とつして壁を破やぶる。倒とう壊かいするがれきの山に埋うずもれて振動音も聞こえなくなった。

　……自分がやったとでも思っていたところなんじゃないか？

　ミズーはその言葉のもたらす皮肉に身もだえした。その通りだった。それをやったのは、自分だった。

　そこにいたのは自分だった。そう感じた。赤い髪の剣士が、一振りの剣を携たずさえて死体の上に立っている。あの赤い空。真紅のマントをまとい、鐘の音が聞こえるたびに死を振りまく。

　それは自分だが、自分ではない。

　彼女自身はここにいる。その存在を前にして無力なまま、勝ち目もなくただここにいる。赤い髪の剣士にはよく見れば自分との差さ違いがそこかしこに見受けられた。髪は同じ。ただその眼には逡しゆん巡じゆんなどない。

　その剣士が紡つむいでいた念糸は、風のない日に微び風ふうでも模もすようにたなびいて、かすれ消えていった。ミズーはその剣士の眼を見ていたが、剣士と視線が合うことはなかった。それはこちらなど見ようともしない。これほど近くにいて、まるで違う階かい層そうにでも存在していると示すように。

「アストラ」

　ミズーは、その名を呼んだ。そこにいる者の姿は、一度見たことがある──精霊アマワが盗ぬすんだ、真ま似ねの姿。だがそれとは違う。なんとはなしに、ミズーはそのことだけは分かっていた。夢ゆめの中で、ミズーは精霊アマワに彼女の前でその姿をすることをやめさせたのだ。夢の出来事でも、それに効こう果かがあったことは信じていた。

　それでもそのアストラが偽にせ者ものではないと確信できたのは、それが理由というわけではない。姉妹の絆きずな──そんなものはない。いかなる他人ともそんな絆はないのと同様に。説明なく道ですれ違ったならば気づかなかったかもしれない。血けつ縁えんなどというものはそんなものだろう。特別なものなどなく、そこには情愛以上の神しん秘ぴなど介かい在ざいしない。

　彼女がそれを本物のアストラだと見分けたのは、単にそれがアストラ以外ではあり得なかったからだった。アストラは確かに死んだと、ベスポルトの言葉を思い出す。死んだ者が蘇よみがえることはあるか？

　そこにいるアストラは、なによりもはっきりとアストラ自身の死を説明していた。

　倒れていた黒衣のひとりが、動いた。怪け我がをして倒れていたのだろう。緩かん慢まんな痛いたみに堪こらえながら、静かに……告げてくる。

「こうなるのではないかと恐おそれていた。お前が帝都に来れば、彼女が動き出すのではないかと……八年間沈ちん黙もくしていた彼女が、また動き出すのではないかと」

　ウルペンは仮か面めんを外はずした。もう嘲ちよう笑しようはない。涙なみだも浮うかべてはいない。それでも彼は、嘲あざけりつつも泣いていた。外れない仮面を肌はだの下に隠しているのだろう。

　言い直してくる。

「だが期待してもいたのだ」

　彼の言葉を、ミズーは聞いてもいなかった。

　ただアストラを見ていた。それはアストラそのものと言ってもいいほど、アストラに似にていた。それはアストラにそっくり。だがアストラではない。それは……

　包帯を巻まいた右手で、ウルペンが地面を叩たたく。

「誰か、教えられるものなら教えてくれ！　彼女は生きているのか、それとも八年前に死んだのか」

　彼の叫さけびは狂きょう乱らんまでに高まっていく。幾いく度ども地面を──あるいは見えないなにかを叩きのめしながら。

「そうだ。彼女は死んだ──間違いなく。だがここにいる。それもまた間違いなく。ただ在あることだけは分かっている。だが、死んだのか、生きているのか。確かなことを誰だれか俺に教えてくれ！」

（誰も教えることはできない）

　ミズーは胸きよう中ちゆうでだけ、それを答えた。

（確かなことは、自分で信じるよりほかにない）

　アストラが反応した。

　言葉にではない。なにを感じ取ったのかは、誰にも分からない。ただアストラは不意にこちらへと歩いてきた。なにごともなくただ歩くだけ。だがそれを止めることはこの世のいかなる力にもできない。

　握にぎり締しめた剣は重く、ミズーはそれを持ち上げられなかった──腕うでが震ふるえていたせいだろう。アストラの剣が一いつ閃せんする。

　刃が裂さいたのは、ミズーの服だった。破れた服からなにかが転ころげ落ちる。金きん属ぞく音。水すい晶しよう檻おりを埋うめ込まれた獅し子しの彫ちよう金きん。それが足元に落ちると同時に。

　ミズーは後方に吹き飛ばされた。

　剣ではなく、拳けん打だだろう。まるで感知できず、見ることもできなかったが。衝撃に打ち倒たおされ地面を転がりながら、ミズーは他ひ人と事ごとのように自らの激げき痛つうを見下ろした。

　炎ほのおの中で。

　鐘かねの音が踊おどる。

　彼女自身にしか聞こえなかったはずのその鐘が。

　誰の耳にも響ひびき渡わたる。

　聞こえていた。鐘の音が。自分の頭ず蓋がいからではなく、初めて他人からそれが響いてくる。倒されたままミズーはアストラがマント留どめを拾い上げるのを見ていた。それをゆっくりと撫なで、マントを外して身につけようとしている間にウルペンが叫んでくる。

「お前ならば答えられるか？　答えを得ても意味のない、けちな質しつ問もんに過ぎないが……」

　いつの間にか彼は立ち上がっていた。仮面を外し、包帯もこぼれている。黒衣を模もしているとも言えない。ただ叫ぶだけの男でしかなかった。

「獣けものの瞬しゆん間かんとは、薬物と教育が生み出したものか？　それとも……恐るべき自然の神しん秘ぴがもたらしたものか？　分かるならば答えてくれミズー・ビアンカ。これはなんだ。人類に対する獣性の反はん逆ぎやくか。それとも意図などない純じゆん然ぜんたる殺さつ戮りくか」

「アストラは……死んだのよ」

　自分の言葉に体温を奪うばわれながら、ミズーは起き上がった。繰り返す。

「死んだのよ！　八年前にわたしから取り上げて、お前たちが殺した！」

　マント留めを着け終えたアストラは、再ふたたび彼女のほうへと身体を向けた。こちらを探して見つけたわけではない──ただ進むべき方向を既すでに知るように。歩き出す。止められない歩みを。

　その向こうから、ウルペンがなおも叫んでくる。アストラを隔へだてた、世界ひとつ分にも等しい距きよ離り。そこを踏み越えることは何者にもできない。この殺人者を通り抜けることはどんな存在にでもできない。

　声だけが通る。

「ああ。彼女は死んだんだ。彼女は人間じゃない。あの日、アマワはこう呼んだ。殺人精霊アストラと……硝しよう化かして、獣の瞬間を永えい遠えんのものとした。硝化とはこの世界からなにかが奪うばわれることだと！　奴やつはそう言った！」

　激げつ高こうした崇すう拝はい者しやの叫びは、殺人者自身を押し出すようにも聞こえる。だがそうではないことも分かる──この殺人者を動かすものは、世界にあるどんな力でもない。

「お前はただの一瞬で死ぬ。アストラのもたらす瞬間だけで死ぬ。ミズー・ビアンカ！　俺おれの帝てい都とを崩ほう壊かいさせた貴き様さまは、アストラに崩壊させられればいい！」

　その刹せつ那なに。獣が躍おどるその瞬間に。

　無む限げんに繰くり返される鐘の音とともに聞こえてくる言葉があった。

　力が欲ほしい。ほんの弱い力でもいい。

「そうよ。ほんの弱い力。そこにある手を握にぎるだけの小さな力……」

　発したのは、自分か。それとも双ふた子ごの姉か。

　崩壊する中で、ミズーは剣けんを投げ捨て、金切り声をあげた。

　殺意も衝動もない、純じゆん粋すいな瞬間へと。

　生と死に挟きよう撃げきされる獣の生しよう涯がいへと。

　……何な故ぜ。

　どうして獣の時間の住人がふたりいなければならないのか。

　ただひとり、絶ぜつ対たいの殺人者が孤こ独どくでのみ存在できるはずのその時間に、どうしてふたりで存在できたのか。

　その理由が分かった。

　それが同じ世界で同時に存在するならば。

　なにもかもすべてを殺し尽くすうちに、いずれ互たがいをも殺し消しよう滅めつする。

　最初から存在しないのと同じことになる。

　最後まで存在しながら、最初から存在しない。その空くう隙げきの一瞬にならば、絶対殺人武器は存在できる。

（だからわたしたちはふたりいる）

　そして消し合って、いないことになる。

（イムァシアの狂人たちは、それに気づいたからわたしたちをいっしょにして……その後に分けた。いえ、気づいていなかったのに偶ぐう然ぜんそうなった？）

　すべてこの一瞬の偶然、そして必然のためだとでもいうのか。

　相手に触ふれるため、指を伸ばし──

（人間には……触れられない。今のアストラには触れられない。彼女は触れられない場所にいる……決して触れられない場所に）

　その瞬間。抗あらがう術すべもなく。

　ミズー・ビアンカは獣を呼び起こした。

　時を停とめ、なにも考えることなく身体だけが動く。

　なにも感じることはない。なにも考えることはない。獣となったミズーは、ほんの瞬間だけですべてに追いつき、もうひとりの獣に触れようとした。

　相手が獣でないのならば触さわることができる。心を虚きよ無むに食われたその一瞬の暗黒。次に眼を覚ませばすべてが終わっており、あとは嘔おう吐とする。獣の瞬間。今まで経けい験けんしたことのある獣の瞬間は、そういったものだった。
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　だが。

　間に合わない。

　ミズーの思考がそれを悟さとったわけではない──まだ獣の瞬間は終わっていない。だが間に合わない。だが、間に合わない！

　瞬間が永えい遠えんへと追いつくことはない。

　覚かく醒せいすることのないまま、ミズーはその瞬間の中で凍こおり付いた。そして永遠の獣が放つ刃やいばに首を貫つらぬかれ、そのまま眠ねむりについた。







　エピローグ







「完全な獣と不完全な獣……そうか。そういう……ことか」

　血と喘あえぎとに彩いろどられた囁ささやきは、やはり誰にも聞かれることはなかった。

　崩ほう壊かいする帝てい都と──その騒さわぎは収おさまりつつあっても、彼は理り解かいした。もうここは不死者の棺ひつぎではなく、槌つちで叩くがごとく滅ほろびの足音に脅おびやかされる砂さ上じようの楼ろう閣かくでしかない。帝都イシィカルリシア・ハイエンド。不死の約束は綻ほころび、崩壊の引き金が引かれてしまった。抗あらがえない力がひとつ、解とき放たれてしまった。

　地面に仰あお向むけに倒たおれ、彼は自らの上に崩くずれてきた建物の残ざん骸がいの隙すき間まから小さな空を見上げていた。

　夜のように暗い。実じつ際さいのところ、ほとんどなにも見えなくなっていた。五感のすべてが急速に収しゆう縮しゆくしていく。それは上を見上げたまま深い落とし穴あなに落ちていくのにも似ていた。なにもできない。ただ遠ざかる光を見ているしかない。

　独ひとり言ごとには慣なれていた。というより、独り言を語ることしかしてこなかった。アイネスト・マッジオはその生しよう涯がいをかけて、独り言を言い続けてきた──その末まつ期ごの瞬間まで。

「やはりそうだ。ぼくの予想通りだった。獣の瞬間とは人が精霊になること。心の虚きよ無むを……不在を証明すると、人間は精霊と等しく……なる」

　肺から息が漏もれる。

　そんなことは、今まで大した意味を持っていなかった。呼吸をするごとに、つぶやきを発するごとに、息は漏れてきたのだから。だがひとつだけ違ったのは、今は一息ごとに肺を膨ふくらませることが億おつ劫くうになっていた。

　実は……呼吸など、必要ないのではないか。もう今さら、空気など吸ったところでなにになるのかと。脳のうを痺しびれさせる睡すい魔まの塊かたまりが語りかけてくる。

「どうだ……ぼくの言ったことは、噓うそも本当も含ふくめて、全部正しかったじゃないか」

　涙を流す必要はない。自分は勝ったのだから。

「結局……ぼくが正しかったってことさ」

　それが負け惜おしみだと気づきつつも、血とともに彼は吐き捨てた。

　帝都の崩壊が始まろうとする中で。やはり誰も、彼の言葉を聞くことはない。







　あとがき







①　引っ越しのこと




　突然思い立ち、引っ越ししました。

　以前いたところには、鳩はとがいました。その部屋は八階だったんですがそこの窓の外の出っ張りを巣にしていたらしく、そんな狭いスペースにじっとしてました。内側からはどうにもできない場所で、まあ階下の迷めい惑わくにもならなさそうだったので、とりあえず鳩を応援してたのですが、そいつともお別れです。

　新しい部屋のすぐ近くには中学校があります。多分その学校のどこかにいるんでしょうけど、よく鶏にわとりが鳴いてます。

　コケコッコーとは鳴かず、必ずコケコッ……で途と切ぎれるのが気になって仕方ありません。なんなんでしょうか。出し渋しぶりでしょうか。最後にもの凄すごい決め球とか用意してるんでしょうか。これで突然コケコッキェーとか、コケコッざぁますとか、コケコッミューチュアルファーンドとか鳴かれた日には、多分ちょっと笑ってしまうと思います。

　しかし鶏も、あの身体の小ささでこれだけの声量を出すというのは並大抵のものではないはず。きっとすごい努力とか要るはずです。ならばもしや、件くだんの鶏はまだ発展途上なのかもしれません。期待大です。

　しばらく、この鶏を応援していこうと思います。なんか鶏って好きです。ゼルダの伝説でもコッコが好きです。ゼルダといえば、鳥の女の子をぶん投げて壁にぶつけるのが妙に好きでした。あとチキンフィレサンドが大好きです。




②　引き続き引っ越しのこと




　しかしこんな忙しい時期に強行したわたしが馬鹿なんですが、引っ越しというのもなかなか大変でした。運送自体はほとんど業者に任まかせる形だったにせよ、新しい部屋で荷物片付けるのは自分なわけでして……

　梱こん包ぽうを開けて荷物を整理していると、様々な発見があったりします。俺こんなもの持っていたっけなぁというような。まあ忘れ去っていたポータブルＣＤプレイヤーとか、なんでこんなに買ったのか意味不明な目覚まし時計３個とか、やたらと多いコップとか、履はきもしない革靴２足とかは良いですよ。ウェットティッシュ３箱も、買ってくるたびにしまい込んでは忘れてたんでしょう。理解できます。

　分からないのは、もはやなにに付属していたのかも不明なリモコンが３個もあったことです。

　普段使うような機械のリモコンはちゃんとそろってます。とりあえずいろいろ試してみても、謎リモコンたちの正体は知れません。途と方ほうに暮れます。しかし今は要らないからと捨ててしまって後々困るなどというのも、ありがちで嫌いやな感じです。場合によってはこれが先史文明の遺のこした超古代兵器の起動キーで、それによって銀河帝国との争いに決着をつけるやもしれないのです。あるいは博士の遺産の巨大ロボかもしれません。

　でも捨てました。邪じや魔まだから。銀河帝国とはチョップで戦えばいいや。




③　そしてエンジェル・ハウリングのこと




　ようやく七巻をおとどけすることができました。前巻から一年以上経ってしまいましたか。本当にすみません。

　ってこのところ、あとがきで謝あやまってばかりです。なんとも不ふ甲が斐いない。

　しかし挫くじけてはいられません。これからまた頑がん張ばるぞー、というところで……

　では、次の巻末でお会いしましょー。




二〇〇三年十二月


秋田　禎信　　












エンジェル・ハウリング７




帝都崩壊①─from the aspect of MIZU








秋あき田た禎よし信のぶ
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